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企業その他関係機関との連携の下、職業に必要な実践的かつ専門的な能力を育成することを目的とし、
文部科学大臣に認定された課程

文部科学大臣認定 職業実践専門課程

辻調理師専門学校

製菓技術マネジメント学科
製菓衛生師本科
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Tsuji Culinary Institute

日本語

한국어

繁體中文

简体中文

English 本校は、出入国在留管理庁において適正校
として選定されています。
※適正校とは、留学生の在籍管理が適正に行われていると
認められる教育機関のこと
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私たちは、本校の”建学の精神”に共感し、
［アドミッションポリシー］に合致する学生を求めています。
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● 建学の精神（説明）

“Docendo Discimus”は、「私たちは教えることによって学ぶ」を意味するラテン語格言。

古代ローマの哲学者セネカの著書『倫理書簡集』に収められた友人宛の手紙の一節に由来すると言われています。

　

“Docendo Discimus”は、辻調グループ創設者・辻静雄が、辻調理師学校（現在の辻調理師専門学校の前身）を1960年大阪あべのに開校以来、

その思想と活動を体現する教育信条として、現在まで教職員に脈々※1と受け継がれている建学の精神です。

　

“Docendo Discimus”の精神について、

辻静雄は、「学校とは、教員が持てる限りの知識と技能を授業において学生に出し尽くし、教員自ら新たに学び続けるところ。学生が勉強するのは

私たち教職員が絶えず勉強しているからだ。元々料理や製菓に究極はない。これらを仕事にする者は一生が勉強なのだ」と繰り返し熱く語りました。

　

“Docendo Discimus”は、私たち教職員の矜持※2と戒め※3の言葉であり、その精神を引き継ぐ卒業生たちが、実際に食に関連する仕事についても

自ら学び続け、後進の育成とともに食文化の発展をけん引して欲しいという願いを込めた言葉でもあります。

※1　脈 （々みゃくみゃく）：途絶えずに力強く続くようす　　※2　矜持（きょうじ）：自負、プライド　　※3　戒め（いましめ）：あやまちのないように，前もって与える注意

Docendo Discimus
私たちは教えることによって学ぶ

ドケンド　　　　　ディスキムス

建学の精神

アドミッションポリシー

１．本校独自の建学の精神に共感し、本校で学びたいという強い意思のある方。

２．調理あるいは製菓に関連する知識や技能を習得するとともに、これらを活用して問題解決する　  
　 ために必要な思考力、判断力、表現力などを身に付けようという意欲にあふれた方。

３．主体的に学習に取り組み、困難に遭遇してもあきらめずに努力し、学業を成就させ、卒業後、 
　 食に関わる仕事に従事しようという決意のある方。
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■ 募集学科・入学定員
学科・クラス 修業年限 入学定員 課程

高度調理技術マネジメント学科 ３年制 40名

調理師専門課程
［調理師養成学科］

調理技術マネジメント学科 ※1 ２年制 360名

調理師本科 ※2 ※3 ※4
調理クラス

１年制 160名
西洋料理クラス

※1　調理技術マネジメント学科の第２学年は、日本料理マスタークラス、西洋料理マスタークラス、中国料理マスタークラスの３つのうち、いずれかのクラスに所属します。 
　　  クラスは希望調査をもとに第１学年の成績・出席状況を総合的に勘案して決定します。

※2　調理師本科の各クラス(調理クラス)(西洋料理クラス）は、それぞれの定員に達した時点で募集を停止します。

※3　調理師本科には、卒業後に製菓衛生師本科に再進学するダブルライセンスコースがあります。詳しくはP5をご参照ください。

※4　調理師本科には、本校卒業後に辻調グループフランス校に留学するフランス校留学コースがあります。詳しくはP6をご参照ください。

日本料理クリエイティブ経営学科 ※9 ２年制 80名
衛生専門課程

日本料理本科 ※9 １年制 80名

※9　日本料理本科および日本料理クリエイティブ経営学科を卒業した場合、卒業と同時に「調理師免許」を取得することはできません。 
　　  飲食店で２年以上の調理の実務経験があれば受験資格が得られます。

製菓技術マネジメント学科 ※5 ２年制 280名

製菓衛生師専門課程
［製菓衛生師養成学科］

製菓衛生師本科 ※6 ※7 ※8
製菓クラス

１年制 200名
洋菓子クラス

※5　製菓技術マネジメント学科の第２学年は、製菓総合クラス、製パン・カフェ総合クラス、洋菓子マスタークラスの３つのうち、いずれかのクラスに所属します。 
        クラスは希望調査をもとに第１学年の成績・出席状況を総合的に勘案して決定します。

※6　製菓衛生師本科の各クラス(製菓クラス)(洋菓子クラス）は、それぞれの定員に達した時点で募集を停止します。

※7　製菓衛生師本科には、卒業後に調理師本科に再進学するダブルライセンスコースがあります。詳しくはP5をご参照ください。

※8　製菓衛生師本科には、本校卒業後に辻調グループフランス校に留学するフランス校留学コースがあります。詳しくはP6をご参照ください。

（ 学科設置認可 申請中／製菓衛生師養成施設指定 申請中 ）

募集学科／入学定員／就学情報

■ 就学情報

入学時期 2024 年４月

学期制度 前期：4 月1日～ 9 月 30 日　／　後期：10 月1日～翌年 3 月 31日

授業日 月曜日～金曜日

授業時間 ホームルーム 9:00 ～ 9:10　／　授業 9:10 ～16:20

休校日

① 土曜日（授業を行う場合もあります） 、日曜日
② 祝日
③ 夏季・冬季・春季休暇
④ 開校記念日
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学科概要／取得免許（資格・称号）

調理師専門課程 製菓衛生師専門課程
（学科設置認可 申請中／製菓衛生師養成施設指定 申請中）

衛生専門課程

高度調理技術マネジメント学科 調理技術マネジメント学科 調理師本科
（調理クラス）（西洋料理クラス） 製菓技術マネジメント学科 製菓衛生師本科

（製菓クラス）（洋菓子クラス） 日本料理クリエイティブ経営学科 日本料理本科

学科概要

3年制の高度調理技術マネジメント
学科が目指すのは、料理が持つ力を
最大限に発揮することで、社会を、世
界を、動かすことができる料理人の
育成。料理をつくることで、自らの考
えを示し、他分野の専門家との協働
などに発展させ、新しい文化やビジネ
スの創出にも貢献できる人材です。
そのため、高度な調理技術といった

「つくる力」はもちろん、人と社会と
食の関わりを探究し、自分のテーマを
料理で表現するための「考える力」の
養成を徹底重視したカリキュラムを
構築。高い志を持つ学生のための学
科です。

調理技術マネジメント学科が目指す
のは、2年間で専門性を高め、こうな
りたいという夢を実現すること。1年
次は全ジャンルの基礎技術をトレー
ニング。
2年次から将来進みたい料理ジャン
ルを専攻し、技術の反復や応用を交
え専門性を深めていきます。調理技
術のほか、マネジメントやコミュニ
ケーション能力を養成するカリキュラ
ムも充実。料理を総合的に学びなが
ら料理業界の発展に役立てる人材を
育みます。

※ 2年次からの専攻クラスは、希望調
査をもとに、第1学年の成績・出席
状況を総合的に勘案して決定しま
す。

調理師本科の最大の特長は、1年間
という限られた時間の中でフランス、
イタリア、日本、中国、製菓の基礎的
な技術を習得できることにあります。
ここで身につけた技術と知識、自ら学
び続ける姿勢は、将来の土台となり、
料理人として欠かせない宝となりま
す。
多彩な視点を持ちながら、料理業界
で継続して活躍できる意志の強い人
材を目指します。
 
●調理クラス

フランス・イタリア・日本・中国の各
料理から製菓まで、幅広いジャン
ルの料理を学びながら、それぞれ
の基本技術を習得。調理師として
の基礎を養います。

●西洋料理クラス
フランス料理とイタリア料理を主
軸に、専門知識と技術を集中的に
学びます。

※ ダブルライセンスコース、フラン
ス校留学コースについてはP5、6
をご参照ください。

製菓技術マネジメント学科が目指す
のは、2年間の学びを通してテクニッ
クの精度を高め、豊富な知識と職人
的な感覚を養うことにあります。第
1学年はベーシックな基礎技術をト
レーニング。第2学年では専攻ジャン
ルを決めて基礎技術を反復し技術力
を磨きます。豊富な実習に加え、理
論、教養の授業をリンクさせながら、

「なぜこうするのか？」という理由を
考え、理解し、現場で自ら動くことの
できる人材を育みます。

※ 2年次からの専攻クラスは、希望調
査をもとに、第1学年の成績・出席
状況を総合的に勘案して決定しま
す。

製菓衛生師本科はパティシエ、ブー
ランジェ、和菓子職人を目指す「最短
コース」。1年間という限られた時間
の中で、洋菓子、和菓子、製パンと幅
広いお菓子の世界にふれ、おいしさ
を知り、集中して基礎的な技術と知
識を習得します。器具の扱い方から、
クリームの塗り方、絞り方などの基本
技術はもちろん、仕事に対する心構
えや姿勢を追究。
多彩な視点を持ちながら業界で継続
して活躍するための基礎力と意志の
強さを身につけます。
 
●製菓クラス

洋菓子から和菓子、製パンまでを
学ぶ多彩なカリキュラムで、それ
ぞれの基本技術と知識を習得し、
製菓、製パンの職業人として成長
するための土台を養います。

●洋菓子クラス
洋菓子を中心に、専門知識と技術
を集中的に学びます。

※ ダブルライセンスコース、フラン
ス校留学コースについてはP5、6
をご参照ください。

1年目では、日本料理に必要な基本
技能と知識を身につけます。
2年目では技能・知識をさらに高め、
料理を再現するだけでなく創造する
ことができる能力を育みます。また、
グローバルな視点で物事を捉え、開
業や経営するための知識をしっかり
身につけます。

実習を中心としたカリキュラムによ
り、日本料理に必要な基本技能と知
識を身につけ、発展的に「すし」「てん
ぷら」といった専門料理にも対応でき
る力を養い、即戦力をめざします。

説明 免許・資格・称号 免許・資格・称号

調理師法にもとづく調理師免許の取得資
格が与えられます。

調理師免許 調理師免許 調理師免許 調理師免許
※ダブルライセンスコースのみ

飲食店を営業する全ての施設に設置が必
要な資格。
食品衛生責任者養成講習を受講すると取
得できます。(希望制)
＊調理師・製菓衛生師は、この資格に該当します。

食品衛生責任者 食品衛生責任者

製菓衛生師法にもとづく国家資格。本校
では、製菓衛生師専門課程の1年次修了
後に受験資格を取得できます。製菓技術
マネジメント学科は、在学中に受験でき 
ます。

製菓衛生師 受験資格
※ダブルライセンスコースのみ

製菓衛生師 受験資格 製菓衛生師 受験資格

文部科学省が認定した専門学校の2年以
上の学科を卒業した者に与えられる称号。
大学への編入学資格が認められています。

専門士 専門士 専門士

調理師養成施設の2年制以上の専門課程
を修了した者に対して食品全般の分野を
扱う専門家として、（社）全国調理師養成
施設協会より登録証が交付されます。（希
望制）

食品技術管理専門士 食品技術管理専門士

大阪府が実施する学科試験、実技試験、鑑
別試験に合格し、登録した者は、大阪府内
の食品営業施設でふぐ処理の業務に従事
することができます。（希望制）

大阪府ふぐ処理登録者 大阪府ふぐ処理登録者 大阪府ふぐ処理登録者 大阪府ふぐ処理登録者 大阪府ふぐ処理登録者

海外において日本食・食文化の魅力を適
切かつ効果的に発信できる人材に対して
認定する制度。卒業時に希望者のみ取得。

（農林水産省の認定制度）

海外における日本料理の
調理技能の認定
（シルバー）

海外における日本料理の
調理技能の認定
（シルバー）

海外における日本料理の
調理技能の認定
（シルバー）

※調理クラスのみ

海外における日本料理の
調理技能の認定
（シルバー）

海外における日本料理の
調理技能の認定
（シルバー）
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調理師専門課程 製菓衛生師専門課程
（学科設置認可 申請中／製菓衛生師養成施設指定 申請中）

衛生専門課程

高度調理技術マネジメント学科 調理技術マネジメント学科 調理師本科
（調理クラス）（西洋料理クラス） 製菓技術マネジメント学科 製菓衛生師本科

（製菓クラス）（洋菓子クラス） 日本料理クリエイティブ経営学科 日本料理本科

学科概要

3年制の高度調理技術マネジメント
学科が目指すのは、料理が持つ力を
最大限に発揮することで、社会を、世
界を、動かすことができる料理人の
育成。料理をつくることで、自らの考
えを示し、他分野の専門家との協働
などに発展させ、新しい文化やビジネ
スの創出にも貢献できる人材です。
そのため、高度な調理技術といった

「つくる力」はもちろん、人と社会と
食の関わりを探究し、自分のテーマを
料理で表現するための「考える力」の
養成を徹底重視したカリキュラムを
構築。高い志を持つ学生のための学
科です。

調理技術マネジメント学科が目指す
のは、2年間で専門性を高め、こうな
りたいという夢を実現すること。1年
次は全ジャンルの基礎技術をトレー
ニング。
2年次から将来進みたい料理ジャン
ルを専攻し、技術の反復や応用を交
え専門性を深めていきます。調理技
術のほか、マネジメントやコミュニ
ケーション能力を養成するカリキュラ
ムも充実。料理を総合的に学びなが
ら料理業界の発展に役立てる人材を
育みます。

※ 2年次からの専攻クラスは、希望調
査をもとに、第1学年の成績・出席
状況を総合的に勘案して決定しま
す。

調理師本科の最大の特長は、1年間
という限られた時間の中でフランス、
イタリア、日本、中国、製菓の基礎的
な技術を習得できることにあります。
ここで身につけた技術と知識、自ら学
び続ける姿勢は、将来の土台となり、
料理人として欠かせない宝となりま
す。
多彩な視点を持ちながら、料理業界
で継続して活躍できる意志の強い人
材を目指します。
 
●調理クラス

フランス・イタリア・日本・中国の各
料理から製菓まで、幅広いジャン
ルの料理を学びながら、それぞれ
の基本技術を習得。調理師として
の基礎を養います。

●西洋料理クラス
フランス料理とイタリア料理を主
軸に、専門知識と技術を集中的に
学びます。

※ ダブルライセンスコース、フラン
ス校留学コースについてはP5、6
をご参照ください。

製菓技術マネジメント学科が目指す
のは、2年間の学びを通してテクニッ
クの精度を高め、豊富な知識と職人
的な感覚を養うことにあります。第
1学年はベーシックな基礎技術をト
レーニング。第2学年では専攻ジャン
ルを決めて基礎技術を反復し技術力
を磨きます。豊富な実習に加え、理
論、教養の授業をリンクさせながら、

「なぜこうするのか？」という理由を
考え、理解し、現場で自ら動くことの
できる人材を育みます。

※ 2年次からの専攻クラスは、希望調
査をもとに、第1学年の成績・出席
状況を総合的に勘案して決定しま
す。

製菓衛生師本科はパティシエ、ブー
ランジェ、和菓子職人を目指す「最短
コース」。1年間という限られた時間
の中で、洋菓子、和菓子、製パンと幅
広いお菓子の世界にふれ、おいしさ
を知り、集中して基礎的な技術と知
識を習得します。器具の扱い方から、
クリームの塗り方、絞り方などの基本
技術はもちろん、仕事に対する心構
えや姿勢を追究。
多彩な視点を持ちながら業界で継続
して活躍するための基礎力と意志の
強さを身につけます。
 
●製菓クラス

洋菓子から和菓子、製パンまでを
学ぶ多彩なカリキュラムで、それ
ぞれの基本技術と知識を習得し、
製菓、製パンの職業人として成長
するための土台を養います。

●洋菓子クラス
洋菓子を中心に、専門知識と技術
を集中的に学びます。

※ ダブルライセンスコース、フラン
ス校留学コースについてはP5、6
をご参照ください。

1年目では、日本料理に必要な基本
技能と知識を身につけます。
2年目では技能・知識をさらに高め、
料理を再現するだけでなく創造する
ことができる能力を育みます。また、
グローバルな視点で物事を捉え、開
業や経営するための知識をしっかり
身につけます。

実習を中心としたカリキュラムによ
り、日本料理に必要な基本技能と知
識を身につけ、発展的に「すし」「てん
ぷら」といった専門料理にも対応でき
る力を養い、即戦力をめざします。

説明 免許・資格・称号 免許・資格・称号

調理師法にもとづく調理師免許の取得資
格が与えられます。

調理師免許 調理師免許 調理師免許 調理師免許
※ダブルライセンスコースのみ

飲食店を営業する全ての施設に設置が必
要な資格。
食品衛生責任者養成講習を受講すると取
得できます。(希望制)
＊調理師・製菓衛生師は、この資格に該当します。

食品衛生責任者 食品衛生責任者

製菓衛生師法にもとづく国家資格。本校
では、製菓衛生師専門課程の1年次修了
後に受験資格を取得できます。製菓技術
マネジメント学科は、在学中に受験でき 
ます。

製菓衛生師 受験資格
※ダブルライセンスコースのみ

製菓衛生師 受験資格 製菓衛生師 受験資格

文部科学省が認定した専門学校の2年以
上の学科を卒業した者に与えられる称号。
大学への編入学資格が認められています。

専門士 専門士 専門士

調理師養成施設の2年制以上の専門課程
を修了した者に対して食品全般の分野を
扱う専門家として、（社）全国調理師養成
施設協会より登録証が交付されます。（希
望制）

食品技術管理専門士 食品技術管理専門士

大阪府が実施する学科試験、実技試験、鑑
別試験に合格し、登録した者は、大阪府内
の食品営業施設でふぐ処理の業務に従事
することができます。（希望制）

大阪府ふぐ処理登録者 大阪府ふぐ処理登録者 大阪府ふぐ処理登録者 大阪府ふぐ処理登録者 大阪府ふぐ処理登録者

海外において日本食・食文化の魅力を適
切かつ効果的に発信できる人材に対して
認定する制度。卒業時に希望者のみ取得。

（農林水産省の認定制度）

海外における日本料理の
調理技能の認定
（シルバー）

海外における日本料理の
調理技能の認定
（シルバー）

海外における日本料理の
調理技能の認定
（シルバー）

※調理クラスのみ

海外における日本料理の
調理技能の認定
（シルバー）

海外における日本料理の
調理技能の認定
（シルバー）
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ダブルライセンスコース（１年+１年）

■ ダブルライセンスコースとは
●  調理師本科を卒業後に、製菓衛生師本科に再進学するコースです。  

または、製菓衛生師本科を卒業後に、調理師本科に再進学するコースです。

● ２年間で、調理と製菓両方の技能・知識を習得し、職業選択肢のさらなる拡大を目指します。

■ 学費 次年度進学時には、学費から入学金（250,000円）と教育充実金（100,000円）が免除されます。

2024年度入学

調理師本科
または

製菓衛生師本科

入学金 250,000円

教育充実金 100,000円

授業料 1,090,000円

実習費 730,000円

合 計 2,170,000円

2025年度入学

製菓衛生師本科
または

調理師本科

入学金 免 除

教育充実金 免 除

授業料 1,090,000円

実習費 730,000円

合 計 1,820,000円

○ 2025年度の学費以外の諸経費については、進学決定後にお知らせします。

■ 免許・資格
調理師本科

（調理クラス）（西洋料理クラス）
入 学

製菓衛生師本科
（製菓クラス）（洋菓子クラス）

入 学
2024年4月

2025年3月
卒 業

調理師免許

卒 業
製菓衛生師受験資格

卒業後 製菓衛生師 受験

調理師本科
（調理クラス）（西洋料理クラス）

再進学

製菓衛生師本科
（製菓クラス）（洋菓子クラス）

再進学
2025年4月

製菓衛生師 受験
在学中に受験サポートあり

※２年目の進学クラスは、希望調査をもとに1年目所属学科の成績・出席状況を 
　総合的に勘案して決定します。（希望するクラスに決定するとは限りません）

2026年3月
卒 業

調理師免許

卒 業
製菓衛生師受験資格

6

日

フランス校留学コース（１年+留学）

■ フランス校の学費・諸経費（2023年度例）

項　目 金　額 備　考

授業料 1,398,000円

実習費 1,140,000円

寮 費 510,000円 水光熱費・休日の食事を含む

VISA・滞在許可証 申請費用 60,000円

実地研修管理費用 150,000円 研修中のサポート費用

合 計 3,258,000円

■ 学費以外に必要な諸経費（2022年度例）

項　目 金　額 備　考

海外留学生保険 150,810円〜

往復航空券（団体渡航例） 255,000円 別途燃油特別付加運賃が必要となります

その他   20,000円 実習用ズボン、短帽など

研修中の生活費

フランス料理研究課程生
　月平均 10,000円〜20,000円
製菓研究課程生
　月平均 20,000円〜30,000円
※研修中の住居は、研修先のお店が用意します。

○ フランス校には春コース（4月渡航）と秋コース（10月渡航）があります。 
　 コースの決定に際しては希望も考慮しますが、第１希望のコースに進学できない場合もあります。

○ フランス校の本科（約5か月）修了後には、希望者を対象に行われる約5か月間の実地研修（スタージュ）制度があります。 
　 研修参加の可否や研修先については、フランス校での成績などを総合的に勘案して決定します。

○ 本校を退学するなどして学籍を失った場合のほか、在学中の成績・出席状況、また健康状態などにより、 
　 フランス校のプログラムの履修や現地での生活・医療サポートが困難と判断した場合は、留学できない場合があります。 
　 また、社会情勢などにより、渡航中止やプログラムを中断し終了する場合があります。

○ 辻調グループフランス校は、「日本学生支援機構奨学金」の対象校ではありません。

■ フランス校の出願方法と選考スケジュール
[出願方法] 
  ① 先行出願　留学コース生のみを対象 
  ② 一般出願　留学コース生以外の本校在校生および既卒者を対象

[選考スケジュール]

2024年5月 留学コース生 
先行出願 2024年6月 留学コース生 

入学選考試験（筆記・面接）

※ 選考試験の結果および在籍学科の成績・出席状況
などにより、合否およびコース（春・秋）が決ま
ります。

2024年7月〜 一般出願（１次・２次）

※一般出願（１次）については、 
　６月頃にご案内します。

※一般出願（２次）は、 
　定員に余裕がある場合のみ実施します。

■ フランス校留学コースとは
● 本校 調理師本科または製菓衛生師本科を卒業後に、辻調グループフランス校へ留学するための留学準備コースです。

●  本校入学時から特別講座「留学ライフサポート」(無料)が受講できます。 
フランス校留学に備えた辻調グループ独自の特別講座です。留学生活にいち早く順応できるよう、現地の生活習慣や 
授業のポイント、必須のフランス語(専門用語や簡単な会話)などを事前に学ぶとともに、自主学習をサポートします。

●  留学コース生のみを対象にした入学選考試験を先行して受けることができます。 
※以下、フランス校の出願方法と選考スケジュールをご参照ください。

● フランス校留学奨学金制度の選考対象となります。制度については、P20をご参照ください。 
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入試区分 出願資格 選考方法 出願期間・対象・試験日程 奨学金・減免制度・奨励金

留学生入試

在留資格「留学」で入学する者のうち、以下AとBを満たす者
（ただし、Bは１～５のいずれかに該当する者）

A   １２年以上の学校教育を修了した者  
（※原則として正規の学校教育12年目の課程を修了している必要があります）

またはこれに準ずる日本の文部科学大臣が指定した日本の大学に入学するための準備教育を
行う課程を修了した者

B -1   ① 本校出願時点で、日本語教育機関にて６ケ月以上（認定コースに限る）の教育を受けた者  
または  
②  日本語教育機関に在籍中で、本校入学までに６ケ月以上（認定コースに限る）の教育を修了

する者
〇日本語教育機関とは
　出入国管理及び難民認定法第七条第一項第二号の基準に定める省令の留学の在留資格に係る基準の規定に 
基づき日本語教育機関等を定める件」に告示された日本語教育機関等を指す

B -2  日本語能力試験（JLPT）でN１またはN2に合格した者
〇 日本語能力試験は、日本国内では公益財団法人 日本国際教育支援協会（JEES）が実施。海外では国際交流基金
（Japan Foundation）が現地機関の協力を得て実施

B -3  日本留学試験（EJU）の日本語科目で２００点以上を取得した者
〇日本留学試験は、独立行政法人 日本学生支援機構（JASSO）が日本国内および国外において実施

B -4  BJTビジネス日本語能力テストで４００点以上を取得した者
〇BJTビジネス日本語能力テストは、公益財団法人 日本漢字能力検定協会が実施

B -5   日本の学校（学校教育法第１条に規定する幼稚園以外の学校）において１年以上教育を受けた者
（短期大学・大学の１年以上の別科日本語課程を含む）

入学選考試験と出願書類

〇日本語の能力認定を有する
→オンラインによる面接試験

〇 日本語能力の能力認定を有
さない

→ 本校において筆記試験と面
接試験

（入学選考試験に関する詳細は、P15
をご確認ください）

＜第１次募集＞
対　　象 ： 出願資格を満たすすべての者
期　　間 ： 2023年9月1日（金）～9月7日（木）
受付方法 ：  不備なく提出された願書はすべて  

受け付け
試験日程 ：  2023年9月24日（日）  

または  
2023年10月7日（土）

＜第２次募集＞
対　　象 ： 出願資格を満たすすべての者
期　　間 ： 2023年9月8日（金）～10月5日（木）
受付方法 ：  期間中であっても定員になり次第、  

願書受付を終了
試験日程 ： 2023年10月22日（日）

＜第3次募集＞
対　　象 ：  出願資格を満たす日本国外に在住する者
期　　間 ： 2023年10月6日（金）～
 12月26日（火）
受付方法 ：  期間中であっても定員になり次第、  

願書受付を終了
試験日程 ：  2023年11月以降  

毎月実施

対　　象 ：  出願資格を満たす日本国内に在住する者
期　　間 ：  2023年10月6日（金）～ 
 2024年3月6日（水）
受付方法 ：  期間中であっても定員になり次第、  

願書受付を終了
試験日程 ：  2023年11月以降  

毎月実施

料理検定・菓子検定資格特待生奨学金
（P20）
留学生奨学金（P20）
フランス校留学奨学金制度（P20）

卒業生子女・兄弟姉妹学費減免（P21）
フランス校留学学費減免（P21）
ダブルライセンス学費減免（P21）
再進学学費減免（P21）

私費外国人留学生学習奨励費（P22）

ＡＯ入試

在留資格「留学」で入学する者で、日本の高等学校以上の学校に１年以上在籍し、
2024年3月に卒業見込みの者
　　入学要項が異なります。「2024入学要項」をご請求ください。
　　  ０１２０－２４－２４１８　　　　　Mail：ryugakusei@tsuji.ac.jp

一般入試
在留資格「留学」以外＜定住者・家族滞在・配偶者など＞で入学する者
　　入学要項が異なります。「2024入学要項」をご請求ください。
　　  ０１２０－２４－２４１８　　　　　Mail：ryugakusei@tsuji.ac.jp

辻調独自の奨学金

学費減免

奨励費

入試区分・出願資格・出願期間など
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入試区分 出願資格 選考方法 出願期間・対象・試験日程 奨学金・減免制度・奨励金

留学生入試

在留資格「留学」で入学する者のうち、以下AとBを満たす者
（ただし、Bは１～５のいずれかに該当する者）

A   １２年以上の学校教育を修了した者  
（※原則として正規の学校教育12年目の課程を修了している必要があります）

またはこれに準ずる日本の文部科学大臣が指定した日本の大学に入学するための準備教育を
行う課程を修了した者

B -1   ① 本校出願時点で、日本語教育機関にて６ケ月以上（認定コースに限る）の教育を受けた者  
または  
②  日本語教育機関に在籍中で、本校入学までに６ケ月以上（認定コースに限る）の教育を修了

する者
〇日本語教育機関とは
　出入国管理及び難民認定法第七条第一項第二号の基準に定める省令の留学の在留資格に係る基準の規定に 
基づき日本語教育機関等を定める件」に告示された日本語教育機関等を指す

B -2  日本語能力試験（JLPT）でN１またはN2に合格した者
〇 日本語能力試験は、日本国内では公益財団法人 日本国際教育支援協会（JEES）が実施。海外では国際交流基金
（Japan Foundation）が現地機関の協力を得て実施

B -3  日本留学試験（EJU）の日本語科目で２００点以上を取得した者
〇日本留学試験は、独立行政法人 日本学生支援機構（JASSO）が日本国内および国外において実施

B -4  BJTビジネス日本語能力テストで４００点以上を取得した者
〇BJTビジネス日本語能力テストは、公益財団法人 日本漢字能力検定協会が実施

B -5   日本の学校（学校教育法第１条に規定する幼稚園以外の学校）において１年以上教育を受けた者
（短期大学・大学の１年以上の別科日本語課程を含む）

入学選考試験と出願書類

〇日本語の能力認定を有する
→オンラインによる面接試験

〇 日本語能力の能力認定を有
さない

→ 本校において筆記試験と面
接試験

（入学選考試験に関する詳細は、P15
をご確認ください）

＜第１次募集＞
対　　象 ： 出願資格を満たすすべての者
期　　間 ： 2023年9月1日（金）～9月7日（木）
受付方法 ：  不備なく提出された願書はすべて  

受け付け
試験日程 ：  2023年9月24日（日）  

または  
2023年10月7日（土）

＜第２次募集＞
対　　象 ： 出願資格を満たすすべての者
期　　間 ： 2023年9月8日（金）～10月5日（木）
受付方法 ：  期間中であっても定員になり次第、  

願書受付を終了
試験日程 ： 2023年10月22日（日）

＜第3次募集＞
対　　象 ：  出願資格を満たす日本国外に在住する者
期　　間 ： 2023年10月6日（金）～
 12月26日（火）
受付方法 ：  期間中であっても定員になり次第、  

願書受付を終了
試験日程 ：  2023年11月以降  

毎月実施

対　　象 ：  出願資格を満たす日本国内に在住する者
期　　間 ：  2023年10月6日（金）～ 
 2024年3月6日（水）
受付方法 ：  期間中であっても定員になり次第、  

願書受付を終了
試験日程 ：  2023年11月以降  

毎月実施

料理検定・菓子検定資格特待生奨学金
（P20）
留学生奨学金（P20）
フランス校留学奨学金制度（P20）

卒業生子女・兄弟姉妹学費減免（P21）
フランス校留学学費減免（P21）
ダブルライセンス学費減免（P21）
再進学学費減免（P21）

私費外国人留学生学習奨励費（P22）

ＡＯ入試

在留資格「留学」で入学する者で、日本の高等学校以上の学校に１年以上在籍し、
2024年3月に卒業見込みの者
　　入学要項が異なります。「2024入学要項」をご請求ください。
　　  ０１２０－２４－２４１８　　　　　Mail：ryugakusei@tsuji.ac.jp

一般入試
在留資格「留学」以外＜定住者・家族滞在・配偶者など＞で入学する者
　　入学要項が異なります。「2024入学要項」をご請求ください。
　　  ０１２０－２４－２４１８　　　　　Mail：ryugakusei@tsuji.ac.jp

辻調独自の奨学金

学費減免

奨励費



9

日

■クレジットカード ※カードの名義人は受験生本人でなくても構いません。

■日本国内のコンビニ 現金支払い

■金融機関ATM（ペイジー） 現金支払い キャッシュカード

ゆうちょ銀行・
Pay-easy対応
ATMを利用

収納機関番号に
【58082】と入力

お客様番号・
確認番号を入力

支払い方法を選択し、
（現金またはキャッシュカード）

入学検定料を
お支払いください

税金・各種料金（ペイジー）
を選択

マルチコピー機 店頭レジ

取扱明細兼領収書を必ず受け取る

端末から出力された
申込券を持って、
レジでお支払い

領収書（レシート形式）を必ず受け取る

ファミリーマート セブンイレブン

店頭レジ

デイリーヤマザキ

Loppi

ローソン／ミニストップ

第１番号入力

第２番号入力

支払い内容の確認

代金支払い／チャージ
を選択

番号入力
を選択

お支払い受付番号（６桁）
を入力

申込時に登録した
「電話番号」等を入力

支払い内容の確認

各種番号をお持ちの方
を選択

クラブステーション

セイコーマート

レジで
『オンライン決済』と

伝える

レジで
『オンライン決済』と

伝える

タッチパネルに
『オンライン決済番号』を

入力

申込時に登録した
「電話番号」等を入力

支払い内容の確認

インターネット受付
各種代金お支払い

を選択

オンライン決済番号
を入力

発券された申込券（受付票）をレジへ持参し、
入学検定料を現金で支払う

※申込券（受付票）発行後は、30分以内にレジにて支払ってください。

出願後1週間以内に、出願書類（P11・12参照）を提出

Step５ 入学検定料の支払 ※払込手数料は、各自でご負担ください。

「支払手続き」ボタンをクリックして、出願後１週間以内にお支払いください。

○日本国外に住んでいる方で、上記の支払い方法が使えない方はP14をご覧ください。

ご注意ください！
期日（出願入力日から１週間）を過ぎるとお支払いができなくなります。
また、出願日が出願締切日まで１週間未満の場合は、出願締切日を過ぎるとお支払いができなくなります。

※コンビニ支払いに必要な各種番号は、出願登録後に表示されます。

①顔写真データを用意　（スマートフォン・デジタルカメラで撮影したデータ）
※3ヶ月以内に撮影されたもの（上半身・正面・脱帽・屋内で撮影）

②課題作文の準備：課題「本校卒業後のあなたの計画と、出願する学科に入学を志望する
理由、入学後に学びたいことを具体的に書きなさい」、字数300字以上

Step１ 入力前の準備

Step３ インターネット出願ページへログイン

「初めて出願される方」のボタンをクリック。 ネット出願アカウント作成ページへ進む。メー
ルアドレスを入力して「送信する」をクリック。

入力したメールアドレスに届く「ネット出願ア
カウント登録確認」メール内にある、確認用
URLをクリックして登録を完了させる。

▶ ▶

Step４ 出願登録 ※出願期間内のみ入力できます

ログイン後、ページの「新規出願」ボタンを
クリック。

学科・クラス選択
　希望の学科・クラスを選択。

入試種別選択
　入試種別「留学生入試」を選択。

▶ ▶

選考（随時）日・支払方法選択
1 コンビニ決済　2 銀行振込（ペイジー）
3 クレジット払い　から支払方法を選択。

個人情報詳細入力
　生年月日や学歴などを入力。

課題作文、質問項目入力
画面の指示に従って、課題作文や質問項目を
入力（または選択）。
課題：本校卒業後のあなたの計画と、出願す

る学科に入学を志望する理由、入学後
に学びたいことを具体的に書きなさい
（300字以上）。

▶ ▶

Step２ スマートフォンかパソコンで、下記のURLにアクセス

0120-24-2418（日本国内のみ）インターネット出願に関する
お問い合わせ先 ✉ nyugakujimushitsu@tsuji.ac.jp

出願画面では、氏名を漢字で入力する指示になっていますが、必ずカタカナで入力してください。
日本で使用されていない漢字を入力すると、入学検定料の支払いでエラーになります。

https://www.syutsugan.net/tsuji   ▶

辻
辻
簡体字

Step６

出願方法（インターネット入力）

10

日

■クレジットカード ※カードの名義人は受験生本人でなくても構いません。

■日本国内のコンビニ 現金支払い

■金融機関ATM（ペイジー） 現金支払い キャッシュカード

ゆうちょ銀行・
Pay-easy対応
ATMを利用

収納機関番号に
【58082】と入力

お客様番号・
確認番号を入力

支払い方法を選択し、
（現金またはキャッシュカード）

入学検定料を
お支払いください

税金・各種料金（ペイジー）
を選択

マルチコピー機 店頭レジ

取扱明細兼領収書を必ず受け取る

端末から出力された
申込券を持って、
レジでお支払い

領収書（レシート形式）を必ず受け取る

ファミリーマート セブンイレブン

店頭レジ

デイリーヤマザキ

Loppi

ローソン／ミニストップ

第１番号入力

第２番号入力

支払い内容の確認

代金支払い／チャージ
を選択

番号入力
を選択

お支払い受付番号（６桁）
を入力

申込時に登録した
「電話番号」等を入力

支払い内容の確認

各種番号をお持ちの方
を選択

クラブステーション

セイコーマート

レジで
『オンライン決済』と

伝える

レジで
『オンライン決済』と

伝える

タッチパネルに
『オンライン決済番号』を

入力

申込時に登録した
「電話番号」等を入力

支払い内容の確認

インターネット受付
各種代金お支払い

を選択

オンライン決済番号
を入力

発券された申込券（受付票）をレジへ持参し、
入学検定料を現金で支払う

※申込券（受付票）発行後は、30分以内にレジにて支払ってください。

出願後1週間以内に、出願書類（P11・12参照）を提出

Step５ 入学検定料の支払 ※払込手数料は、各自でご負担ください。

「支払手続き」ボタンをクリックして、出願後１週間以内にお支払いください。

○日本国外に住んでいる方で、上記の支払い方法が使えない方はP14をご覧ください。

ご注意ください！
期日（出願入力日から１週間）を過ぎるとお支払いができなくなります。
また、出願日が出願締切日まで１週間未満の場合は、出願締切日を過ぎるとお支払いができなくなります。

※コンビニ支払いに必要な各種番号は、出願登録後に表示されます。

①顔写真データを用意　（スマートフォン・デジタルカメラで撮影したデータ）
※3ヶ月以内に撮影されたもの（上半身・正面・脱帽・屋内で撮影）

②課題作文の準備：課題「本校卒業後のあなたの計画と、出願する学科に入学を志望する
理由、入学後に学びたいことを具体的に書きなさい」、字数300字以上

Step１ 入力前の準備

Step３ インターネット出願ページへログイン

「初めて出願される方」のボタンをクリック。 ネット出願アカウント作成ページへ進む。メー
ルアドレスを入力して「送信する」をクリック。

入力したメールアドレスに届く「ネット出願ア
カウント登録確認」メール内にある、確認用
URLをクリックして登録を完了させる。

▶ ▶

Step４ 出願登録 ※出願期間内のみ入力できます

ログイン後、ページの「新規出願」ボタンを
クリック。

学科・クラス選択
　希望の学科・クラスを選択。

入試種別選択
　入試種別「留学生入試」を選択。

▶ ▶

選考（随時）日・支払方法選択
1 コンビニ決済　2 銀行振込（ペイジー）
3 クレジット払い　から支払方法を選択。

個人情報詳細入力
　生年月日や学歴などを入力。

課題作文、質問項目入力
画面の指示に従って、課題作文や質問項目を
入力（または選択）。
課題：本校卒業後のあなたの計画と、出願す

る学科に入学を志望する理由、入学後
に学びたいことを具体的に書きなさい
（300字以上）。

▶ ▶

Step２ スマートフォンかパソコンで、下記のURLにアクセス

0120-24-2418（日本国内のみ）インターネット出願に関する
お問い合わせ先 ✉ nyugakujimushitsu@tsuji.ac.jp

出願画面では、氏名を漢字で入力する指示になっていますが、必ずカタカナで入力してください。
日本で使用されていない漢字を入力すると、入学検定料の支払いでエラーになります。

https://www.syutsugan.net/tsuji   ▶

辻
辻
簡体字

Step６
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日

■ 出願書類
Ａ〜Eのうち、該当する表に書かれている書類をすべてそろえて、インターネット出願後１週間以内に 
Ｐ14の■出願書類の提出先に郵送してください。

Ａ．  日本語教育機関（=日本語学校）に在籍している方、または過去に在籍していた方（中途退学含む） 

提出書類 説明（重要）

1
高等学校または大学の
卒業証明書（原本） または
卒業証書（コピー）

・ 12年以上の学校教育修了を証明するもの
・ 英語または母国語で書かれたもの

※英語以外で記載されている卒業証明書（卒業証書）は、日本語の翻訳を添付してください
※写真データ不可

2
日本語教育機関の

① 成績証明書　　② 出席証明書　　③ 卒業見込証明書 （または卒業証明書）
※中途退学した方は、卒業証明書に代わり在籍証明書をご提出ください。

3

以下の日本語能力を証明する書類のうち、持っているものすべて提出（なければ提出不要）
ａ．  N2以上の「日本語能力試験（JLPT）認定結果及び成績に関する証明書」（原本） 

または　 
N2以上の「日本語能力認定書」＜顔写真つき＞（コピー）

ｂ． 日本留学試験（EJU）受験票＜顔写真つき＞（コピー）

c． 400点以上の「BJTビジネス日本語能力テスト 成績認定書」（学校提出用）

4
留学生身上書
※記入例（P13）を参照のうえ記入

辻調グループGLOBAL SITEからダウンロード
https://www.tsuji.ac.jp/form/

Ｂ．  日本語教育機関（=日本語学校）に在籍したことがない方 

提出書類 説明（重要）

1
高等学校または大学の
卒業証明書（原本） または
卒業証書（コピー）

・ 12年以上の学校教育修了を証明するもの
・ 英語または母国語で書かれたもの

※英語以外で記載されている卒業証明書（卒業証書）は、日本語の翻訳を添付してください
※写真データ不可

2

以下の日本語能力を証明する書類のうち、持っているものすべて提出
ａ．  N2以上の「日本語能力試験（JLPT）認定結果及び成績に関する証明書」（原本） 

または　 
N2以上の「日本語能力認定書」＜顔写真つき＞（コピー）

ｂ． 日本留学試験（EJU）受験票＜顔写真つき＞（コピー）

c． 400点以上の「BJTビジネス日本語能力テスト 成績認定書」（学校提出用）

ｄ．  学校教育法第1条に規定する小学校以上の日本の学校において１年以上教育を受けた証明 
※卒業証明書もしくは在籍証明書

3
留学生身上書
※記入例（P13）を参照のうえ記入

辻調グループGLOBAL SITEからダウンロード
https://www.tsuji.ac.jp/form/

Ｃ．  現在、日本の高等学校に在留資格「留学」で在籍している方 

提出書類 説明（重要）

1 日本の高等学校の調査書 学校教育法第1条に規定する高等学校が発行するもの

2

以下の日本語能力を証明する書類のうち、持っているものすべて提出（なければ提出不要）

ａ．  N2以上の「日本語能力試験（JLPT）認定結果及び成績に関する証明書」（原本） 
または　 
N2以上の「日本語能力認定書」＜顔写真つき＞（コピー）

ｂ． 日本留学試験（EJU）受験票＜顔写真つき＞（コピー）

c． 400点以上の「BJTビジネス日本語能力テスト 成績認定書」（学校提出用）

3
留学生身上書
※記入例（P13）を参照のうえ記入

辻調グループGLOBAL SITEからダウンロード
https://www.tsuji.ac.jp/form/

各証明書は本誌最終ページの
サンプルを確認のうえ
間違いなく提出ください

各証明書は本誌最終ページの
サンプルを確認のうえ
間違いなく提出ください

各証明書は本誌最終ページの
サンプルを確認のうえ
間違いなく提出ください

出願書類

12

日

Ｄ．  日本の大学（短期大学）に在留資格「留学」で在籍し2024年3月卒業見込の方、または卒業した方 
※大学（短期大学）を中途退学する（した）場合は、下表１-②卒業見込証明書の代わりに「在籍証明書」と「高等学校の卒業を証明する書類」を提出してください。 

提出書類 説明（重要）

1 日本の大学（短期大学）の
①成績証明書　　②卒業見込証明書（または卒業証明書）

2
過去に在籍していた日本語教育機関の

①成績証明書　　②出席証明書
③卒業証明書

※中途退学した方は、卒業証明書の代わりに在籍証明書を提出してください

3

以下の日本語能力を証明する書類のうち持っているものすべて提出（持っていなければ提出不要）

ａ．  N2以上の「日本語能力試験（JLPT）認定結果及び成績に関する証明書」（原本） 
または　 
N2以上の「日本語能力認定書」＜顔写真つき＞（コピー）

ｂ． 日本留学試験（EJU）受験票＜顔写真つき＞（コピー）

c． 400点以上の「BJTビジネス日本語能力テスト 成績認定書」（学校提出用）

4
留学生身上書
※記入例（P13）を参照のうえ記入

辻調グループGLOBAL SITEからダウンロード
https://www.tsuji.ac.jp/form/

E．  日本の専門学校（日本語学校以外）に在留資格「留学」で在籍し2024年3月卒業見込の方、または卒業した方 
※専門学校を中途退学する（した）場合は、下表２-③卒業見込証明書の代わりに「在籍証明書」を提出してください。 

提出書類 説明（重要）

1
高等学校の

卒業証明書（原本） または
卒業証書（コピー）

・ 12年以上の学校教育修了を証明するもの
・ 英語または母国語で書かれたもの

※ 英語以外で記載されている場合は、日本語の翻訳を添付してください
※写真データ不可

2 日本の専門学校の
①成績証明書　　②出席証明書　　③卒業見込証明書（または卒業証明書）

3
過去に在籍していた日本語教育機関の

①成績証明書　　②出席証明書
③卒業証明書

※中途退学した方は、卒業証明書の代わりに在籍証明書を提出してください

4

以下の日本語能力を証明する書類のうち持っているものすべて提出（持っていなければ提出不要）

ａ．  N2以上の「日本語能力試験（JLPT）認定結果及び成績に関する証明書」（原本） 
または　 
N2以上の「日本語能力認定書」＜顔写真つき＞（コピー）

ｂ． 日本留学試験（EJU）受験票＜顔写真つき＞（コピー）

c． 400点以上の「BJTビジネス日本語能力テスト 成績認定書」（学校提出用）

5
留学生身上書
※記入例（P13）を参照のうえ記入

辻調グループGLOBAL SITEからダウンロード
https://www.tsuji.ac.jp/form/

● 「留学生身上書」がダウンロードできない方は、留学生案内係までご請求ください。
0120 － 24 － 2418　　　　ryugakusei@tsuji.ac.jp

各証明書は本誌最終ページの
サンプルを確認のうえ
間違いなく提出ください

各証明書は本誌最終ページの
サンプルを確認のうえ
間違いなく提出ください

*
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日

留学生身上書 記入例

　　　　■記入日：　　　　　年　　　月　　　日

留学生身上書
※必ずボールペン（黒または青）で記入してください。（消せるボールペンは使用不可）

年

年

年

年

年

年

在学期間 (Period of attendance)学校名 (Name of school)

■学歴 Educational background

　　　年　　　月　　　日

　　　年　　　月　　　日有効期限
Date of expiration

有効期限※

Date of expiration

フリガナ

氏　名

パスポート表記氏名
Name in English

国籍・地域
Nationality / Region

旅券番号
Passport No.

在留資格※

Status of residence

在留カード番号（12桁）※
Residence card number

生年月日  ＜性別＞
Date of Birth ＜Sex＞

母国住所
Home address

年　  月　  日  ＜男 ・ 女＞

postal code:

TEL:

E-mail address @

※日本国内在住者のみ

留学 ・ 特定活動 ・ 技術人文知識国際業務
その他（                      　　　　　　　  ）

名 (First Name, Middle Name)姓 (Family Name)

修業年限
Course term

都 道
府 県

（1）

2022　 9　  1

2025　 2　 15

2023　10　 20

1994 10　3

イ                     サンスン

李              三純
LEE             SAMSOON

韓国
16800

010-1111-2222
#101, 111ho, Insa-dong, Jongno-gu, Seoul, Korea

lee-samsoon123 gmail.com

M12345678

A B 1 2 3 4 5 6 7 8 C D

〇〇小学校
韓国

6 2002　 4　  2008  2

〇〇中学校
韓国

3 2008　 4　  2011   2

〇〇University
アメリカ

4 2014　 9　  2018 12

〇〇高等学校
韓国

3 2011　 4　 2014  3

〇〇日本語学校
大阪

1.5 2021 10　 2023  3

■日本語能力を証明するもの Proof of Japanese language ability

西暦

　　　　　年　　　月

取得年月
Date of acquisition

スコア・級
Score・Level

N1 ・ N2

西暦

　　　　　年　　　月点

西暦

　　　　　年　　　月点

日本語能力試験 　Japanese-Language Proficiency Test (JLPT)

日本留学試験 　Examination for Japanese University Admission for International Students (EJU)

BJTビジネス日本語能力テスト 　BJT Business Japanese Proficiency Test

■家族（父・母・兄弟・配偶者） Family

氏 名
Name in English

住 所
Address

日本語、又は英語による連絡contact in Japanese or English  日本語Japanese(可Yes・不No)／英語English(可Yes・不No)

本人との関係 Relationship
(　　　　　　　　　　　　）

氏 名
Name in English

住 所
Address

TEL:

TEL:

E-mail:

E-mail:

日本語、又は英語による連絡contact in Japanese or English  日本語Japanese(可Yes・不No)／英語English(可Yes・不No)

本人との関係 Relationship
(　　　　　　　　　　　　）

■経費支弁者・支弁方法 Method of support to meet the expenses while in Japan

TEL:

経費支弁者分
Supporter

経費支弁者分
Supporter

円/年
Yen/per year

円/年
Yen/per year

円/年
Yen/per year

円/年
Yen/per year

円/年
Yen/per year

本人分
Self

本人分
Self

年 収
Annual income

（2）

2022　  1

2022　 12250

LEE　SEO JOON 父

#101, 111ho, Inasa-dong, Jongno-gu, Seoul, Korea

○○○＠tsuji.ac.ｊｐ

△△△＠tsuji.ac.ｊｐ

010-3333-4444

010-3333-4444

PARK　EUN KYUNG 母

#101, 111ho, Inasa-dong, Jongno-gu, Seoul, Korea

010-5555-6666

1,916,000 0

1,000,000 400,000

LEE　SEO JOON 8,250,000

Restaurant owner

日本国内に住んでいる方は必ず「在留資格」欄
から該当の在留資格に〇をつけ、有効期限、
在留カード番号（12桁）を記入してください。

学歴は在学歴がある箇所をすべて記入してくだ
さい。（英語または日本語）
なお、出願書類として提出する卒業証明書（高等
学校または大学）が英語の場合は英語で、
それ以外で記載されている場合は日本語で記入
してください。

緊急時、母国の家族に直接連絡するために必要
な情報です。

1年間に必要な生活費（1ヶ月にかかるおおよそ

の生活費×12）を記入してください。

学費・生活費を支弁する者を記入してください。
（本人が負担する場合は本人氏名を記入）

経費支弁者の年収を円に換算して記入してくだ
さい。

経費支弁者の勤務先を必ず記入してください。
経費支弁者が無職の場合は、学費と生活費を
どのように負担するのかを記入してください。

経費支弁者分と本人分を合算して学費額になる
ように記入してください。

　2、3年制の場合：191.6万円（第1学年学費）
　1年制の場合　 ： 217万円

日本国内に住んでいる方は、母国の住所を英字
で記入してください。

日本国外に住んでいる方は、現住所を英字で記
入してください。

■Page1

■Page2

14

日

辻調理師専門学校はフライワイヤーと提携しています。
フライワイヤーは信頼ある国際学費決済サービスで、世界中の教育機関で利用されています。

メリット1
お支払は現地銀行への支払、そして
各種クレジットカード・銀聯カード・
アリペイなどでも可能です。

メリット2
365日24時間、全世界3つのカスタマーセンター
が電話・メール・Skype・WeChatでご質問に返答
します。

メリット3
手続きはパソコンだけでなくモバイル
ページからも簡単にできます。

Step１ 下記URLから手続きを開始

Step2 お支払い完了後、以下①～③の情報をメールで報告

✉ nyugakujimushitsu@tsuji.ac.jp
① 出願者の氏名（カタカナ）　② 支払い日　③ 支払い ID(Payment ID)

■ インターネット出願画面で入学検定料が支払えないため、fl ywireで支払う場合

出願書類の提出先／検定料（fl ywire）

■ 出願書類の提出先 （郵送用封筒は各自でご用意ください）

日本国内から

〒 545-0053
大阪市阿倍野区松崎町 3-16-11
辻調理師専門学校　入学事務室

日本国外から

3-16-11, Matsuzakicho, Abeno-ku, Osaka 
545-0053 JAPAN

Tsuji Culinary Institure　Admission Offi  ce
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日

入学選考試験・合否通知・入学手続き

■ 入学選考試験 方法
対象者 試験方法

日本語の能力認定を
有する

日本語能力試験（ＪＬＰＴ）でＮ１またはＮ２に合格した者

オンラインによる
面接試験のみ日本留学試験（ＥＪＵ）の日本語科目で２００点以上を取得した者

ＢＪＴビジネス日本語能力テストで４００点以上を取得した者

日本語の能力認定を
有さない

日本語教育機関にて６ケ月以上（認定コースに限る）の教育を受けた者

出願校において
筆記試験と面接試験

日本語教育機関に在籍中で、本校入学までに６ケ月以上（認定コースに 
限る）の教育を修了する者

学校教育法第１条に規定する（幼稚園を除く）日本の学校において１年 
以上教育を受けた者（短大・大学の１年以上の別科日本語課程を含む）

■ 入学選考試験 日程
出願期間ごとに定められた日程で入学選考試験を実施します。

出願期間 入学選考試験日程

第1次募集
9/1〜9/7

①2023年9月24日（日）
または
②2023年10月7日（土）

左記日程から本校が指定します

第2次募集
9/8〜10/5

2023年10月22日（日）

第3次募集
10/6〜

11月以降、毎月実施 出願受理後、順次試験日をお知らせします

● 出願書類に不備・不足がある場合、入学選考試験は実施できません。　
● 受験のための日本入国ビザ（査証）が必要な場合は、各自で手配取得してください。

■ 入学選考試験の通知方法
オンラインによる面接試験 →　出願したメールアドレスに通知メールを送信します。

出願校において筆記・面接試験 →　出願時に登録した住所に受験票を郵送します。

■ 合否発表
選考後２週間以内に、合否結果を郵送します。

16

日

■ 入学手続き・その他スケジュール

1
●「学生証記載事項確認票」
●「誓約書・保証書」 の提出
●「個人情報の取扱いに関する同意書」

合格通知書を受け取り後2週間以内に、提出してください
● 合格通知書に同封しています
● 内容を確認し必要事項をもれなく記入のうえ、返送してください

2 学費の納入 合格通知書を受け取り後２週間以内に、
ご希望の納入方法（回数）に応じた学費を納入してください （P.17・18参照）

3 在留期間の更新または変更、
在留資格認定

学費を納入された方には、入学許可書を発行します

＊日本国内在住者＊
●本校入学前に在留資格の期限が満了する場合

自分（または日本語教育機関）で在留資格「留学」の更新または変更申請をしてください
申請に必要な「所属機関等作成用」は本校にメールで請求してください
請求方法は、合格通知書に同封する「入学手続きBook」でご確認ください
なお、申請には日本語教育機関における最新の証明書（成績・出席証明書等）が必要です
●本校入学前に在留資格「留学」の期限が満了しない場合

入学後、更新の時期に応じて、学校が代理で申請することもできます

＊日本国外在住者＊
本校が代理で出入国在留管理局に在留資格認定証明書の交付申請をします

（12月申請予定）
在留資格認定証明書が交付されれば、入学許可書と一緒に郵送しますので、母国の日本
大使館、または領事館に在留資格認定証明書と旅券（パスポート）を持参し、留学ビザの
申請をしてください

4 入学前学習プログラム 本校入学までの貴重な時間を有意義に過ごしていただくために、入学前学習プログラム
を受講していただきます。詳細は合格後、別途ご案内します。

5 入学までのご案内 入学式や白衣・教科書・包丁教材セットなどの購入方法についての詳しい案内を郵送します
（２月上旬頃）

■ 入学辞退
出願後、やむを得ないご事情によって入学を辞退される場合は、下記の手順でお手続きください。

● 手続き方法
① 入学事務室にご連絡ください。　☎06-6629-6621 （平日9：00～17：00）
② 本校から「入学辞退届」を送付します。
③ ②に必要事項を記入・押印のうえ合格通知書とともに、期日内に下記にご返送ください。
【返送先】 〒545-0053　大阪市阿倍野区松崎町3-16-11　　辻調理師専門学校 入学事務室宛
【最終提出期日】　２０24年３月22日（金）  ※最終日は、午後５時にて受付を終了します

 
● 学費の返還について
・期日内に上記の辞退手続きを完了された場合、入学金を除く学費納入額を返還します。
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日

■ 学費　※学費には、すべての材料費を含んでいます。

金　額

内　訳

授業料 実習費教育充実金入学金

1,916,000円

1,650,000円

1,524,000円

第1学年

第2学年

第3学年

３
年
制
高度調理技術マネジメント学科

250,000円 1,026,000円

1,040,000円

1,034,000円

100,000円

50,000円

50,000円

540,000円

560,000円

440,000円

-

-

1
年
制
調理師本科 730,000円250,000円2,170,000円 100,000円 1,090,000円

1,916,000円

1,874,000円

第1学年

第2学年

２
年
制
調理技術マネジメント学科

250,000円 1,026,000円

1,200,000円

100,000円

50,000円

540,000円

624,000円-

1
年
制
日本料理本科 850,000円250,000円2,170,000円 100,000円 970,000円

第1学年

第2学年

２
年
制
日本料理クリエイティブ
経営学科

1,916,000円

1,874,000円

250,000円 940,000円

1,100,000円

100,000円

50,000円

626,000円

724,000円-

第1学年

第2学年

２
年
制
製菓技術マネジメント学科

1
年
制
製菓衛生師本科

1,916,000円

1,874,000円

2,170,000円 1,090,000円 730,000円100,000円250,000円

1,026,000円

1,200,000円

540,000円

624,000円

100,000円

50,000円

250,000円

-

■ 納入方法など
● 学費は、flywire、金融機関窓口／金融機関 ATM ／インターネットバンキングからお振り込みいただけます。

● 一括納入・２回分納・４回分納から選択できます。分割納入でも学費総額は変わりません。

● 分割納入を選択される場合は納入回数を選択し、P18 の表に記載された金額を期日内に納入してください。

● 第 2 学年以降の学費は、合格時には納入できません。

● 日本国内の金融機関から学費を納入する場合は、合格通知書に同封する「振込（払込）依頼書」をご利用ください。

● 学費納入金のうち入学金（25 万円）は、いかなる理由があっても返還できません。

● 期日を過ぎても入学手続きが行われない、またはご連絡がない場合は、入学辞退と判断させていただくことがあります。

※ 事情により入学を辞退される場合は、P16をご参照のうえ期日内に入学辞退の手続きを完了してください。

学費 （納入額・納入方法）

18

日

学費の分割納入

第２学年

第３学年

第１学年
合格時（初回） ４回分納２回目 ４回分納３回目

２回分納２回目 ４回分納４回目

2025年３月中旬 2025年６月末 2025年９月末 2025年12月中旬

2026年３月中旬 2026年６月末 2026年９月末 2026年12月中旬

合格通知受け取り後
2週間以内 2024年６月末 2024年９月末 2024年12月中旬

一括納入

２回分納

４回分納

一括納入

２回分納

４回分納

一括納入

２回分納

４回分納

　1,650,000円

　850,000円

　450,000円

-

-

400,000円

-

800,000円

400,000円

-

-

400,000円

-

-

368,500円

-

737,000円

368,500円

-

-

368,500円

-

-

391,500円

-

783,000円

391,500円

-

-

391,500円

　1,916,000円

1,133,000円

741,500円

　1,524,000円

　787,000円

　418,500円

合格時（初回） ４回分納２回目 ４回分納３回目
２回分納２回目 ４回分納４回目

合格通知受け取り後
2週間以内 2024年６月末 2024年９月末 2024年12月中旬

一括納入

２回分納

４回分納

-

-

455,000円

-

910,000円

455,000円

-

-

455,000円

2,170,000円

1,260,000円

805,000円

高度調理技術マネジメント学科３年制学科

合格時（初回） ４回分納２回目 ４回分納３回目
２回分納２回目 ４回分納４回目

第２学年

第１学年

2025年３月中旬 2025年６月末 2025年９月末 2025年12月中旬

合格通知受け取り後
2週間以内 2024年６月末 2024年９月末 2024年12月中旬

一括納入

２回分納

４回分納

一括納入

２回分納

４回分納

-

-

456,000円

-

912,000円

456,000円

-

-

456,000円

-

-

391,500円

-

783,000円

391,500円

-

-

391,500円

1,874,000円

962,000円

506,000円

　1,916,000円

　1,133,000円

　741,500円

調理技術マネジメント学科／製菓技術マネジメント学科／日本料理クリエイティブ経営学科２年制学科

調理師本科／製菓衛生師本科／日本料理本科　１年制学科



19

日

学費以外に必要な諸経費

内　訳金　額

教科書・白衣1セット・調理靴・包丁セット・コンピトゥム（辻調グループ校友会）会費
学生共済・授業用パソコン（機種指定あり、個人所有となります）

教科書・学生共済・調理師免許申請にかかる費用

第1学年

第2学年

２
年
制
調理技術マネジメント学科

237,000円程度

30,000円程度

教科書・テキスト印刷代・白衣1セット・包丁セット・校外学習費・
コンピトゥム（辻調グループ校友会）会費・学生共済・
調理師免許申請にかかる費用

1
年
制
調理師本科 159,000円程度

○ 高度調理技術マネジメント学科（3年制）、調理技術マネジメント学科（2年制）で使用するパソコンの機種などについては入学前にお知らせします。
○ 高度調理技術マネジメント学科（3年制）、調理技術マネジメント学科（2年制）の研修授業では、研修先企業までの交通費が別途必要です。
○ 希望制の別科研究講座の受講や、研修旅行への参加には別途費用がかかります。
○ 調理師本科でパソコン購入を希望する方は、 別途購入ができます。

教科書・白衣1セット・包丁セット・コンピトゥム（辻調グループ校友会）会費・
学生共済・授業用パソコン（機種指定あり、個人所有となります）
入学前学習のための課題図書（参考書として入学前に個人購入）

学生共済・調理師免許申請にかかる費用

教科書・調理靴・学生共済

第1学年

第2学年
３
年
制
高度調理技術マネジメント学科

246,500円程度

31,000円程度

11,000円程度第3学年

教科書・白衣1セット・製菓教材セット・コンピトゥム（辻調グループ校友会）会費・
学生共済・授業用パソコン（機種指定あり、個人所有となります）

教科書・白衣1セット・製菓教材セット・コンピトゥム（辻調グループ校友会）会費・
学生共済・授業用パソコン（機種指定あり、個人所有となります）

教科書・学生共済・製菓衛生師受験にかかる費用

第1学年

第2学年

２
年
制
製菓技術マネジメント学科

1
年
制
製菓衛生師本科

202,000円程度

22,000円程度

202,000円程度

○ パソコンの機種などについては入学前にお知らせします。 
○ 希望制の研修旅行への参加には別途費用がかかります。

○ 日本料理クリエイティブ経営学科（２年制）で使用するパソコンの機種などについては入学前にお知らせします。
○ 希望制の別科研究講座の受講や、研修旅行への参加には別途費用がかかります。
◯ 日本料理本科でパソコン購入を希望する方は、 別途購入ができます。

教科書・白衣１セット、包丁セット・コンピトゥム（辻調グループ校友会）会費・
学生共済

1
年
制
日本料理本科 110,000円程度

教科書・白衣１セット、包丁セット、コンピトゥム（辻調グループ校友会）会費・
学生共済・授業用パソコン（機種指定あり、個人所有となります）

教科書・学生共済

第1学年

第2学年

２
年
制
日本料理クリエイティブ
経営学科

237,000円程度

7,000円程度

●  上表は昨年度例です、参考までにご確認ください。（内容や金額は、変更する可能性があります） 
2024 年度の諸経費（各種教材などの申し込み・購入方法）については、2024 年２月上旬頃に書面にてご案内します。

●  学生が安心して学生生活を送れるよう、学校管理下だけでなく日常生活を 24 時間補償でサポートする 
『学生・生徒 24 時間共済』に、全学生一律加入いただきます。

● 購入する白衣の枚数・包丁セットの内容によって、金額は異なります。

20

日

奨学金・学費減免制度・奨励費

奨
学
金
制
度
【
返
還
不
要
】

　■ 料理検定・菓子検定資格特待生奨学金制度 入学前の申請／入学前に給付が決定

▶▶▶ 本校が実施する料理検定・菓子検定で優秀な成績を修め、将来有益な人材となる見込みのある者への
修学を支援する制度 …… 料理検定・菓子検定のURLはこちら▶▶https://ryouri-kentei.jp

概　要

申請資格
以下①②のすべてに当てはまる者。
①申請時に本校の推奨する「料理検定2級」以上または「菓子検定2級」取得者
②申請翌年に本校入学意志をもつ者

採用発表時期 2023年12月末特待生決定・通知

選考方法

●1次書類選考
2023年10月末（キャリアシートおよび作文にて選考。1次選考合格者には11月上旬に結果通知）
●2次面接選考
2023年11月中旬～12月（オンラインで行います）

提出書類

①料理検定・菓子検定資格特待生奨学金制度申請書
②キャリアシート（2枚組）
③作文（2枚組）
④検定2級以上の合格認定証写し
　※合格認定証以外の申請書類はHPよりダウンロードしてください。
　　（合格認定証は、検定受検3週間以内に検定事務局より郵送します）

申請方法 申請書類を総合入学案内係に簡易書留にて郵送

申請期間 2023年7月1日（土）～9月30日（土）

定　員 14名以内

入試区分 給付金額 100万円　　※給付は入学後の１月になります全入試対象

入学後の申請／入学後に給付が決定　■ 留学生奨学金制度
▶▶▶ 留学生限定の入学後（在学中）の頑張りを評価する奨学金制度

概　要

給付金額 15万円

申請資格 2024年4月に辻調理師専門学校に入学し、本制度を希望する留学生を対象とする（2023年度在籍者は除く）
　●全学科対象

※申請・選考・給付の方法については、入学後にご案内します

定　員 4名  

★留学生のみ対象★

入学後の申請／入学後に給付が決定　■ フランス校留学奨学金制度
▶▶▶ フランス校入学に向け、留学前の頑張りを評価する奨学金制度

概　要

給付金額 30万円

申請資格
以下①②のすべてに当てはまる者
　①フランス校留学コースに在籍している者
　②2025年辻調グループフランス校に合格している者

※申請・選考・給付の方法については、入学後にご案内します

定　員 フランス料理研究課程 若干名／製菓研究課程 若干名



21

日

学
費
減
免
制
度

　■ 卒業生子女・兄弟姉妹学費減免制度 入学後に申請／入学後に決定

概　要

申請資格
以下（1）または（2）の条件のいずれかに該当する者（ただし、2023年度以前の入学者は除く）
　（1）在校生および卒業生の子女・兄弟姉妹である者
　（2）同時に入学する2親等までの者のうち、1名のみ

※申請方法・申請期間については、入学後にご案内します

定　員 定員は設けない（申請資格を満たす申請者全員）学費減免額 15万円

▶▶▶ 辻調グループの在校生および卒業生の子女・兄弟姉妹、または同時に入学する２親等までのうち、
　　　１名に対しての学費減免制度

▶▶▶ フランス校に出願した方に対しての学費減免制度

概　要

学費減免額 30万円（フランス校の入学金、教育充実金）

申請資格
2024年4月に下記の学科に入学し、卒業後にフランス校へ進学する者を対象とする
　●高度調理技術マネジメント学科・調理技術マネジメント学科・調理師本科
　●製菓技術マネジメント学科・製菓衛生師本科　

定　員 定員は設けない（申請資格を満たす申請者全員）

申請期間 出願期間申請方法 フランス校願書に記入

　■ ダブルライセンス学費減免制度 入学後に申請／入学後に決定

▶▶▶ ダブルライセンスコースに出願した方に対しての学費減免制度

概　要

学費減免額 35万円（進学する学校の入学金、教育充実金）

申請資格 下記のコースから2025年4月に再進学する者を対象とする
　●調理師本科 ダブルライセンスコース　　　●製菓衛生師本科 ダブルライセンスコース

定　員 定員は設けない（申請資格を満たす申請者全員）

申請期間 出願期間申請方法 申請不要（出願時に登録）

申請期間 進学校出願時申請方法 申請不要（出願時に登録）

　■ 再進学学費減免制度 入学後に申請

▶▶▶ 本校の別学科への再進学を支援する学費減免制度

概　要

学費減免額 35万円（入学金、教育充実金）

申請資格
以下に該当する者を対象とする
●卒業後に、別の学科に再進学する者
（調理師本科 ダブルライセンスコースまたは製菓衛生師本科ダブルライセンスコースからの再進学、
辻調グループフランス校に進学する者を除く）

定　員 定員は設けない（申請資格を満たす申請者全員）

　■ フランス校留学学費減免制度 入学後に申請／入学後に決定

22

日

奨
励
費

　■ 私費外国人留学生学習奨励費 入学後に申請／入学後に給付が決定

文部科学省★留学生のみ対象★

概　要

給付金額 毎月48,000円×12カ月、毎月48,000円×6カ月（2021年度例）

申請資格

2024年度に下記の学科に在籍し、本制度を希望する留学生を対象とする
※詳しい申請資格は、日本学生支援機構のHPで確認してください
　●調理技術マネジメント学科
　●製菓技術マネジメント学科

定　員 若干名（日本学生支援機構から本校に連絡があります）

※申請・選考・給付の方法については、入学後にご案内します



23

日

辻調理師専門学校での学びについて
～入学までに知っておいてほしいこと～

本校で学ぶにあたっては、授業の出席と成績評価等も重要となります。
進級・卒業の認定要件を十分に理解して、学習に取り組んでください。

【進級・卒業認定の要件】次の１）と２）の要件を満たすこと
　１）各科目において出席率が６０％以上で、かつ学業成績の評価が１００点満点中６０点以上であること
　２）進級または卒業に必要な総授業時間数の８０％以上出席すること

● 調理師専門課程　調理師本科

　教育内容 教科科目 必選の別 規定 
時間数

年間授業 
時間数

規定

食生活と健康 食生活と健康

必修

90 90
食品と栄養の特性 食品と栄養 150 150
食品の安全と衛生 食品の安全と衛生 150 150
調理理論と食文化概論 調理理論と食文化概論 180 180

調理実習 調理実習 300 220
調理実習Ⅱ 80

総合調理実習 総合調理実習 90 92
その他 飲食キャリア概論  28

規定科目授業時間数合計 960 962
年間授業時間数合計 990
卒業に必要な総授業時間数 990

食品の安全と衛生には実習30時間を含む。

● 調理師専門課程　調理技術マネジメント学科

　教育内容 教科科目 必選の別 規定 
時間数

年間授業時間数
第１学年 第２学年

規定

食生活と健康 食生活と健康

必修

90 90
食品と栄養の特性 食品と栄養 150 150
食品の安全と衛生 食品の安全と衛生 150 150
調理理論と食文化概論 調理理論と食文化概論 180 180
調理実習 調理実習 300 300
総合調理実習 総合調理実習 90  240

その他

飲食キャリア概論 30
インターンシップ 64
HACCP演習  　　 28
マネジメント論 28
調理技術理論 254

高度調理技術実習 高度調理実習 40
高度調理実習Ⅱ 80

フードサービス実習 サービス 30 60
調理に関する 
国際コミュニケーション 料理のための外国語 60

食情報論 16
規定科目授業時間数合計 960 870 240
年間授業時間数合計 994 806
卒業に必要な総授業時間数 1,800

食品の安全と衛生には実習30時間を含む。

● 調理師専門課程　高度調理技術マネジメント学科

　教育内容 教科科目 必選の別 規定 
時間数

年間授業時間数
第１学年 第２学年 第３学年

規定

食生活と健康 食生活と健康

必修

90 90
食品と栄養の特性 食品と栄養 150 150
食品の安全と衛生 食品の安全と衛生 150 150
調理理論と食文化概論 調理理論と食文化概論 180 180
調理実習 調理実習 300 300
総合調理実習 総合調理実習 90 92

その他

飲食キャリア概論  30
キャリア形成実習  　　 496
HACCP演習 28
マネジメント論 28 64
調理技術理論 112 160

高度調理技術実習 高度調理実習 140 128
フードサービス実習 サービス 28 32
調理に関する 
国際コミュニケーション 料理のための外国語 28 32

食と環境ワークショップ 112
総合演習 168
調理研究実習 168

規定科目授業時間数合計 960 962
年間授業時間数合計 992 860 864
卒業に必要な総授業時間数 2,716

食品の安全と衛生には実習30時間を含む。

24

日

● 製菓衛生師専門課程　製菓衛生師本科

教科科目 必選の別 規定 
時間数

年間授業 
時間数

規定

科目

衛生法規

必修

30 30
公衆衛生学 60 60
食品学 60 60
食品衛生学 120 120
栄養学 60 60
社会 30 30
製菓理論 90 116
製菓実習 480 480

その他 専門製菓理論 80
規定科目授業時間数合計 930 956
年間授業時間数合計 1,036
卒業に必要な総授業時間数 1,036

食品衛生学には実習24時間を含む。

● 製菓衛生師専門課程　製菓技術マネジメント学科

教科科目 必選の別 規定時間数
年間授業時間数

第１学年 第２学年

規定

科目

衛生法規

必修

30 30
公衆衛生学 60 60
食品学 60 60
食品衛生学 120 120
栄養学 60 60
社会 30 30
製菓理論 90 116
製菓実習 480 480

その他

専門製菓理論 80
店舗衛生学 28
マネジメント論 92
高度製菓理論 120
高度製菓実習 560
専門製菓演習 80

規定科目授業時間数合計 930 956
年間授業時間数合計 1,036 880
卒業に必要な総授業時間数 1,916

食品衛生学には実習24時間を含む。

● 衛生専門課程　日本料理本科

教科科目 必選の別 年間授業 
時間数

日本料理実習

必修

588
すし実習 112
日本料理理論 140
日本食文化概論 56
飲食店HACCP 56
キャリアデザイン 選択 28

必修科目授業時間数 952
選択科目授業時間数 28
卒業に必要な総授業時間数 952

（注）選択科目については履修認定を行うが、
　　　卒業に必要な総授業時間数には含まない。

● 衛生専門課程　日本料理クリエイティブ経営学科

教科科目 必選の別
年間授業時間数

第１学年 第２学年
日本料理実習

必修

588
すし実習 112
日本料理理論 140
日本食文化概論 56
飲食店HACCP 56
食ビジネス概論 28
日本料理実習Ⅱ 616
日本料理理論Ⅱ 140
日本食文化概論Ⅱ 56
食環境マネジメント概論 56
英語コミュニケーションⅠ

選択
28

英語コミュニケーションⅡ 28
キャリアデザイン 28

必修科目授業時間数 980 868
選択科目授業時間数 28 56
卒業に必要な総授業時間数 1,848

（注）選択科目については履修認定を行うが、 
　　　卒業に必要な総授業時間数には含まない。
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韓

우리는 본교의 “건학정신”에 공감하고,
［어드미션 폴리시］에 합치하는 학생을 찾고 있습니다.

건학정신（설명）

“Docendo Discimus”는 ‘우리는 가르침으로써 배운다’를 뜻하는 라틴어 격언. 고대 로마의 철학자인 세네카의 저서 “윤리서간집”에 수

록된 친구앞으로 보낸 편지의 한 구절에서 유래한다고 알려져 있습니다.

“Docendo Discimus”는 츠지조그룹 창설자인 츠지 시즈오가 츠지조리사학교（현재의 츠지조리사전문학교의 전신）를 1960년 오사카 아

베노에 개교한 이래, 그 사상과 활동을 체현하는 교육신조로서 현재까지 교직원에게 면면※1 히 계승되고 있는 건학정신입니다.

“Docendo Discimus”의 정신에 대해서 츠지 시즈오는 ‘학교란 교원이 갖고 있는 최대한의 지식과 기능을 수업에서 학생에게 모두 전달하

여, 교원 스스로가 새로이 계속 배워 나가는 곳.학생이 공부하는 것은 우리 교직원이 끊임없이 공부하고 있기 때문이다. 원래 요리나 제과에 궁

극은 없다.이것을 일로 삼는 자는 일생이 공부인 것이다’라고 반복해서 열정적으로 말했습니다.

　

“Docendo Discimus”는 우리 교직원의 긍지※2 와 훈계※3 의 말이며, 그 정신을 이어나가는 졸업생들이 실제로 식(食)에 관련한 업무에 있어

서도 스스로 배우는 것을 게을리하지 않고, 후진 양성과 함께 식문화의 발전을 이끌어주기를 바라는 소망이 담긴 말이기도 합니다.

※1 면면: 끊임없이 힘차게 이어지는 모습　　※2 긍지: 자부, 프라이드　　※3 훈계: 실수가 없도록 미리 주는 주의

Docendo Discimus
우리는 가르침으로써 배운다

건 학 정 신

어드미션 폴리시

1. 본 교의 독자적인 건학정신에 공감하고, 본 교에서 배우고 싶다는 강한 의사가 있는 분
2.  조리 또는 제과에 관련한 지식과 기능을 습득하는 것과 동시에, 이를 활용한 문제해결을 위

하여 필요한 사고력, 판단력, 표현력 등을 습득하고자 하는 의욕이 넘치는 분
3.  주체적으로 학습에 임하며, 어려움에 직면해도 포기하지 않고 노력하여 학업을 성취하고, 졸

업 후 식(食)과 관련한 업무에 종사하고자 하는 결의를 가진 분
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■ 모집학과・입학정원

학과・클래스 수업연한 입학정원 과정

고도조리기술 매니지먼트학과 3년제 40명

조리사전문과정
［조리사양성학과］

조리기술 매니지먼트학과 ※1 2년제 360명

조리사본과 ※2 ※3 ※4
조리 클래스

1년제 160명
서양요리 클래스

※1 조리기술 매니지먼트학과의 2학년은, 일본요리 마스터 클래스, 서양요리 마스터 클래스, 중국요리 마스터 클래스 중 어느 하나의 클래스에 소속됩니다. 

클래스는 희망 조사를 바탕으로 1학년 때의 성적과 출석상황을 종합적으로 고려하여 결정합니다.

※2 조리사본과의 각 클래스(조리클래스)(서양요리 클래스)는, 각각의 정원에 달하는 시점에 모집을 정지합니다.

※3 조리사본과에는, 졸업 후에 제과위생사 본과에 재진학하는 더블 라이선스 코스가 있습니다. 자세한 사항은 P5을 참조해 주십시오.

※4 조리사본과에는, 본교 졸업 후에 츠지조그룹 프랑스학교에 유학하는 프랑스학교 유학 코스가 있습니다. 자세한 사항은 P6을 참조해 주십시오.

일본요리 크리에이티브 경영학과 ※9 2년제 80명

위생전문과정

일본요리본과 ※9 1년제 80명

※9 일본요리본과 및 일본요리 크리에이티브 경영학과를 졸업한 경우, 졸업과 동시에 '조리사면허'를 취득할 수 없습니다.

음식점에서 2년 이상 조리 실무 경험이 있으면 응시 자격을 얻을 수 있습니다.

제과기술 매니지먼트학과 ※5 2년제 280명

제과위생사 전문과정
［제과위생사 양성학과］

제과위생사본과 ※6 ※7 ※8
제과 클래스

1년제 200명
양과자 클래스

※5 제과기술 매니지먼트학과의 2학년은 제과 종합 클래스, 제빵・카페 종합 클래스, 양과자 마스터 클래스 중, 어느 하나의 클래스에 소속됩니다.

클래스는 희망 조사를 바탕으로 1학년 때의 성적과 출석상황을 종합적으로 고려하여 결정합니다.

※6 제과위생사 본과의 각 클래스(제과 클래스)(양과자 클래스)는, 각각의 정원에 달하는 시점에 모집을 정지합니다.

※7 제과위생사 본과에는, 졸업 후에 조리사본과에 재진학하는 더블 라이선스 코스가 있습니다. 자세한 사항은 P5을 참조해 주십시오.

※8 제과위생사 본과에는, 본교 졸업 후에 츠지조그룹 프랑스학교에 유학하는 프랑스학교 유학 코스가 있습니다. 자세한 사항은 P6을 참조해 주십시오.

학과설치 인가 신청중/제과위생사 양성시설 지정 신청중

모집학과/입학정원/취학정보

■ 취학정보

입학시기 2024 년 4 월

학기제도 전기 : 4 월 1일 ~9 월 30 일　/　후기 : 10 월 1일 ~ 다음 해 3 월 31일

수업일 월요일〜금요일

수업시간 HR 9:00 〜 9:10　/　수업 9:10 〜16:20

휴업일

① 토요일 (수업을 하는 경우가 있습니다 ), 일요일
② 공휴일
③ 여름・겨울・봄 방학
④ 개교기념일
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학과 개요/취득 면허(자격・칭호)

조리사전문과정 제과위생사 전문과정
(학과설치 인가 신청중/제과위생사 양성시설 지정 신청중)

위생전문과정

고도조리기술 매니지먼트학과 조리기술 매니지먼트학과 조리사본과
(조리 클래스)(서양요리 클래스)

제과기술 매니지먼트학과 제과위생사 본과
(제과클래스)(양과자클래스)

일본요리 크리에이티브 경영학과 일본요리본과

학과 개요

3년제 고도조리기술 매니지먼트학
과가 지향하는 것은, 사회와 세계를 
움직일 수 있는 요리인을 육성하는 
것입니다. 요리를 만들어 자신의 생
각을 표현하고 다른 분야의 전문가
와 협력하는 것 등으로 발전시켜 새
로운 문화와 비즈니스를 창출하는 
데에도 공헌할 수 있는 인재입니다. 
따라서 고도의 조리기술과 같은 '만
드는 능력'은 물론, 인간과 사회, 그
리고 식(食)의 관계를 탐구하고 자
신의 테마를 요리로 표현하기 위한  
'생각하는 능력'을 양성하는 것을 철
저하게 중시한 커리큘럼을 구축했
습니다. 높은 뜻을 가진 학생을 위
한 학과입니다.

조리기술 매니지먼트학과가 지향하
는 것은 2년 동안 전문성을 향상하
여 자신이 이루고자 하는 꿈을 실현
하는 것입니다. 1학년 때는 모든 장
르의 기초 기술을 훈련합니다.
2학년부터 장래에 진출하고자 하는 
요리 장르를 전공하며 기술 반복과 
응용을 통해 전문성을 심화해 나갑
니다. 조리기술 외에 매니지먼트 및 
커뮤니케이션 능력을 양성하는 커
리큘럼도 충실히 마련되어 있습니
다. 요리를 종합적으로 배우면서 요
리업계 발전에 기여할 수 있는 인재
를 양성합니다.

※  2학년부터 실시하는 전공 클래
스는 희망 조사를 바탕으로 1학
년 때의 성적과 출석 상황을  
종합적으로 고려하여 결정합니
다.

조리사본과의 최대 특징은 1년이라
는 한정된 시간 안에 프랑스, 이탈
리아, 일본, 중국 및 제과의 기초적
인 기술을 습득할 수 있다는 점입니
다. 이곳에서 습득한 기술과 지식, 
스스로 끊임없이 배우려는 자세는 
미래의 발판이 되어 요리인에게는 
없어서는 안 될 보물이 됩니다.
다채로운 시점을 가지고 요리업계
에서 지속적으로 활약할 수 있는 의
지가 강한 인재를 목표로 합니다.
 
●조리 클래스

프랑스・이탈리아・일본・중국
요리부터 제과까지 폭넓은 장르
의 요리를 배우며, 각 장르의 기
본 기술을 습득합니다. 조리사로
서의 기초를 양성합니다.

●서양요리 클래스
프랑스 요리와 이탈리아 요리를 
주축으로 전문 지식과 기술을 집
중적으로 학습합니다.

※ 더블 라이선스 코스, 프랑스학교 
유학코스에 대해서는 P5, 6을 참
조해 주십시오.

제과기술 매니지먼트학과가 지향하
는 것은, 2년간의 학습을 통해 테크
닉 정밀도를 높이고 풍부한 지식과 
장인의 감각을 기르는 것입니다. 1
학년 때는 베이식한 기초 기술을 훈
련하고, 2학년 때는 전공 장르를 정
하고 기초 기술을 반복하며 기술력
을 연마합니다. 풍부한 실습에 더
하여 이론, 교양 수업을 연계하여 
‘왜 이렇게 하는가?’라는 이유를 
생각하고 이해하여 현장에서 능동
적으로 움직일 수 있는 인재를 양성
합니다.

※  2학년부터 실시하는 전공 클래
스는 희망 조사를 바탕으로 1학
년 때의 성적과 출석 상황을 종
합적으로 고려하여 결정합니다.

제과위생사본과는 파티시에 및 블랑
제, 화과자 장인을 목표로 하는 '최
단 코스' 입니다. 1년이라는 한정된 
시간 내에 양과자, 화과자, 제빵 등 
폭넓은 과자의 세계를 접하며 맛에 
대해 이해하고, 기초적인 기술과 지
식을 집중하여 습득합니다. 기구를 
다루는 법부터 크림 바르는 법, 짜는 
법 등의 기초 기술은 물론, 업무에 
대한 각오와 자세를 추구합니다.
다채로운 시점을 가지고 업계에서 
지속적으로 활약하기 위한 기초 능
력과 강한 의지를 습득합니다.
 
●제과 클래스

양과자부터 화과자, 제빵까지 배우
는 다채로운 커리큘럼을 통해 각각
의 기본 기술과 지식을 습득하여, 
제과, 제빵의 직업인으로서 성장하
기 위한 토대를 마련합니다.

●양과자 클래스
양과자를 중심으로 전문지식과 
기술을 집중적으로 학습합니다.

※ 더블 라이선스 코스, 프랑스학교 
유학 코스에 대해서는 P5, P6을 
참조해 주십시오.

1학년 때는 일본요리에 필요한 
기본 기능과 지식을 익힙니다. 
2학년 때는 기능과 지식을 더욱 높
여 요리를 재현할 뿐만 아니라 창조
할 수 있는 능력을 키웁니다. 또한 
글로벌한 시점에서 현상을 파악하
여, 개업 및 경영을 위한 지식을 확
실히 습득합니다.

실습 중심의 커리큘럼을 통해 일본 
요리에 필요한 기본 기능과 지식을 
익히고, 더 나아가 '초밥', '튀김' 과 
같은 전문 요리에도 대응할 수 있는 
힘을 길러 즉시 현장에 투입될 수 
있는 인재가 되는 것을 목표로 합니
다.

설명 면허·자격·칭호 면허·자격·칭호

조리사법에 근거하여 조리사면허 취득
자격이 부여됩니다.

조리사면허 조리사면허 조리사면허 조리사면허

※더블 라이선스 코스에 한함

음식점을 경영하는 모든 시설에 설치가 
필요한 자격으로,
식품위생 책임자 양성 강습을 수강하면 
취득할 수 있습니다.(신청제)
* 조리사・제과위생사는 이 자격에 해당합니다.

식품 위생 책임자 식품 위생 책임자

제과위생사법에 근거하는 국가자격으
로, 본 교에서는 제과위생사 전문과정의 
1년차 수료 후에 응시 자격을 취득할 수 
있습니다. 제과기술 매니지먼트학과는 
재학중에 응시할 수 있습니다.

제과위생사 응시 자격

※더블 라이선스 코스에 한함
제과위생사 응시 자격 제과위생사 응시 자격

문부과학성이 인정한 전문학교의 2년 
이상의 학과를 졸업한 자에게 부여되는 
칭호. 대학 편입학 자격이 인정됩니다.

전문사 전문사 전문사

조리사 양성 시설의 2년제 이상의 전문
과정을 수료한 자에 대해 식품 전반의 
분야를 다루는 전문가로서, (사)전국조
리사양성시설협회로부터 등록증이 교부
됩니다.(신청제)

식품기술 관리 전문사 식품기술 관리 전문사

오사카부가 실시하는 학과시험, 실기시
험, 감별시험에 합격하여 등록한 자는, 
오사카 부내의 식품영업시설에서 복어처
리 업무에 종사할 수 있습니다.(신청제)

오사카부 복어 처리 등록자 오사카부 복어 처리 등록자 오사카부 복어 처리 등록자 오사카부 복어 처리 등록자 오사카부 복어 처리 등록자

해외 지역에 있어서 일본요리 및 식문화
의 매력을 적절하고 효과적으로 알릴 수 
있는 인재에 대해 인정하는 제도. 졸업 
시 희망자에 한하여 취득.
(농림수산성 인정제도)

해외 지역 일본요리
조리기능 인정

(실버)

해외 지역 일본요리
조리기능 인정

(실버)

해외 지역 일본요리
조리기능 인정

(실버)

※조리클래스 한정

해외 지역 일본요리
조리기능 인정

(실버)

해외 지역 일본요리
조리기능 인정

(실버)
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조리사전문과정 제과위생사 전문과정
(학과설치 인가 신청중/제과위생사 양성시설 지정 신청중)

위생전문과정

고도조리기술 매니지먼트학과 조리기술 매니지먼트학과 조리사본과
(조리 클래스)(서양요리 클래스)

제과기술 매니지먼트학과 제과위생사 본과
(제과클래스)(양과자클래스)

일본요리 크리에이티브 경영학과 일본요리본과

학과 개요

3년제 고도조리기술 매니지먼트학
과가 지향하는 것은, 사회와 세계를 
움직일 수 있는 요리인을 육성하는 
것입니다. 요리를 만들어 자신의 생
각을 표현하고 다른 분야의 전문가
와 협력하는 것 등으로 발전시켜 새
로운 문화와 비즈니스를 창출하는 
데에도 공헌할 수 있는 인재입니다. 
따라서 고도의 조리기술과 같은 '만
드는 능력'은 물론, 인간과 사회, 그
리고 식(食)의 관계를 탐구하고 자
신의 테마를 요리로 표현하기 위한  
'생각하는 능력'을 양성하는 것을 철
저하게 중시한 커리큘럼을 구축했
습니다. 높은 뜻을 가진 학생을 위
한 학과입니다.

조리기술 매니지먼트학과가 지향하
는 것은 2년 동안 전문성을 향상하
여 자신이 이루고자 하는 꿈을 실현
하는 것입니다. 1학년 때는 모든 장
르의 기초 기술을 훈련합니다.
2학년부터 장래에 진출하고자 하는 
요리 장르를 전공하며 기술 반복과 
응용을 통해 전문성을 심화해 나갑
니다. 조리기술 외에 매니지먼트 및 
커뮤니케이션 능력을 양성하는 커
리큘럼도 충실히 마련되어 있습니
다. 요리를 종합적으로 배우면서 요
리업계 발전에 기여할 수 있는 인재
를 양성합니다.

※  2학년부터 실시하는 전공 클래
스는 희망 조사를 바탕으로 1학
년 때의 성적과 출석 상황을  
종합적으로 고려하여 결정합니
다.

조리사본과의 최대 특징은 1년이라
는 한정된 시간 안에 프랑스, 이탈
리아, 일본, 중국 및 제과의 기초적
인 기술을 습득할 수 있다는 점입니
다. 이곳에서 습득한 기술과 지식, 
스스로 끊임없이 배우려는 자세는 
미래의 발판이 되어 요리인에게는 
없어서는 안 될 보물이 됩니다.
다채로운 시점을 가지고 요리업계
에서 지속적으로 활약할 수 있는 의
지가 강한 인재를 목표로 합니다.
 
●조리 클래스

프랑스・이탈리아・일본・중국
요리부터 제과까지 폭넓은 장르
의 요리를 배우며, 각 장르의 기
본 기술을 습득합니다. 조리사로
서의 기초를 양성합니다.

●서양요리 클래스
프랑스 요리와 이탈리아 요리를 
주축으로 전문 지식과 기술을 집
중적으로 학습합니다.

※ 더블 라이선스 코스, 프랑스학교 
유학코스에 대해서는 P5, 6을 참
조해 주십시오.

제과기술 매니지먼트학과가 지향하
는 것은, 2년간의 학습을 통해 테크
닉 정밀도를 높이고 풍부한 지식과 
장인의 감각을 기르는 것입니다. 1
학년 때는 베이식한 기초 기술을 훈
련하고, 2학년 때는 전공 장르를 정
하고 기초 기술을 반복하며 기술력
을 연마합니다. 풍부한 실습에 더
하여 이론, 교양 수업을 연계하여 
‘왜 이렇게 하는가?’라는 이유를 
생각하고 이해하여 현장에서 능동
적으로 움직일 수 있는 인재를 양성
합니다.

※  2학년부터 실시하는 전공 클래
스는 희망 조사를 바탕으로 1학
년 때의 성적과 출석 상황을 종
합적으로 고려하여 결정합니다.

제과위생사본과는 파티시에 및 블랑
제, 화과자 장인을 목표로 하는 '최
단 코스' 입니다. 1년이라는 한정된 
시간 내에 양과자, 화과자, 제빵 등 
폭넓은 과자의 세계를 접하며 맛에 
대해 이해하고, 기초적인 기술과 지
식을 집중하여 습득합니다. 기구를 
다루는 법부터 크림 바르는 법, 짜는 
법 등의 기초 기술은 물론, 업무에 
대한 각오와 자세를 추구합니다.
다채로운 시점을 가지고 업계에서 
지속적으로 활약하기 위한 기초 능
력과 강한 의지를 습득합니다.
 
●제과 클래스

양과자부터 화과자, 제빵까지 배우
는 다채로운 커리큘럼을 통해 각각
의 기본 기술과 지식을 습득하여, 
제과, 제빵의 직업인으로서 성장하
기 위한 토대를 마련합니다.

●양과자 클래스
양과자를 중심으로 전문지식과 
기술을 집중적으로 학습합니다.

※ 더블 라이선스 코스, 프랑스학교 
유학 코스에 대해서는 P5, P6을 
참조해 주십시오.

1학년 때는 일본요리에 필요한 
기본 기능과 지식을 익힙니다. 
2학년 때는 기능과 지식을 더욱 높
여 요리를 재현할 뿐만 아니라 창조
할 수 있는 능력을 키웁니다. 또한 
글로벌한 시점에서 현상을 파악하
여, 개업 및 경영을 위한 지식을 확
실히 습득합니다.

실습 중심의 커리큘럼을 통해 일본 
요리에 필요한 기본 기능과 지식을 
익히고, 더 나아가 '초밥', '튀김' 과 
같은 전문 요리에도 대응할 수 있는 
힘을 길러 즉시 현장에 투입될 수 
있는 인재가 되는 것을 목표로 합니
다.

설명 면허·자격·칭호 면허·자격·칭호

조리사법에 근거하여 조리사면허 취득
자격이 부여됩니다.

조리사면허 조리사면허 조리사면허 조리사면허

※더블 라이선스 코스에 한함

음식점을 경영하는 모든 시설에 설치가 
필요한 자격으로,
식품위생 책임자 양성 강습을 수강하면 
취득할 수 있습니다.(신청제)
* 조리사・제과위생사는 이 자격에 해당합니다.

식품 위생 책임자 식품 위생 책임자

제과위생사법에 근거하는 국가자격으
로, 본 교에서는 제과위생사 전문과정의 
1년차 수료 후에 응시 자격을 취득할 수 
있습니다. 제과기술 매니지먼트학과는 
재학중에 응시할 수 있습니다.

제과위생사 응시 자격

※더블 라이선스 코스에 한함
제과위생사 응시 자격 제과위생사 응시 자격

문부과학성이 인정한 전문학교의 2년 
이상의 학과를 졸업한 자에게 부여되는 
칭호. 대학 편입학 자격이 인정됩니다.

전문사 전문사 전문사

조리사 양성 시설의 2년제 이상의 전문
과정을 수료한 자에 대해 식품 전반의 
분야를 다루는 전문가로서, (사)전국조
리사양성시설협회로부터 등록증이 교부
됩니다.(신청제)

식품기술 관리 전문사 식품기술 관리 전문사

오사카부가 실시하는 학과시험, 실기시
험, 감별시험에 합격하여 등록한 자는, 
오사카 부내의 식품영업시설에서 복어처
리 업무에 종사할 수 있습니다.(신청제)

오사카부 복어 처리 등록자 오사카부 복어 처리 등록자 오사카부 복어 처리 등록자 오사카부 복어 처리 등록자 오사카부 복어 처리 등록자

해외 지역에 있어서 일본요리 및 식문화
의 매력을 적절하고 효과적으로 알릴 수 
있는 인재에 대해 인정하는 제도. 졸업 
시 희망자에 한하여 취득.
(농림수산성 인정제도)

해외 지역 일본요리
조리기능 인정

(실버)

해외 지역 일본요리
조리기능 인정

(실버)

해외 지역 일본요리
조리기능 인정

(실버)

※조리클래스 한정

해외 지역 일본요리
조리기능 인정

(실버)

해외 지역 일본요리
조리기능 인정

(실버)
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더블 라이선스 코스(1년+1년)

■ 더블 라이선스 코스란
●  조리사본과를 졸업한 후, 제과위생사 본과에 재진학하는 코스입니다. 

또는 제과위생사 본과를 졸업한 후, 조리사본과에 재진학하는 코스입니다.

●2년간, 조리와 제과 양쪽의 기능과 지식을 습득하여 직업 선택지를 한층 더 확대하는 것을 목표로 합니다.

■ 학비 차년도 진학 시, 학비에서 입학금(250,000엔)과 교육충실금(100,000엔)이 면제됩니다.

2024년 입학

조리사본과
또는

제과위생사본과

입학금 250,000엔

교육 충실금 100,000엔

수업료 1,090,000엔

실습비 730,000엔

합계 2,170,000엔

2025년 입학

제과위생사본과
또는

조리사본과

입학금 면제

교육 충실금 면제

수업료 1,090,000엔

실습비 730,000엔

합계 1,820,000엔

○ 2025년도의 학비 이외 제반경비는 진학 결정 후에 알려 드립니다.

■ 면허・자격

조리사본과
( 조리 클래스 )( 서양요리 클래스 )

입학

제과위생사본과
( 제과 클래스 )( 양과자 클래스 )

입학
2024년 4월

2025년 3월
졸업

조리사면허

졸업
제과위생사 응시자격

졸업 후 제과위생사 응시

조리사본과
( 조리 클래스 )( 서양요리 클래스 )

재진학

제과위생사본과
( 제과 클래스 )( 양과자 클래스 )

재진학
2025년 4월

제과위생사 응시
재학 중 응시 서포트 있음

※ 2년차에 진학하는 클래스는, 희망조사를 바탕으로 1년차 소속학과의 성적과 출석상황을  
종합적으로 고려하여 결정합니다. (희망하는 코스에 배정되지 않을 가능성도 있습니다)

2026년 3월
졸업

조리사면허

졸업
제과위생사 응시자격
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프랑스학교 유학 코스(1년+유학)

■ 프랑스학교의 학비·제반 경비（2023년도 예）

항　목 금　액 비　고

수업료 1,398,000엔

실습비 1,140,000엔

기숙사비 510,000엔 수도 광열비, 휴일 식사 포함

VISA・체류허가증 신청비용 60,000엔

현장 연수 관리비용 150,000엔 연수 중 지원 비용

합계 3,258,000엔

■ 학비 이외에 필요한 제반 경비（2022년도 예）

항　목 금　액 비　고

해외 유학생 보험 150,810엔〜

왕복 항공권（단체 유학 시의 예） 255,000엔 별도로 유류할증료가 필요합니다

기타   20,000엔 실습용 바지, 모자 등

연수 중의 생활비

프랑스 요리 연구 과정 학생
　월 평균 10,000엔~20,000엔

제과 연구 과정 학생
　월 평균 20,000엔~30,000엔
※ 연수 기간 중의 숙소는 연수처에서 준비합니다

○  프랑스학교에는 봄 코스(4월 도항)와 가을 코스(10월 도항)가 있습니다. 
코스 결정에는 학생의 희망도 고려하지만, 제 1희망 코스에 진학하지 못하는 경우도 있습니다.

○  프랑스학교의 본과(약 5개월) 수료 후에는 희망자를 대상으로 약 5개월 동안 현장연수(스타쥬)제도가 있습니다. 
현장연수 참가 여부나 연수처에 대해서는 프랑스학교에서의 성적 등을 종합적으로 고려하여 결정합니다.

○  본교를 자퇴하는 등 학적을 상실한 경우 외에 재학 중 성적・출석 상황, 건강 상태 등의 이유로 
프랑스학교의 프로그램의 이수나 현지에서의 생활・의료 서포트가 곤란하다고 판단되는 경우는 유학할 수 없는 경우가 있습니다. 
또한, 사회 정세 등에 의해 도항 중지나 프로그램을 중단하고 종료하는 경우가 있습니다.

○ 츠지조그룹 프랑스학교는 '일본학생지원기구 장학금'의 대상 학교가 아닙니다.

■ 프랑스학교 지원 방법 및 전형 일정
[지원 방법] 
  ① 선행 지원   유학 코스생 한정 
  ② 일반 지원   유학 코스생 외 본교 재학생 및 기존 졸업자 대상

[전형 스케줄]

2024년 5월 유학 코스생
선행지원 2024년 6월 유학 코스생

입학전형시험(필기·면접)

※ 전형시험 결과 및 재적 학과의 성적과 출석상황 등에 
따라, 합격여부 및 코스(봄・가을)가 결정됩니다.

2024년 7월〜 일반 지원(1차·2차)

※일반 지원(1차)은 6월경 안내합니다.

※ 일반 지원(2차)은 정원에 여유가 있는 경우에 
한해 실시합니다.

■ 프랑스학교 유학 코스란
● 본교의 조리사본과 또는 제과위생사본과를 졸업한 후, 츠지조그룹 프랑스학교에 유학하기 위한 유학 준비 코스입니다.

●  본교 입학 시부터 특별강좌 '유학 라이프 서포트'(무료)를 수강할 수 있습니다. 
프랑스학교 유학에 대비한 츠지조그룹의 독자적인 특별 강좌입니다. 유학생활에 보다 빠르게 적응할 수 있도록 현지  
생활습관이나 수업 포인트, 필수 프랑스어(전문용어와 간단한 회화) 등을 사전에 학습하며 자율 학습을 서포트합니다.

●  유학 코스생만을 대상으로 한 입학 전형 시험을 선행하여 치를 수 있습니다. 
※아래의 프랑스학교 지원 방법과 전형 일정을 참고하시기 바랍니다.

● 프랑스학교 유학 장학금 제도의 전형 대상이 됩니다. 제도에 대해서는 P20을 참조해 주십시오.
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입시구분 출원자격 전형방법 지원기간·대상·시험일정 장학금·학비 감면 제도·장려비

유학생입시

재류자격 ‘유학’으로 입학하는 자 중, 이하 A와 B를 충족하는 자
(단, B는 1~5 중 어느 하나에 해당하는 자)

A   12년 이상의 학교 교육을 수료한 자  
（※ 원칙적으로 정규 학교 교육 12년차 과정을 수료해야 합니다）

또는 이에 준하는 일본의 문부과학대신이 지정한 일본의 대학에 입학하기 위한 준비 교육 
과정을 수료한 자

B -1   ①  본 교에 지원하는 시점에, 일본어 교육기관에서 6개월 이상(인정 코스에 한함) 교육을 
이수한 자 

또는
②  일본어 교육기관에 재학 중으로 본교 입학 시까지 6개월 이상(인정 코스에 한함)의 교육

을 수료하는 자
〇 일본어 교육기관이란?
　출입국관리 및 난민인정법 제7조 제1항 제2호의 기준을 정하는 성령의 유학 재류자격에 관한 기준의 규정
에 근거하여 일본어 교육기관 등을 정하는 건’에 고시된 일본어 교육기관 등을 말합니다.

B -2  일본어능력시험(JLPT)에서 N1 또는 N2에 합격한 자
〇 일본어능력시험은 일본 국내에서는 공익재단법인 일본국제교육지원협회(JEES)가 실시. 해외에서는 국제교

류기금(Japan Foundation)이 현지 기관의 협력을 받아 실시

B -3  일본유학시험(EJU)의 일본어 과목에서 200점 이상 취득한 자
○일본유학시험은 독립행정법인 일본학생지원기구(JASSO)가 일본 국내 및 해외에서 실시

B -4  BJT비즈니스 일본어능력테스트에서 400점 이상 취득한 자
○BJT비즈니스 일본어능력테스트는 공익재단법인 일본한자능력검정협회가 실시

B -5   일본의 학교(학교교육법 제1조에 규정된 유치원 이외의 학교)에서 1년 이상 교육받은 자
（단기대학・대학의 1년 이상의 별과 일본어과정 포함）

입학전형시험과 지원서류

〇 일본어능력 인정 서류가  
있는 경우

→온라인 면접시험

〇  일본어능력 인정 서류가 
없는 경우

→  본교에서 필기시험과 면 
접시험

(입학전형시험에 관한 자세한 내용
은 P15을 확인해 주십시오)

<제 1차 모집>
대　　상 : 지원자격을 충족하는 모든 자
기　　간 :  2023년 9월 1일(금) ~ 9월 7일(목)
접수방법 : 미비 없이 제출된 원서는 모두 접수
시험일정 :  2023년 9월 24일(일)  

또는  
2023년 10월 7일(토)

<제 2차 모집>
대　　상 : 지원자격을 충족하는 모든 자
기　　간 : 2023년 9월 8일(금) ~ 10월 5일(목)
접수방법 :  기간 중이라도 정원이 차면 원서 접수 

종료
시험일정 : 2023년 10월 22일(일)

<제3차 모집>
대　　상 : 지원자격을 충족하는 일본 국외 거주자
기　　간 : 2023년 10월 6일(금) ~
 12월 26일(화)
접수방법 :  기간 중이라도 정원이 차면 원서 접

수 종료
시험일정 :  2023년 11월 이후  

매월 실시

대　　상 : 지원자격을 충족하는 일본 국내 거주자
기　　간 : 2023년 10월 6일(금) ~
 2024년 3월 6일(수)
접수방법 :  기간 중이라도 정원이 차면 원서 접

수 종료
시험일정 :  2023년 11월 이후  

매월 실시

요리 검정・과자 검정 자격 특대생 장
학금 제도(P20)

유학생장학금(P20)

프랑스학교 유학 장학금제도(P20)

졸업생 자녀・형제자매 학비 감면 제
도(P21)

프랑스학교 유학 학비 감면(P21)

더블 라이선스 학비 감면(P21)

재진학 학비 감면(P21)

사비 외국인유학생 학습장려비(P22)

AO입시

재류자격 ‘유학’으로 입학하는 자로, 일본의 고등학교 이상의 학교에 1년 이상 재적하며, 
2024년 3월에 졸업예정인 자
　　입학요강이 상이합니다. '2024 입학요강'을 신청해 주십시오.
　　  ０１２０－２４－２４１８　　　　　Mail：ryugakusei@tsuji.ac.jp

일반 입시
재류자격‘유학’이외<정주자·가족 체재·배우자 등>으로 입학하는 자
　　입학요강이 상이합니다. '2024 입학요강'을 신청해 주십시오.
　　  ０１２０－２４－２４１８　　　　　Mail：ryugakusei@tsuji.ac.jp

츠지조 독자 장학금

학비감면

장려비

입시구분・지원자격・지원기간
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입시구분 출원자격 전형방법 지원기간·대상·시험일정 장학금·학비 감면 제도·장려비

유학생입시

재류자격 ‘유학’으로 입학하는 자 중, 이하 A와 B를 충족하는 자
(단, B는 1~5 중 어느 하나에 해당하는 자)

A   12년 이상의 학교 교육을 수료한 자  
（※ 원칙적으로 정규 학교 교육 12년차 과정을 수료해야 합니다）

또는 이에 준하는 일본의 문부과학대신이 지정한 일본의 대학에 입학하기 위한 준비 교육 
과정을 수료한 자

B -1   ①  본 교에 지원하는 시점에, 일본어 교육기관에서 6개월 이상(인정 코스에 한함) 교육을 
이수한 자 

또는
②  일본어 교육기관에 재학 중으로 본교 입학 시까지 6개월 이상(인정 코스에 한함)의 교육

을 수료하는 자
〇 일본어 교육기관이란?
　출입국관리 및 난민인정법 제7조 제1항 제2호의 기준을 정하는 성령의 유학 재류자격에 관한 기준의 규정
에 근거하여 일본어 교육기관 등을 정하는 건’에 고시된 일본어 교육기관 등을 말합니다.

B -2  일본어능력시험(JLPT)에서 N1 또는 N2에 합격한 자
〇 일본어능력시험은 일본 국내에서는 공익재단법인 일본국제교육지원협회(JEES)가 실시. 해외에서는 국제교

류기금(Japan Foundation)이 현지 기관의 협력을 받아 실시

B -3  일본유학시험(EJU)의 일본어 과목에서 200점 이상 취득한 자
○일본유학시험은 독립행정법인 일본학생지원기구(JASSO)가 일본 국내 및 해외에서 실시

B -4  BJT비즈니스 일본어능력테스트에서 400점 이상 취득한 자
○BJT비즈니스 일본어능력테스트는 공익재단법인 일본한자능력검정협회가 실시

B -5   일본의 학교(학교교육법 제1조에 규정된 유치원 이외의 학교)에서 1년 이상 교육받은 자
（단기대학・대학의 1년 이상의 별과 일본어과정 포함）

입학전형시험과 지원서류

〇 일본어능력 인정 서류가  
있는 경우

→온라인 면접시험

〇  일본어능력 인정 서류가 
없는 경우

→  본교에서 필기시험과 면 
접시험

(입학전형시험에 관한 자세한 내용
은 P15을 확인해 주십시오)

<제 1차 모집>
대　　상 : 지원자격을 충족하는 모든 자
기　　간 :  2023년 9월 1일(금) ~ 9월 7일(목)
접수방법 : 미비 없이 제출된 원서는 모두 접수
시험일정 :  2023년 9월 24일(일)  

또는  
2023년 10월 7일(토)

<제 2차 모집>
대　　상 : 지원자격을 충족하는 모든 자
기　　간 : 2023년 9월 8일(금) ~ 10월 5일(목)
접수방법 :  기간 중이라도 정원이 차면 원서 접수 

종료
시험일정 : 2023년 10월 22일(일)

<제3차 모집>
대　　상 : 지원자격을 충족하는 일본 국외 거주자
기　　간 : 2023년 10월 6일(금) ~
 12월 26일(화)
접수방법 :  기간 중이라도 정원이 차면 원서 접

수 종료
시험일정 :  2023년 11월 이후  

매월 실시

대　　상 : 지원자격을 충족하는 일본 국내 거주자
기　　간 : 2023년 10월 6일(금) ~
 2024년 3월 6일(수)
접수방법 :  기간 중이라도 정원이 차면 원서 접

수 종료
시험일정 :  2023년 11월 이후  

매월 실시

요리 검정・과자 검정 자격 특대생 장
학금 제도(P20)

유학생장학금(P20)

프랑스학교 유학 장학금제도(P20)

졸업생 자녀・형제자매 학비 감면 제
도(P21)

프랑스학교 유학 학비 감면(P21)

더블 라이선스 학비 감면(P21)

재진학 학비 감면(P21)

사비 외국인유학생 학습장려비(P22)

AO입시

재류자격 ‘유학’으로 입학하는 자로, 일본의 고등학교 이상의 학교에 1년 이상 재적하며, 
2024년 3월에 졸업예정인 자
　　입학요강이 상이합니다. '2024 입학요강'을 신청해 주십시오.
　　  ０１２０－２４－２４１８　　　　　Mail：ryugakusei@tsuji.ac.jp

일반 입시
재류자격‘유학’이외<정주자·가족 체재·배우자 등>으로 입학하는 자
　　입학요강이 상이합니다. '2024 입학요강'을 신청해 주십시오.
　　  ０１２０－２４－２４１８　　　　　Mail：ryugakusei@tsuji.ac.jp

츠지조 독자 장학금

학비감면

장려비
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■신용카드 ※카드 명의는 수험생 본인이 아니어도 결제 가능합니다.

※편의점 결제에 필요한 각종 번호는 지원 등록 후에 표시됩니다.■일본 국내 편의점 현금 결제

■금융기관 ATM（Pay-easy）  현금 결제 　현금인출카드

유초 은행·
Pay-easy 
가능한 ATM 
이용 

수납기관번호에
【58082】입력

고객번호·
확인번호 입력

결제방법을 선택하고
(현금 또는 현금인출카드)

입학검정료를
납입해 주십시오.

세금・각종 요금 （Pay-easy）
선택

편의점 계산대

반드시 취급명세서 겸 영수증 수령

단말기에서 출력된 
신청권을 계산대에 
제시하고 결제

반드시 영수증（일반 영수증 형식）수령

세븐일레븐

편의점 계산대

데일리 야마자키

Loppi

로손／미니스톱

멀티 복사기

패밀리마트

제 1번호 입력

제 2번호 입력

지불 내용 확인

대금지불/충전
을 선택

번호 입력
을 선택

결제 접수번호（6자리）
입력

신청 시 등록한 
‘전화번호’ 등을 입력

결제 내용 확인

각종 번호를 소지하신 분
선택

클럽 스테이션

세이코 마트

계산대에서 
‘온라인 결제’ 

요청

터치패널로 
‘온라인 결제번호’ 

입력

계산대에서 
‘온라인 결제’ 

요청

신청 시 등록한 
‘전화번호’ 등을 입력

결제 내용 확인

인터넷 접수 각종 
대금 결제
선택

온라인 결제번호 
입력

발권된 신청권(접수표)을 계산대에 제시하고 입학검정료를 
현금으로 결제

※신청권(접수표) 발행 후 30분 이내에 계산대에서 결제해 주십시오.

Step６ 원서 접수 후 1주일 이내에 지원서류(P11·12 참조)를 제출 

Step５ 입학검정료 납입 ※납입 수수료는 각자 부담해 주십시오.

‘결제절차’ 버튼을 클릭하여 원서 접수 후 1주일 이내에 납입해 주십시오. 

주의하세요! 기일(인터넷지원을 입력한 날부터 1주일)이 지나면 지불할 수 없게 됩니다.
또한, 지원일이 접수마감일 1주일 미만인 경우에는 접수마감일이 지나면 지불할 수 없습니다.

○일본 국외에 거주하는 수험자 중, 위의 결제 방법을 사용할 수 없는 경우 P14을 확인하시기 바랍니다.

①증명사진 데이터 준비(스마트폰·디지털 카메라로 촬영한 데이터)
※ 3개월 이내에 촬영된 것(상반신, 정면, 모자탈의, 실내 촬영)

②과제작문 준비: 과제 '본교 졸업 후의 계획과 지원하는 학과에 입학을 지망하는 이유, 
입학 후에 배우고 싶은 것을 구체적으로 쓰시오', 글자수 300자 이상

Step１ 입력 전 준비

Step３ 인터넷 원서 접수 페이지에 로그인

‘初めて出願される方’ 버튼을 클릭. 인터넷 원서 접수 계정 작성 페이지로 이동. 
이메일 주소를 입력하고 ‘送信する’를 클릭.

입력한 이메일 주소로 전송된 ‘ネット出願アカ
ウント登録確認’ 메일에 있는 확인용 URL을 
클릭하여 등록을 완료.

▶ ▶

Step４ 원서 접수 등록 ※접수 기간 내에만 입력할 수 있습니다.

로그인 후 페이지의 ‘新規出願’ 버튼을 클릭. 학과·클래스 선택
희망하는 학과와 클래스 선택

입시 종별 선택
　입시 종별 ‘留学生入試’를 선택.

▶ ▶

전형(수시)일·납입방법 선택
1 편의점 결제
2 은행 계좌이체（Pay-easy）
3 신용카드 결제 중에서 납입방법을 선택.

개인정보 상세 입력
　생년월일과 학력 등을 입력.

▶ ▶

Step２ 스마트폰 또는 PC에서 아래 URL에 접속

화면에서는 성명을 한자로 입력하도록 되어 있으나, 반드시 가타카나로 입력해 주십시오.
일본에서 사용되지 않는 한자를 입력하면 입학검정료의 결제 단계에서 에러가 발생할 수 있습니다.

0120-24-2418（일본 국내 한정）인터넷 원서 접수 관련 문의처 ✉ nyugakujimushitsu@tsuji.ac.jp

과제 작문, 질문 항목 입력
화면의 지시에 따라, 과제 작문과 문항을
입력(또는 선택).
과제 : 본교 졸업 후의 계획과 지원하는 

학과에 입학을 지망하는 이유, 입학 
후에 배우고 싶은 것을 구체적으로 
쓰시오(300자 이상).

辻
辻
簡体字

https://www.syutsugan.net/tsuji   ▶
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■신용카드 ※카드 명의는 수험생 본인이 아니어도 결제 가능합니다.

※편의점 결제에 필요한 각종 번호는 지원 등록 후에 표시됩니다.■일본 국내 편의점 현금 결제

■금융기관 ATM（Pay-easy）  현금 결제 　현금인출카드

유초 은행·
Pay-easy 
가능한 ATM 
이용 

수납기관번호에
【58082】입력

고객번호·
확인번호 입력

결제방법을 선택하고
(현금 또는 현금인출카드)

입학검정료를
납입해 주십시오.

세금・각종 요금 （Pay-easy）
선택

편의점 계산대

반드시 취급명세서 겸 영수증 수령

단말기에서 출력된 
신청권을 계산대에 
제시하고 결제

반드시 영수증（일반 영수증 형식）수령

세븐일레븐

편의점 계산대

데일리 야마자키

Loppi

로손／미니스톱

멀티 복사기

패밀리마트

제 1번호 입력

제 2번호 입력

지불 내용 확인

대금지불/충전
을 선택

번호 입력
을 선택

결제 접수번호（6자리）
입력

신청 시 등록한 
‘전화번호’ 등을 입력

결제 내용 확인

각종 번호를 소지하신 분
선택

클럽 스테이션

세이코 마트

계산대에서 
‘온라인 결제’ 

요청

터치패널로 
‘온라인 결제번호’ 

입력

계산대에서 
‘온라인 결제’ 

요청

신청 시 등록한 
‘전화번호’ 등을 입력

결제 내용 확인

인터넷 접수 각종 
대금 결제
선택

온라인 결제번호 
입력

발권된 신청권(접수표)을 계산대에 제시하고 입학검정료를 
현금으로 결제

※신청권(접수표) 발행 후 30분 이내에 계산대에서 결제해 주십시오.

Step６ 원서 접수 후 1주일 이내에 지원서류(P11·12 참조)를 제출 

Step５ 입학검정료 납입 ※납입 수수료는 각자 부담해 주십시오.

‘결제절차’ 버튼을 클릭하여 원서 접수 후 1주일 이내에 납입해 주십시오. 

주의하세요! 기일(인터넷지원을 입력한 날부터 1주일)이 지나면 지불할 수 없게 됩니다.
또한, 지원일이 접수마감일 1주일 미만인 경우에는 접수마감일이 지나면 지불할 수 없습니다.

○일본 국외에 거주하는 수험자 중, 위의 결제 방법을 사용할 수 없는 경우 P14을 확인하시기 바랍니다.

①증명사진 데이터 준비(스마트폰·디지털 카메라로 촬영한 데이터)
※ 3개월 이내에 촬영된 것(상반신, 정면, 모자탈의, 실내 촬영)

②과제작문 준비: 과제 '본교 졸업 후의 계획과 지원하는 학과에 입학을 지망하는 이유, 
입학 후에 배우고 싶은 것을 구체적으로 쓰시오', 글자수 300자 이상

Step１ 입력 전 준비

Step３ 인터넷 원서 접수 페이지에 로그인

‘初めて出願される方’ 버튼을 클릭. 인터넷 원서 접수 계정 작성 페이지로 이동. 
이메일 주소를 입력하고 ‘送信する’를 클릭.

입력한 이메일 주소로 전송된 ‘ネット出願アカ
ウント登録確認’ 메일에 있는 확인용 URL을 
클릭하여 등록을 완료.

▶ ▶

Step４ 원서 접수 등록 ※접수 기간 내에만 입력할 수 있습니다.

로그인 후 페이지의 ‘新規出願’ 버튼을 클릭. 학과·클래스 선택
희망하는 학과와 클래스 선택

입시 종별 선택
　입시 종별 ‘留学生入試’를 선택.

▶ ▶

전형(수시)일·납입방법 선택
1 편의점 결제
2 은행 계좌이체（Pay-easy）
3 신용카드 결제 중에서 납입방법을 선택.

개인정보 상세 입력
　생년월일과 학력 등을 입력.

▶ ▶

Step２ 스마트폰 또는 PC에서 아래 URL에 접속

화면에서는 성명을 한자로 입력하도록 되어 있으나, 반드시 가타카나로 입력해 주십시오.
일본에서 사용되지 않는 한자를 입력하면 입학검정료의 결제 단계에서 에러가 발생할 수 있습니다.

0120-24-2418（일본 국내 한정）인터넷 원서 접수 관련 문의처 ✉ nyugakujimushitsu@tsuji.ac.jp

과제 작문, 질문 항목 입력
화면의 지시에 따라, 과제 작문과 문항을
입력(또는 선택).
과제 : 본교 졸업 후의 계획과 지원하는 

학과에 입학을 지망하는 이유, 입학 
후에 배우고 싶은 것을 구체적으로 
쓰시오(300자 이상).

辻
辻
簡体字

https://www.syutsugan.net/tsuji   ▶
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■ 지원 서류
A~E 중 해당하는 표에 기재된 서류를 모두 갖추어 인터넷 지원 후 1주일 이내에
P14의 ■지원서류 제출처로 우편발송해 주십시오.

Ａ.  일본어교육기관(=일본어학교)에 재적하고 있거나 과거에 재적한 적이 있는 경우(중도퇴학 포함) 

제출서류 설명(중요)

1
고등학교 또는 대학의
졸업증명서(원본) 또는
졸업증서(사본)

・12년 이상의 학교 교육을 수료했음을 증명하는 서류
・영어 또는 모국어로 작성된 것

※ 영어 이외의 언어로 기재된 졸업증명서(졸업증서)는 일본어 번역문을 첨부해 주십시오
※사진 데이터 불가

2
일본어교육기관의

①성적증명서　　②출석증명서　　③졸업예정증명서 (또는 졸업증명서)
※중도 퇴학한 경우에는 졸업증명서 대신 재적증명서를 제출해 주십시오.

3

아래의 일본어능력을 증명하는 서류 중, 소지한 것을 모두 제출(없으면 제출할 필요 없음)

a． N2 이상의 '일본어능력시험(JLPT) 인정 결과 및 성적에 관한 증명서'(원본) 
또는 
N2 이상의 '일본어능력인정서 '<증명사진 포함>(사본) 

b．일본유학시험(EJU) 수험표 <증명사진 포함>(사본)

c．400점 이상의 'BJT비즈니스일본어능력테스트 성적인정서'(학교 제출용)

4
유학생 신상서
※작성 예시(P13)를 참조하여 기입

츠지조그룹 GLOBAL SITE에서 다운로드

https://www.tsuji.ac.jp/form/

Ｂ.  일본어교육기관(=일본어학교)에 재적한 적이 없는 경우 

제출서류 설명(중요)

1
고등학교 또는 대학의
졸업증명서(원본) 또는
졸업증서(사본)

・12년 이상의 학교 교육을 수료했음을 증명하는 서류
・영어 또는 모국어로 작성된 것

※ 영어 이외의 언어로 기재된 졸업증명서(졸업증서)는 일본어 번역문을 첨부해 주십시오
※사진 데이터 불가

2

아래의 일본어능력을 증명하는 서류 중, 소지한 것을 모두 제출

a． N2 이상의 '일본어능력시험(JLPT) 인정 결과 및 성적에 관한 증명서'(원본) 
또는 
N2 이상의 '일본어능력인정서' <증명사진 포함>(사본)

b．일본유학시험(EJU) 수험표 <증명사진 포함>(사본)

c．400점 이상의 'BJT비즈니스일본어능력테스트 성적인정서'(학교 제출용)

d． 학교교육법 제1조에 규정되어 있는 초등학교 이상의 일본 소재 학교에서 1년 이상 교육을 받은 증명 
※졸업증명서 또는 재적증명서

3
유학생 신상서
※작성 예시(P13)를 참조하여 기입

츠지조그룹 GLOBAL SITE에서 다운로드

https://www.tsuji.ac.jp/form/

Ｃ.  현재, 일본의 고등학교에 재류자격 '유학'으로 재적하고 있는 자 

제출서류 설명(중요)

1 일본의 고등학교의 조사서 학교교육법 제1조에 규정되어 있는 고등학교가 발행한 것

2

아래의 일본어능력을 증명하는 서류 중, 소지한 것을 모두 제출(없으면 제출할 필요 없음)

a． N2 이상의 '일본어능력시험(JLPT) 인정 결과 및 성적에 관한 증명서'(원본) 
또는 
N2 이상의 '일본어능력인정서' <증명사진 포함>(사본)

b．일본유학시험(EJU) 수험표 <증명사진 포함>(사본)

c．400점 이상의 'BJT비즈니스일본어능력테스트 성적인정서'(학교 제출용)  

3
유학생 신상서
※작성 예시(P13)를 참조하여 기입

츠지조그룹 GLOBAL SITE에서 다운로드

https://www.tsuji.ac.jp/form/

각 증명서는 본 책자 마지막 페
이지의 샘플을 확인한 후 해당 

서류를 제출해 주십시오

각 증명서는 본 책자 마지막 페
이지의 샘플을 확인한 후 해당 

서류를 제출해 주십시오

각 증명서는 본 책자 마지막 페
이지의 샘플을 확인한 후 해당 

서류를 제출해 주십시오

지원 서류
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D.  일본의 대학(단기대학)에 재류자격 '유학'으로 재적하며 2024년 3월 졸업 예정인 자, 또는 졸업한 자 
※ 대학(단기대학)을 중도퇴학하는(한) 경우에는, 아래의 표 1-② 졸업예정증명서를 대신하여 '재적증명서'와 '고등학교 졸업을 증명하는 서류'를 제출해 

주십시오. 

제출서류 설명(중요)

1 일본의 대학(단기대학)의
①성적증명서　　②졸업예정증명서(또는 졸업증명서)

2
과거에 재적한 일본어교육기관의

①성적증명서　　②출석증명서
③졸업증명서

※중도퇴학한 경우, 졸업증명서를 대신하여 재적증명서를 제출해 주십시오

3

아래의 일본어능력을 증명하는 서류 중, 소지한 것을 모두 제출(없으면 제출할 필요 없음)

a． N2 이상의 '일본어능력시험(JLPT) 인정 결과 및 성적에 관한 증명서'(원본) 
또는 
N2 이상의 '일본어능력인정서 '<증명사진 포함>(사본) 

b．일본유학시험(EJU) 수험표 <증명사진 포함>(사본)

c．400점 이상의 'BJT비즈니스일본어능력테스트 성적인정서'(학교 제출용)

4
유학생 신상서
※작성 예시(P13)를 참조하여 기입

츠지조그룹 GLOBAL SITE에서 다운로드

https://www.tsuji.ac.jp/form/

E.  일본의 전문학교(일본어학교 이외)에 재류자격 '유학'으로 재적하며 2024년 3월 졸업예정인 자, 또는 졸업한 자 
※전문학교를 중도퇴학하는(한) 경우에는, 아래의 표 2-③ 졸업예정증명서를 대신하여 '재적증명서'를 제출해 주십시오.

제출서류 설명(중요)

1
고등학교의

졸업증명서(원본) 또는
졸업증서(사본)

・12년 이상의 학교 교육을 수료했음을 증명하는 서류
・영어 또는 모국어로 작성된 것

※ 영어 이외의 언어로 기재되어 있는 경우에는 일본어 번역문을 첨부해 주십시오
※사진 데이터 불가

2 일본의 전문학교의
①성적증명서　　②출석증명서    ③졸업예정증명서(또는 졸업증명서)

3
과거에 재적한 일본어교육기관의

①성적증명서　　②출석증명서
③졸업증명서

※중도퇴학한 경우, 졸업증명서를 대신하여 재적증명서를 제출해 주십시오

4

아래의 일본어능력을 증명하는 서류 중, 소지한 것을 모두 제출(없으면 제출할 필요 없음)

a． N2 이상의 '일본어능력시험(JLPT) 인정 결과 및 성적에 관한 증명서'(원본) 
또는 
N2 이상의 '일본어능력인정서 '<증명사진 포함>(사본) 

b．일본유학시험(EJU) 수험표 <증명사진 포함>(사본)

c．400점 이상의 'BJT비즈니스일본어능력테스트 성적인정서'(학교 제출용)

5
유학생 신상서
※작성 예시(P13)를 참조하여 기입

츠지조그룹 GLOBAL SITE에서 다운로드

https://www.tsuji.ac.jp/form/

● 유학생 신상서를 다운로드 할 수 없는 경우 유학생 입학 안내계로 문의해 주시기 바랍니다 .

0120 －24 －2418　　　    　ryugakusei@tsuji.ac.jp

각 증명서는 본 책자 마지막 페
이지의 샘플을 확인한 후 해당 

서류를 제출해 주십시오

각 증명서는 본 책자 마지막 페
이지의 샘플을 확인한 후 해당 

서류를 제출해 주십시오

*
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유학생 신상서 작성 예시

■日本語能力を証明するもの Proof of Japanese language ability

西暦

　　　　　年　　　月

取得年月
Date of acquisition

スコア・級
Score・Level

N1 ・ N2

西暦

　　　　　年　　　月点

西暦

　　　　　年　　　月点

日本語能力試験 　Japanese-Language Proficiency Test (JLPT)

日本留学試験 　Examination for Japanese University Admission for International Students (EJU)

BJTビジネス日本語能力テスト 　BJT Business Japanese Proficiency Test

■家族（父・母・兄弟・配偶者） Family

氏 名
Name in English

住 所
Address

日本語、又は英語による連絡contact in Japanese or English  日本語Japanese(可Yes・不No)／英語English(可Yes・不No)

本人との関係 Relationship
(　　　　　　　　　　　　）

氏 名
Name in English

住 所
Address

TEL:

TEL:

E-mail:

E-mail:

日本語、又は英語による連絡contact in Japanese or English  日本語Japanese(可Yes・不No)／英語English(可Yes・不No)

本人との関係 Relationship
(　　　　　　　　　　　　）

■経費支弁者・支弁方法 Method of support to meet the expenses while in Japan

TEL:

経費支弁者分
Supporter

経費支弁者分
Supporter

円/年
Yen/per year

円/年
Yen/per year

円/年
Yen/per year

円/年
Yen/per year

円/年
Yen/per year

本人分
Self

本人分
Self

年 収
Annual income

（2）

2022　  1

2022　 12250

LEE　SEO JOON 父

#101, 111ho, Inasa-dong, Jongno-gu, Seoul, Korea

○○○＠tsuji.ac.ｊｐ

△△△＠tsuji.ac.ｊｐ

010-3333-4444

010-3333-4444

PARK　EUN KYUNG 母

#101, 111ho, Inasa-dong, Jongno-gu, Seoul, Korea

010-5555-6666

1,916,000 0

1,000,000 400,000

LEE　SEO JOON 8,250,000

Restaurant owner

　　　　■記入日：　　　　　年　　　月　　　日

留学生身上書
※必ずボールペン（黒または青）で記入してください。（消せるボールペンは使用不可）

年

年

年

年

年

年

在学期間 (Period of attendance)学校名 (Name of school)

■学歴 Educational background

　　　年　　　月　　　日

　　　年　　　月　　　日有効期限
Date of expiration

有効期限※

Date of expiration

フリガナ

氏　名

パスポート表記氏名
Name in English

国籍・地域
Nationality / Region

旅券番号
Passport No.

在留資格※

Status of residence

在留カード番号（12桁）※
Residence card number

生年月日  ＜性別＞
Date of Birth ＜Sex＞

母国住所
Home address

年　  月　  日  ＜男 ・ 女＞

postal code:

TEL:

E-mail address @

※日本国内在住者のみ

留学 ・ 特定活動 ・ 技術人文知識国際業務
その他（                      　　　　　　　  ）

名 (First Name, Middle Name)姓 (Family Name)

修業年限
Course term

都 道
府 県

（1）

2022　 9　  1

2025　 2　 15

2023　10　 20

1994 10　3

イ                     サンスン

李              三純
LEE             SAMSOON

韓国
16800

010-1111-2222
#101, 111ho, Insa-dong, Jongno-gu, Seoul, Korea

lee-samsoon123 gmail.com

M12345678

A B 1 2 3 4 5 6 7 8 C D

〇〇小学校
韓国

6 2002　 4　  2008  2

〇〇中学校
韓国

3 2008　 4　  2011   2

〇〇University
アメリカ

4 2014　 9　  2018 12

〇〇高等学校
韓国

3 2011　 4　 2014  3

〇〇日本語学校
大阪

1.5 2021 10　 2023  3

일본 국내 거주자는 반드시 ‘재류자격’란에서 

해당하는 재류자격에 〇를 표시하고 유효기

한, 재류카드 번호（12자리）를 기재해 주십시

오.

학력란에는 재학한 이력이 있는 모든 기관을 

기재해 주십시오.(영어 또는 일본어)

또한 지원 서류로 제출하는 졸업증명서(고등

학교 또는 대학교)가 영어로 기재된 경우는 영

어로, 그 외의 언어로 기재된 경우는 일본어로 

기재해 주십시오.

긴급 시 모국의 가족에게 직접 연락하기 위해 

필요한 정보입니다.

1년간 필요한 생활비（1개월 동안 사용하는 대략

적인 생활비x12）를 기재해 주십시오.

학비・생활비를 지급하는 자를 기재해 주십시
오.（본인이 부담할 경우에는 본인 이름을 기재）

지급자의 연 수입을 엔으로 환산하여 기재해 

주십시오.

경비 지급자의 근무처를 반드시 기재해 주십
시오. 
경비 지급자가 무직일 경우에는 학비와 생활
비를 어떻게 부담할지 기재해 주십시오.

경비 지급자분과 본인분을 합산하여 학비 총

액이 되도록 기재해 주십시오.

　2, 3년제인 경우: 191.6만 엔(1학년 학비）
　1년제인 경우: 217만 엔

일본 국내 거주자는 자국의 주소를 영어로 기

재해 주십시오.

일본 국외 거주자는 현재의 주소를 영어로 기

재해 주십시오.

■Page1

■Page2
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츠지조리사전문학교는 flywire와 제휴하고 있습니다.
flywire는 신뢰할 수 있는 국제학비 결제서비스로, 전 세계의 교육기관에서 이용되고 있습니다.

장점1. 
결제는 현지 은행으로의 계좌 이체, 각종 
신용카드·유니온페이 카드·알리페이 
등으로도 가능합니다.

장점2.
365일 24시간, 전 세계 3개 고객센터에서 
전화·메일·Skype·WeChat으로 
질문에 답변합니다.

장점3. 
절차는 PC뿐만 아니라 모바일 페이지에서도 
간단하게 진행할 수 있습니다.

✉ nyugakujimushitsu@tsuji.ac.jp
①지원자 성명(가타카나)   ②결제일   ③결제 ID(Payment ID)

Step１ 아래 URL에서 절차 시작

Step2 결제 완료 후 아래①∼③의 정보를 메일로 전송

■ 인터넷 지원 화면에서 입학검정료가 지불되지 않아 flywire를 이용하는 경우

지원서류 제출처/검정료(flywire)

■ 지원서류 제출처(우편 발송용 봉투는 각자 준비해 주십시오)

일본 국내에서 보내는 경우

〒 545-0053
大阪市阿倍野区松崎町 3-16-11
辻調理師専門学校　入学事務室

일본 국외에서 보내는 경우

3-16-11, Matsuzakicho, Abeno-ku, Osaka 
545-0053 JAPAN

Tsuji Culinary Institure　Admission Offi  ce
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입학전형 시험・합격여부 통지・입학절차

■ 입학전형 시험 방법
대상자 시험방법

일본어 능력을 
인정하는 서류가 

있는 경우

일본어능력시험（JLPT）에서 N1 또는 N2에 합격한 자

온라인 면접시험만 실시일본유학시험（EJU）의 일본어 과목에서 200점 이상 취득한 자

BJT 비즈니스 일본어능력테스트에서 400점 이상 취득한 자

일본어 능력을 
인정하는 서류가  

없는 경우

일본어 교육기관에서 6개월 이상（인정 코스에 한함）의 교육을 이수한 자

지원 학교에서 필기시
험 및 면접시험

일본어 교육기관에 재학 중으로 본교 입학 시까지 6개월 이상（인정 

코스에 한함）의 교육을 수료하는 자

학교교육법 제1조에서 규정하는（유치원 제외）일본의 학교에서 1년 
이상 교육을 이수한 자（단기대학·대학의 1년 이상의 별과 일본어 과정 포함）

■ 입학전형 시험 일정
지원기간별로 정해진 일정에 입학전형 시험을 실시합니다 .

지원기간 입학전형 시험 일정

제1차 모집
9/1〜9/7

①2023년 9월 24일(일)
또는
②2023년 10월 7일(토)

왼쪽에 기재된 일정에서 본교가 지정합니다.

제2차 모집
9/8〜10/5

2023년 10월 22일(일)

제3차 모집
10/6〜

11월 이후, 매월 실시 지원서류 수리 후 순차적으로 시험일을 안내해 드립니다.

●지원 서류가 미비하거나 부족할 경우, 입학 전형 시험은 실시하지 않습니다.
●수험하기 위해 일본입국 비자(사증)이 필요한 경우에는 각자 준비하여 취득하여 주십시오.

■ 입학전형 시험의 통지방법
온라인 면접시험 지원한 메일 주소로 통지 메일을 발송합니다 .

지원 학교에서 필기・면접 시험 지원 시 등록한 주소로 수험표를 우편발송합니다 .

■ 합격여부 통지
전형 후 2 주일 이내에 합격여부 결과를 우편으로 발송합니다 .
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■ 입학 절차・기타 일정

1
●'학생증 기재사항 확인표'
●'서약서·보증서' 제출
●'개인정보 취급에 관한 동의서'

합격통지서를 받은 후 2주일 이내에 제출해 주십시오.
● 합격통지서에 동봉합니다.
● 내용을 확인하고 필요 사항을 빠짐없이 기재하여 반송해 주십시오.

2 학비 납입 합격통지서를 받은 후 2주일 이내에 희망하는 납입방법（횟수）에 따라 
학비를 납입해 주십시오 （P.17·18 참조）

3 재류기간 갱신 또는 변경, 
재류자격 인정

학비를 납입한 분에게는 입학허가서를 발행합니다.

＊일본 국내 거주자＊
●본교 입학 전에 재류자격 기한이 만료되는 경우

본인(또는 일본어교육기관)이 재류자격 '유학'의 갱신 또는 변경 신청을 해주십시오. 신
청에 필요한 '소속기관 등 작성용'은 본교에 이메일로 요청하여 주십시오.
요청 방법은 합격통지서에 동봉하는 '입학수속Book'에서 확인해 주십시오.
또한, 신청 시에는 일본어교육기관의 최신 증명서(성적・출석증명서 등)가 필요합니다.

＊일본 국외 재주자＊
본교가 대리로 출입국재류관리국에 재류자격 인정증명서의 발급을 신청합니다.(12월 
신청 예정)
재류자격 인정증명서가 발급되면 입학허가서와 함께 우편으로 발송해 드리니, 자국의 
일본대사관, 또는 영사관에 재류자격 인정증명서와 여권을 지참하여 유학비자를 신청해 
주십시오.

4 입학 전 학습 프로그램
본교 입학까지의 귀중한 시간을 의미있게 보내기 위하여 입학 전 학습 프로그램을 수강
하게 됩니다. 자세한 내용은 합격 후 별도로 안내해 드립니다.

5 입학하기까지의 안내
입학식 및 백색 가운・교과서・칼 교재 세트 등의 구매방법에 대한 자세한 내용은 우편으
로 발송합니다(2월 상순경).

■ 입학사퇴
지원 후, 부득이한 사정으로 입학을 사퇴하는 경우에는 아래 순서에 따라 수속을 진행해 주십시오.

● 수속방법

① 입학사무실로 연락해 주십시오.　☎06-6629-6621 (평일 9：00～17：00)
② 본교에서 ‘입학사퇴서’를 보내 드립니다.
③ ②에 필요사항을 기재·날인 후 합격통지서와 함께 기일 내에 아래의 주소로 반송해 주시기 바랍니다.

【반송처】 ⊩545-0053　大阪市阿倍野区松崎町3-16-11　　辻調理師専門学校 入学事務室宛
【최종 제출 기일】　2024년 3월 22일(금)  ※마지막 날은 오후 5시에 접수를 종료합니다.

 
● 학비 반환에 대하여
・기일 내에 위의 사퇴 수속을 완료한 경우, 입학금을 제외한 학비 납입액을 반환합니다.
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■ 학비　※학비에는 모든 교재비가 포함되어 있습니다.

금액

내역

수업료 실습비교육충실비입학금

1,916,000엔

1,650,000엔

1,524,000엔

제1학년

제2학년

제3학년

3
년
제
고도조리기술 매니지먼트학과

250,000엔 1,026,000엔

1,040,000엔

1,034,000엔

100,000엔

50,000엔

50,000엔

540,000엔

560,000엔

440,000엔

-

-

1
년
제
조리사본과 730,000엔250,000엔2,170,000엔 100,000엔 1,090,000엔

1,916,000엔

1,874,000엔

제1학년

제2학년

2
년
제
조리기술 매니지먼트학과

250,000엔 1,026,000엔

1,200,000엔

100,000엔

50,000엔

540,000엔

624,000엔-

1
년
제
일본요리본과 850,000엔250,000엔2,170,000엔 100,000엔 970,000엔

제1학년

제2학년

2
년
제
일본요리 크리에이티브 
경영학과

1,916,000엔

1,874,000엔

250,000엔 940,000엔

1,100,000엔

100,000엔

50,000엔

626,000엔

724,000엔-

제1학년

제2학년

2
년
제
제과기술 매니지먼트학과

1
년
제
제과위생사본과

1,916,000엔

1,874,000엔

2,170,000엔 1,090,000엔 730,000엔100,000엔250,000엔

1,026,000엔

1,200,000엔

540,000엔

624,000엔

100,000엔

50,000엔

250,000엔

-

■ 납입방법 등
● 학비는 flywire, 금융기관 창구 / 금융기관 ATM / 인터넷 뱅킹으로 납입할 수 있습니다 .

● 일괄납입・2 회 분납・4 회 분납 중에서 선택할 수 있습니다 . 분할납입이라도 학비 총액은 같습니다 .

● 분할 납입을 선택하는 경우 , 납입 횟수 선택 후 P18 의 표에 기재된 금액을 기일 내에 납입해 주십시오 .

● 2 학년 이후 학비는 합격 시에 납입할 수 없습니다 .

● 일본 국내 금융기관에서 학비를 납입하는 경우에는 합격통지서에 동봉된 ‘계좌이체（납입）의뢰서’를 이용해 주십시오 .

● 학비 납입금 중 입학금 (25 만엔 ) 은 , 어떤 이유가 있어도 반환 불가합니다 .

● 기일이 지나도 입학 수속을 진행하지 않거나 연락이 없는 경우에는 입학사퇴로 판단할 수 있습니다 .

※ 사정으로 입학을 사퇴하는 경우는, P16을 참조하여 기일 내에 입학사퇴 수속을 완료해 주십시오.

학비 (납입금액・납입방법)
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학비 분할납입

고도조리기술 매니지먼트학과3년제 학과

제2학년

제3학년

제1학년
합격시（첫회） 4회분납 2회째 4회분납 3회째

2회분납 2회째 4회분납4회째

2025년３월중순 2025년６월말 2025년９월말 2025년12월중순

2026년３월중순 2026년６월말 2026년９월말 2026년12월중순

합격 통지를 받은 후, 
원칙상 2주일 이내 2024년６월말 2024년９월말 2024년12월중순

일괄납입

2회 분납

4회 분납

일괄납입

2회 분납

4회 분납

일괄납입

2회 분납

4회 분납

　1,650,000엔

　850,000엔

　450,000엔

-

-

400,000엔

-

800,000엔

400,000엔

-

-

400,000엔

-

-

368,500엔

-

737,000엔

368,500엔

-

-

368,500엔

-

-

391,500엔

-

783,000엔

391,500엔

-

-

391,500엔

　1,916,000엔

1,133,000엔

741,500엔

　1,524,000엔

　787,000엔

　418,500엔

조리기술 매니지먼트학과/제과기술 매니지먼트학과/일본요리 크리에이티브 경영학과2년제 학과
합격시（첫회） 4회분납 2회째 4회분납 3회째

2회분납 2회째 4회분납4회째

제2학년

제1학년

2025년３월중순 2025년６월말 2025년９월말 2025년12월중순

합격 통지를 받은 후, 
원칙상 2주일 이내 2024년６월말 2024년９월말 2024년12월중순

일괄납입

2회 분납

4회 분납

일괄납입

2회 분납

4회 분납

-

-

456,000엔

-

912,000엔

456,000엔

-

-

456,000엔

-

-

391,500엔

-

783,000엔

391,500엔

-

-

391,500엔

1,874,000엔

962,000엔

506,000엔

　1,916,000엔

　1,133,000엔

　741,500엔

조리사본과/제과위생사본과/일본요리본과1년제 학과
합격시（첫회） 4회분납 2회째 4회분납 3회째

2회분납 2회째 4회분납4회째

합격 통지를 받은 후, 
원칙상 2주일 이내 2024년６월말 2024년９월말 2024년12월중순

일괄납입

2회 분납

4회 분납

-

-

455,000엔

-

910,000엔

455,000엔

-

-

455,000엔

2,170,000엔

1,260,000엔

805,000엔
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학비 이외에 필요한 제반 경비

○ 고도조리기술 매니지먼트학과(3년제), 조리기술 매니지먼트학과(2년제)에서 사용하는 PC의 기종 등에 대해서는 입학 전에 안내해 드립니다.
○ 고도조리기술 매니지먼트학과(3년제), 조리기술 매니지먼트학과(2년제)의 연수 수업에는 연수처 기업까지의 이동교통비가 별도로 발생합니다.
○ 신청제로 운영되는 별과 연구강좌의 수강 및 연수여행 참가에는 별도 비용이 발생합니다.
○ 조리사본과에서 PC구입을 희망하는 분은 별도 구입 가능합니다.

○ PC기종 등에 관해서는 입학 전에 알려드립니다.
○ 신청제로 운영되는 별과 연구강좌의 수강 및 연수여행 참가에는 별도 비용이 발생합니다.

○ 일본요리 크리에이티브 경영학과(2년제)에서 사용하는 PC의 기종 등에 대해서는 입학 전에 안내해 드립니다.
○ 신청제로 운영되는 별과 연구강좌의 수강 및 연수여행 참가에는 별도 비용이 발생합니다.
○ 일본요리본과에서 PC구입을 희망하는 분은 별도 구입 가능합니다.

교과서·백색가운 1세트·제과 교재 세트·콤피툼(츠지조그룹 동창회) 회비·
학생공제·수업용PC(지정 기종, 개인소유가 됩니다)

교과서·백색가운 1세트·제과 교재 세트·콤피툼(츠지조그룹 동창회) 회비·
학생공제·수업용PC(지정 기종, 개인소유가 됩니다)

교과서·학생공제·제과위생사 면허 응시 비용

제1학년

제2학년

2
년
제
제과기술 매니지먼트학과

1
년
제
제과위생사본과

202,000엔정도

22,000엔정도

202,000엔정도

교과서·백색가운 1세트·식칼 세트·콤피툼(츠지조그룹 동창회) 회비
학생공제

1
년
제
일본요리본과 110,000엔정도

교과서·백색가운 1세트·식칼 세트·콤피툼(츠지조그룹 동창회) 회비
학생공제·수업용 컴퓨터(기종 지정 있음, 개인소유가 됩니다)

교과서·학생공제

제1학년

제2학년

2
년
제
일본요리 크리에이티브 
경영학과

237,000엔정도

7,000엔정도

내　역금　액

교과서·백색가운 1세트·조리 신발·식칼 세트·콤피툼(츠지조그룹 동창회) 회비
학생공제·수업용 컴퓨터(기종 지정 있음, 개인소유가 됩니다)

교과서·학생공제·조리사면허 신청 관계 비용 

제1학년

제2학년

2
년
제
조리기술 매니지먼트학과

237,000엔정도

30,000엔정도

교과서·교재인쇄비·백색가운 1세트·식칼 세트·
교외학습비·콤피툼(츠지조그룹 동창회) 회비·학생공제·
조리사면허 신청 관계 비용

1
년
제
조리사본과 159,000엔정도

교과서·백색가운 1세트·식칼 세트·콤피툼(츠지조그룹 동창회) 회비
학생공제·수업용 컴퓨터(기종 지정 있음, 개인소유가 됩니다)
입학 전 학습을 위한 과제 도서(참고서 용도로 입학 전에 개인 구입)

학생공제·조리사면허 신청 관계 비용

교과서·조리 신발·학생공제

제1학년

제2학년
3
년
제
고도조리기술 
매니지먼트학과

246,500엔정도

31,000엔정도

11,000엔정도제3학년

●  위 표는 작년도 예입니다 . 어디까지나 참고로만 확인해 주시기 바랍니다 .（내용이나 금액은 변경될 가능성이 있습니다） 
2024 년도 제반경비 ( 각종 교재 등의 신청・구입방법 ) 에 대해서는 2024 년 2 월 상순 경에 서면으로 안내해 드립니다 .

●  학생이 안심하고 학교생활을 보낼 수 있도록 학교에서 관리할 뿐만 아니라 일상생활까지 24 시간 보상하는 ‘학생 24 시간 공제’에 
모든 학생이 일률적으로 가입합니다 .

● 구매할 백색 가운의 수량・칼 세트의 내용에 따라 금액이 상이합니다 .
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장학금・학비 감면 제도・장려비

장
학
금 

제
도【
상
환 

불
필
요
】

　■ 요리 검정·과자 검정 자격 특대생 장학금 제도 입학 전 신청/입학 전 지급여부 결정

▶▶▶ 본교가 실시하는 요리 검정·과자 검정에서 우수한 성적을 거두고 장래 유용한 인재가 될 가능성이 있는 
자의 학업을 지원하는 제도 …… 요리 검정·과자 검정 URL▶▶https://ryouri-kentei.jp

입학 후 신청/입학 후 지급 여부 결정　■ 프랑스학교 유학 장학금 제도
▶▶▶ 프랑스학교 입학에 앞서 노력을 평가하는 장학금제도 

개　요

지급금액 30만엔

신청자격
아래①② 모두에 해당하는 자
　①프랑스학교 유학 코스에 재적하고 있는 자
　②2025년 츠지조그룹 프랑스학교에 합격한 자

※신청·전형·지급 방법은 입학 후에 안내해 드립니다.

정　원 프랑스 요리 연구과정 약간명/제과 연구과정 약간명

신청자격
아래 ①② 모두에 해당하는 자.
①신청 시에 본교가 추천하는 '요리 검정 2급'이상 또는 '제과 검정 2급' 취득자
②신청 다음 해에 본교에 입학할 의지를 가진 자

결과발표시기 2023년 12월 말 특대생 결정·통지

전형방법

●1차 서류 전형
2023년 10월 말(커리어 시트 및 작문으로 심사. 1차 전형 합격자에게 11월 상순에 결과 통지)
●2차 면접 전형
2023년 11월 중순~12월(온라인으로 실시)

제출서류

①요리검정·과자검정 자격 특대생 장학금제도 신청서
②커리어 시트(2매 세트)
③작문(2매 세트)
④검정 2급 이상의 합격인정증 사본
　※합격인정증 이외의 신청서류는 홈페이지에서 다운로드해 주십시오.
　　(합격인정증은 검정시험을 수험한 후 3주 이내에 검정사무국에서 우편으로 발송합니다.)

신청방법 신청 서류를 종합 입학 안내계로 간이서류 우편 발송

신청기간 2023년 7월 1일(토)~9월 30일(토)

정　원 14명 이내

입시구분 지급금액 100만엔   ※입학 후 1월 지급전 입시대상

개　요

지급금액 15만엔

신청자격
2024년 4월에 츠지조리사전문학교에 입학하여, 본 제도를 희망하는 유학생을 대상으로 한다(2023년도 
재적자 제외)
　●전 학과 대상

※신청·전형·지급 방법은 입학 후에 안내해 드립니다.

정　원 4명

입학 후 신청／입학 후 지급 여부 결정　■ 유학생 장학금 제도
▶▶▶ 유학생에 한하여 입학 후(재학 중)의 노력을 평가하는 장학금 제도

개　요

★유학생 한정★
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학
비 

감
면 

제
도

　■ 졸업생 자녀·형제자매 학비 감면 제도 입학 후 신청/입학 후 결정

개　요

신청자격
아래의 (1) 또는 (2) 중 어느 하나에 해당하는 자(단, 2023년도 이전 입학자는 제외)
　(1)재학생 및 졸업생의 자녀·형제자매인 자
　(2)동시에 입학하는 2촌 이내 중, 1명 한정

※신청·전형·지급 방법에 대해서는 입학 후에 안내해 드립니다.

정　원 정원 제한 없음(신청자격을 충족하는 신청자 전원)학비 감면액 15만 엔

▶▶▶ 츠지조그룹의 재학생 및 졸업생의 자녀·형제자매, 또는 동시에 입학하는 직계가족(2촌 이내) 중 1명에 대한 
학비 감면 제도

▶▶▶ 프랑스학교 지원자에 대한 학비 감면 제도

개　요

학비 감면액 30만 엔(프랑스학교의 입학금, 교육충실금)

신청자격
2024년 4월에 아래의 학과에 입학하여 졸업 후에 프랑스학교에 진학하는 자를 대상으로 한다.
　●고도조리기술 매니지먼트학과·조리기술 매니지먼트학과·조리사본과
　●제과기술 매니지먼트학과·제과위생사본과

정　원 정원 제한 없음(신청자격을 충족하는 신청자 전원)

신청기간 지원기간신청방법 프랑스학교 원서에 기입

　■ 더블 라이선스 학비 감면 제도 입학 후 신청/입학 후 결정

▶▶▶ 더블 라이선스 코스 지원자에 대한 학비 감면 제도

개　요

학비 감면액 35만 엔(진학하는 학교의 입학금, 교육충실금)

신청자격 아래의 코스에서 2025년 4월에 재진학하는 자를 대상으로 한다.
　●조리사본과 더블 라이선스 코스　　　●제과위생사본과 더블 라이선스 코스

정　원 정원 제한 없음(신청자격을 충족하는 신청자 전원)

신청기간 지원기간신청방법 신청 불필요(지원시에 등록)

신청기간 진학대상교 지원 시신청방법 신청 불필요(지원시에 등록)

　■ 재진학 학비 면제 제도 입학 후 신청

▶▶▶ 본 교의 다른 학과로 재진학을 지원하는 학비면제 제도

개　요

학비면제액 35만엔(입학금, 교육충실금)

신청자격
아래에 해당하는 자를 대상으로 한다.
●졸업 후에 다른 학과에 재진학하는 자
(조리사본과의 더블 라이선스 코스 또는 제과위생사본과 더블 라이선스 코스에서 재진학, 츠지조그룹 
프랑스학교에 진학하는 자 제외)

정　원 정원 없음(신청자격을 충족하는 신청자 전원)

　■ 프랑스학교 유학 학비 감면 제도 입학 후 신청/입학 후 결정
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　■ 사비 외국인 유학생 학습 장려비 입학 후 신청/입학 후 지급 여부 결정

문부과학성

개　요

지급금액 매월 48,000엔x12개월, 매월 48,000엔x6개월(2021년도 예)

신청자격

2024년도에 아래의 학과에 재적하며 본 제도를 희망하는 유학생을 대상으로 한다.
※자세한 신청자격은 일본학생지원기구의 홈페이지에서 확인해 주시기 바랍니다.
 ●조리기술 매니지먼트학과
 ●제과기술 매니지먼트학과

정　원 약간명(일본학생지원기구에서 본교에 통지)

※신청·전형·지급 방법은 입학 후에 안내해 드립니다. 

★유학생 한정★
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我們追求對本校之「辦學精神」有所共鳴，
並符合［招生方針］的學生。

● 辦學精神（說明）

「Docendo Discimus」為拉丁格言，意即「教學相長」，其涵義是:在教別人的同時也能增長自己的學問。據說是出自古代羅馬哲學家塞內卡寄

給友人信件中的某段，收錄於其著作《倫理書信集》之中。

自辻調集團創辦人──辻靜雄1960 年於大阪阿倍野創辦辻調理師學校（現辻調理師專門學校之前身）以來，便將「Docendo Discimus」奉為

體現思想與活動的教育信條，至今仍是綿延不絕※1 地在教職人員間傳承的辦學精神。

對於「Docendo Discimus」的精神，辻靜雄總是滿懷熱情地說道：「所謂學校，是透過授課將教職人員具備的所有知識與技能悉數傳授給學

生，而教職人員則持續重新自主學習的地方。學生之所以會努力學習，是因為我們教職人員也不間斷地努力學習。烹飪與製菓原本就無終點可

言。 要以此為業的人，一輩子都得努力學習。」

　

「Docendo Discimus」是我們教職人員的驕傲※2 與箴戒※3，而這句話也蘊含著此般心願：「希望繼承這份精神的畢業生們今後在實際從事飲

食工作時，也能持續自主學習，在培育後進的同時引領飲食文化的發展」。

※1　綿延不絕：未曾中斷，穩健持續之狀態　　※2　驕傲：自負、自尊　　※3　箴戒：為了不犯下過錯，於事前給予的提醒

Docendo Discimus
教學相長

辦 學 精 神

招生方針

1. 對本校特有之辦學精神深有共鳴，有強烈意願在本校學習者。

2.  想要學習烹飪或糕點相關知識與技能，同時培養能夠利用這些知識與技能解決問題所需的思
考力、判斷力與表現力等者。

3.  能主動學習，即使遭遇困難也不放棄，努力完成學業並下定決心在畢業後進入食品行業工作者。

本校的辦學精神    01
招生學科／招生名額／就學資訊    02
學科概要／取得證照（資格）    03-04
雙證書課程    05
法國分校留學課程    06
入學考試類別／報名資格／報名期間等    07-08
報名方法（網路報名）    09-10
報名文件    11-12

留學生履歷表填寫範例    13
報名文件的提交地址／檢定費（flywire）    14
入學考試／錄取與否通知／入學手續    15-16
學費（繳納金額與繳納方法）    17
學費的分期繳納    18
學費之外各種費用    19
獎學金／學費減免制度／獎勵費     20-22
在辻調理師專門學校學習時的相關事項    23-24
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■ 招生學科／招生名額

學科／班級 修業年限 招生名額 課程

高度調理技術餐飲經營管理學科 3年 40名

調理師專門課程
［調理師養成學科］

調理技術餐飲經營管理學科 ※1 2年 360名

調理師本科 ※2 ※3 ※4

烹飪班
1年 160名

西洋料理班

※1　調理技術餐飲經營管理學科的學生將從第2學年起進入日本料理深造班、西洋料理深造班或中國料理深造班。 
　　  各班之分配將以志願調查為基礎，並綜合考量第1學年的成績、出席狀況來決定。

※2　調理師本科的各班（烹飪班）（西洋料理班）額滿即止。

※3　調理師本科設有供學生在畢業後繼續進修製菓衛生師本科的雙證書課程。詳情請參閱P5。

※4　調理師本科設有供學生在畢業後至辻調集團法國分校留學的法國分校留學課程。詳情請參閱P6。

日本料理創意管理學科 ※9 2年 80名

衛生專門課程

日本料理本科 ※9 1年 80名

※9　從日本料理本科與日本料理創意管理學科畢業的學生無法在畢業時即刻取得「調理師證照」。 
　　  在餐飲店擁有2年以上烹飪經驗者方可獲得考試資格。

製菓技術餐飲經營管理學科 ※5 2年 280名

製菓衛生師專門課程
［製菓衛生師養成學科］

製菓衛生師本科 ※6 ※7 ※8

製菓班
1年 200名

洋菓子班

※5　製菓技術餐飲經營管理學科的學生將從第2學年起進入製菓綜合班、麵包咖啡綜合班或洋菓子深造班。 
        各班之分配將以志願調查為基礎，並綜合考量第1學年的成績、出席狀況來決定。

※6　製菓衛生師本科的各班（製菓班）（洋菓子班）額滿即止。

※7　製菓衛生師本科設有供學生在畢業後繼續進修調理師本科的雙證書課程。詳情請參閱P5。

※8　製菓衛生師本科設有供學生在畢業後至辻調集團法國分校留學的法國分校留學課程。詳情請參閱P6。

（正在申請學科開設許可／正在申請製菓衛生師養成設施認證）

招生學科／招生名額／就學資訊

■ 就學資訊

入學時期 2024 年 4 月

學期制度 上學期 ：4 月1日～ 9 月 30 日　／　下學期 ：10 月1日～次年 3 月 31日

授課日 週一～週五

授課時間 班會 9:00 ～ 9:10　／　上課 9:10 ～16:20

休息日

①週六（可能會上課）、週日
②國定假日
③暑假、寒假、春假
④校慶日
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學科概要／取得證照（資格與稱號）

調理師專門課程 製菓衛生師專門課程
（正在申請學科開設許可／正在申請製菓衛生師養成設施認證）

衛生專門課程

高度調理技術餐飲經營管理學科 調理技術餐飲經營管理學科
調理師本科

（烹飪班）（西洋料理班）
製菓技術餐飲經營管理學科

製菓衛生師本科
（製菓班）（洋菓子班）

日本料理創意管理學科 日本料理本科

學科概要

3年制的高度調理技術餐飲經營管理
學科目標在於培養能充分發揮烹飪
的力量，由此推動社會與世界發展
的廚師。讓學生能夠藉由烹飪，表
達出自己的想法，並與其他領域的
專家共同合作促進發展，成為能為
創造新的文化或商業做出貢獻的人
才。因此，本學科課程除了培養高
度調理技術等的「烹飪力」，也會
徹底培養能夠藉由烹飪表達出個人
主題的「思考力」。是一門為了擁
有遠大志向的學生而設的學科。

調理技術餐飲經營管理學科目標在
於透過2年時間的學習提高學生的專
業能力並幫助學生實現理想。第1學
年將學習所有領域的基礎技術。
第2學年起決定專攻領域，透過反覆
練習與運用來提高專業能力。除了
烹飪技術外，也提供豐富的管理與
溝通能力養成課程。培養能夠全面
學習烹飪並有助於烹飪行業之發展
的人才。

※ 第2學年起的專攻班之分配將以志
願調查為基礎，並綜合考量第1學
年的成績、出席狀況來決定。

調理師本科的最大特色是能夠讓學
生們在有限的1年時間中，學到法
式、義式、日式、中式等各式餐品
與糕點製作的基礎性技術。在這裡
獲得的技術和知識以及自發性持續
學習的態度，將為大家打下未來的
基礎，也是身為廚師不可或缺的寶
藏。
目標是讓學生成為擁有多樣化的觀
點，能持續活躍於餐飲行業的意志
堅強的人才。
 

●烹飪班
學習法式、義式、日式、中式等
各式餐品以及糕點方面的知識，
掌握各項基本技術。旨在幫助學
生打下身為調理師的基礎。

●西洋料理班
以法國料理與義大利料理為主，
集中學習專門知識與技術。

※ 關於雙證書課程和法國分校留學
課程，請參閱P5、6。

製菓技術餐飲經營管理學科的目標
在於透過2年的學習精進技術，培養
豐富的知識與專業意識。第1學年學
習基礎技術。第2學年決定好專攻領
域，反覆練習基本技能並提高技術
能力。結合豐富的實習、理論與教
養課，培養會思考、理解「為什麼
要這麼做」並能在現場自發性採取
行動的人才。

※ 第2學年起的專攻班之分配將以志
願調查為基礎，並綜合考量第1學
年的成績、出席狀況來決定。

製菓衛生師本科旨在提供成為甜點
師、麵包師、日式糕點師的「最速
課程」。學生們將在短暫的1年時間
內接觸西式糕點、日式糕點與麵包
製作等各種糕點領域，了解個中美
味，並集中學習基本技術與知識。
除了器具的使用方法到如何塗抹奶
油、如何擠壓等基本技術，還會學
習對於工作的心理覺悟以及態度。
幫助學生擁有多樣化的觀點，掌握
能夠持續活躍於業界的基本能力與
堅強意志。
 

●製菓班
透過西式糕點、日式糕點到麵包
製作等多樣化課程，掌握各項基
本技術與知識，打下職業糕點
師、麵包師的基礎。

●洋菓子班
以西式糕點為中心，集中學習專
門知識與技術。

※ 關於雙證書課程和法國分校留學
課程，請參閱P5、6。

第1年將學習日本料理所需的基本技
能和知識。
第2年進一步提升技能和知識，培養
不只能重現菜色更能創造新菜色的
能力。此外，讓學生學會以國際性
觀點看待事物，充分掌握創業和經
營管理知識。

透過以實習為主的課程，讓學生學
到日本料理所需的基本技能和知
識，並發展性地培養製作「壽司」
和「天婦羅」等專門菜色的能力，
成為即戰型人才。

說明 證照／資格／稱號 證照／資格／稱號

授予日本調理師法規定的調理師證照考
取資格。

調理師證照 調理師證照 調理師證照 調理師證照

※僅雙證書課程

日本餐飲設施必須設置的資格。
參加食品衛生責任者養成講座即可獲取。
（志願制）
＊調理師與製菓衛生師都屬於此類資格。

食品衛生責任者 食品衛生責任者

基於日本製菓衛生師法授予的國家資格。
修完製菓衛生師專門課程的第1年課程即
可獲得考試資格。製菓技術餐飲經營管
理學科的學生可在就讀期間考試。

製菓衛生師考試資格

※僅雙證書課程

製菓衛生師考試資格 製菓衛生師考試資格

授予日本文部科學省認定專門學校2年以
上學科畢業生的稱號。將獲得大學的轉
學資格。

專門士 專門士 專門士

日本社團法人全國調理師養成設施協會
將向在調理師養成設施修完2年制以上專
門課程者發放登記證，由此認證其為食
品綜合領域的專業人士。（志願制）

食品技術管理專門士 食品技術管理專門士

在大阪府實施的學科考試、實際技能考
試和鑑定考試中合格並完成登記，即可
在大阪府内的食品營業設施從事河豚處
理工作。（志願制）

大阪府河豚處理登記者 大阪府河豚處理登記者 大阪府河豚處理登記者 大阪府河豚處理登記者 大阪府河豚處理登記者

針對能夠正確並有效的在海外推廣日本
食物及飲食文化之魅力的人才的認定制
度。僅畢業時申請者可以獲取。
（日本農林水產省的認定制度）

海外人士的日本料理
烹飪技能認定
（白銀級）

海外人士的日本料理
烹飪技能認定
（白銀級）

海外人士的日本料理
烹飪技能認定
（白銀級）

※僅烹飪班

海外人士的日本料理
烹飪技能認定
（白銀級）

海外人士的日本料理
烹飪技能認定
（白銀級）
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調理師專門課程 製菓衛生師專門課程
（正在申請學科開設許可／正在申請製菓衛生師養成設施認證）

衛生專門課程

高度調理技術餐飲經營管理學科 調理技術餐飲經營管理學科
調理師本科

（烹飪班）（西洋料理班）
製菓技術餐飲經營管理學科

製菓衛生師本科
（製菓班）（洋菓子班）

日本料理創意管理學科 日本料理本科

學科概要

3年制的高度調理技術餐飲經營管理
學科目標在於培養能充分發揮烹飪
的力量，由此推動社會與世界發展
的廚師。讓學生能夠藉由烹飪，表
達出自己的想法，並與其他領域的
專家共同合作促進發展，成為能為
創造新的文化或商業做出貢獻的人
才。因此，本學科課程除了培養高
度調理技術等的「烹飪力」，也會
徹底培養能夠藉由烹飪表達出個人
主題的「思考力」。是一門為了擁
有遠大志向的學生而設的學科。

調理技術餐飲經營管理學科目標在
於透過2年時間的學習提高學生的專
業能力並幫助學生實現理想。第1學
年將學習所有領域的基礎技術。
第2學年起決定專攻領域，透過反覆
練習與運用來提高專業能力。除了
烹飪技術外，也提供豐富的管理與
溝通能力養成課程。培養能夠全面
學習烹飪並有助於烹飪行業之發展
的人才。

※ 第2學年起的專攻班之分配將以志
願調查為基礎，並綜合考量第1學
年的成績、出席狀況來決定。

調理師本科的最大特色是能夠讓學
生們在有限的1年時間中，學到法
式、義式、日式、中式等各式餐品
與糕點製作的基礎性技術。在這裡
獲得的技術和知識以及自發性持續
學習的態度，將為大家打下未來的
基礎，也是身為廚師不可或缺的寶
藏。
目標是讓學生成為擁有多樣化的觀
點，能持續活躍於餐飲行業的意志
堅強的人才。
 

●烹飪班
學習法式、義式、日式、中式等
各式餐品以及糕點方面的知識，
掌握各項基本技術。旨在幫助學
生打下身為調理師的基礎。

●西洋料理班
以法國料理與義大利料理為主，
集中學習專門知識與技術。

※ 關於雙證書課程和法國分校留學
課程，請參閱P5、6。

製菓技術餐飲經營管理學科的目標
在於透過2年的學習精進技術，培養
豐富的知識與專業意識。第1學年學
習基礎技術。第2學年決定好專攻領
域，反覆練習基本技能並提高技術
能力。結合豐富的實習、理論與教
養課，培養會思考、理解「為什麼
要這麼做」並能在現場自發性採取
行動的人才。

※ 第2學年起的專攻班之分配將以志
願調查為基礎，並綜合考量第1學
年的成績、出席狀況來決定。

製菓衛生師本科旨在提供成為甜點
師、麵包師、日式糕點師的「最速
課程」。學生們將在短暫的1年時間
內接觸西式糕點、日式糕點與麵包
製作等各種糕點領域，了解個中美
味，並集中學習基本技術與知識。
除了器具的使用方法到如何塗抹奶
油、如何擠壓等基本技術，還會學
習對於工作的心理覺悟以及態度。
幫助學生擁有多樣化的觀點，掌握
能夠持續活躍於業界的基本能力與
堅強意志。
 

●製菓班
透過西式糕點、日式糕點到麵包
製作等多樣化課程，掌握各項基
本技術與知識，打下職業糕點
師、麵包師的基礎。

●洋菓子班
以西式糕點為中心，集中學習專
門知識與技術。

※ 關於雙證書課程和法國分校留學
課程，請參閱P5、6。

第1年將學習日本料理所需的基本技
能和知識。
第2年進一步提升技能和知識，培養
不只能重現菜色更能創造新菜色的
能力。此外，讓學生學會以國際性
觀點看待事物，充分掌握創業和經
營管理知識。

透過以實習為主的課程，讓學生學
到日本料理所需的基本技能和知
識，並發展性地培養製作「壽司」
和「天婦羅」等專門菜色的能力，
成為即戰型人才。

說明 證照／資格／稱號 證照／資格／稱號

授予日本調理師法規定的調理師證照考
取資格。

調理師證照 調理師證照 調理師證照 調理師證照

※僅雙證書課程

日本餐飲設施必須設置的資格。
參加食品衛生責任者養成講座即可獲取。
（志願制）
＊調理師與製菓衛生師都屬於此類資格。

食品衛生責任者 食品衛生責任者

基於日本製菓衛生師法授予的國家資格。
修完製菓衛生師專門課程的第1年課程即
可獲得考試資格。製菓技術餐飲經營管
理學科的學生可在就讀期間考試。

製菓衛生師考試資格

※僅雙證書課程

製菓衛生師考試資格 製菓衛生師考試資格

授予日本文部科學省認定專門學校2年以
上學科畢業生的稱號。將獲得大學的轉
學資格。

專門士 專門士 專門士

日本社團法人全國調理師養成設施協會
將向在調理師養成設施修完2年制以上專
門課程者發放登記證，由此認證其為食
品綜合領域的專業人士。（志願制）

食品技術管理專門士 食品技術管理專門士

在大阪府實施的學科考試、實際技能考
試和鑑定考試中合格並完成登記，即可
在大阪府内的食品營業設施從事河豚處
理工作。（志願制）

大阪府河豚處理登記者 大阪府河豚處理登記者 大阪府河豚處理登記者 大阪府河豚處理登記者 大阪府河豚處理登記者

針對能夠正確並有效的在海外推廣日本
食物及飲食文化之魅力的人才的認定制
度。僅畢業時申請者可以獲取。
（日本農林水產省的認定制度）

海外人士的日本料理
烹飪技能認定
（白銀級）

海外人士的日本料理
烹飪技能認定
（白銀級）

海外人士的日本料理
烹飪技能認定
（白銀級）

※僅烹飪班

海外人士的日本料理
烹飪技能認定
（白銀級）

海外人士的日本料理
烹飪技能認定
（白銀級）



5

繁

雙證書課程（1年＋1年））

■ 雙證書課程
●  調理師本科畢業後進修製菓衛生師本科的課程。  

或製菓衛生師本科畢業後進修調理師本科。

● 目標為利用2年的時間掌握烹飪和糕點兩項技術和知識，以期擴大未來職業的選項。

■ 學費 第二學年繼續進修時，將從學費中免除入學金（250,000日圓）與教育充實費（100,000日圓）。

2024年度入学

調理師本科
或

製菓衛生師本科

入學金 250,000日圓

教育充實費 100,000日圓

授課費 1,090,000日圓

實習費 730,000日圓

合計 2,170,000日圓

2025年度入学

製菓衛生師本科
或

調理師本科

入學金 免 除

教育充實費 免 除

授課費 1,090,000日圓

實習費 730,000日圓

合計 1,820,000日圓

○ 2025年度的學費之外各種費用將於確定進修後通知。

■ 證照／資格

調理師本科
（烹飪班）（西洋料理班）

入 學

製菓衛生師本科
（製菓班）（洋菓子班）

入 學
2024年4月

2025年3月
畢 業

調理師證照

畢 業

製菓衛生師考試資格

畢業後 製菓衛生師 應試

調理師本科
（烹飪班）（西洋料理班）

繼續進修

製菓衛生師本科
（製菓班）（洋菓子班）

繼續進修
2025年4月

製菓衛生師 應試
在學期間會提供應試支援

※第2學年起的進修學科將以志願調查為基礎，並綜合考量第1學年 
　就讀學科的成績、出席狀況來決定。（並非只要提出申請即可就讀）

2026年3月
畢 業

調理師證照

畢 業

製菓衛生師考試資格
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法國分校留學課程（1年＋留學））

■ 法國分校的學費與各種費用（以2023年度為例）

項　目 金　額 備　註

課費 1,398,000日圓

實習費 1,140,000日圓

住宿費 510,000日圓 含水電費、假日的伙食費

簽證、居留許可申請費 60,000日圓

實地研修管理費 150,000日圓 研修期間的支援費用

合 計 3,258,000日圓

■ 學費之外其他所需各種費用（以2022年度為例）

項　目 金　額 備　註

海外留學生保險 150,810日圓〜

來回機票（以團體搭乘為例） 255,000日圓 須另行加計燃油附加費

其他   20,000日圓 實習用長褲、短帽等

研修時的生活費

法國料理研究課程生

　月平均 10,000日圓～20,000日圓

製菓研究課程生

　月平均 20,000日圓～30,000日圓
※ 研修期間將由研修設施提供住宿。

○  法國分校分為春季課程（4月啟程）和秋季課程（10月啟程）。 
確定課程時將充分考量學生志願，但可能無法進修第1志願課程。

○  修完法國分校的本科課程（約5個月）後，將對報名者實施約5個月的實地研修。 
關於可否參加研修與研修地點，將根據學生在法國分校的成績等進行綜合考量後決定。

○  若報名者因中途退學等原因失去學籍，或因在校期間成績、出席情況以及健康狀態等不佳而被判斷為難以履修法國分校課程或向其提供當地生活醫療
支援措施時，可能無法留學。 
另外也可能會因為社會形勢等原因取消行程或中斷課程。

○ 辻調集團法國分校不屬於日本學生支援機構獎學金頒發對象。

■ 法國分校的報名方法及考試日程
[報名方法] 
  ① 提前報名　僅適用於留學課程就讀生
  ② 普通報名　適用於非留學課程就讀生的本校在校生與畢業生

[考試日程]

2024年5月
留學課程就讀生
提前報名

2024年6月
留學課程就讀生
入學考試（筆試、面試）

※ 錄取與否及就讀課程（春季或秋季）將根據考試
結果以及就讀學科的成績與出席狀況來決定。

2024年7月～ 普通報名（第1次、第2次）

※普通報名（第1次）將於6月前後通知。
※普通報名（第2次）僅於尚有缺額時實施。

■ 法國分校留學課程
● 本校調理師本科或是製菓衛生師本科的學生畢業後前往辻調集團法國分校留學的留學準備課程。

●  可從就讀本校時參加特別講座「留學生活支援課程」（免費）。 
本講座為辻調集團針對有意前往法國分校留學者舉辦的特別獨家講座。為了讓大家儘早適應留學生活，將提前教導法國的
生活習慣、授課重點、必要法語能力（專業術語與簡單對話）等，同時幫助學生自主學習。

●  可以提前參加僅針對留學課程就讀生舉辦的入學考試。 
※敬請參閱下方法國分校的報名方法以及考試日程介紹。

● 為法國分校留學獎學金制度的評選對象。制度詳情請參閱P20。 
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入學考試類別 報名資格 評選方法 報名期間／招生對象／考試日程 獎學金／學費減免制度／獎勵費

留學生入學考試

以在留資格「留學」入學，且同時滿足A與B項條件者
（但是，關於B項條件，符合1～5中任意一項即可）

A   修畢12年以上學校教育者  
（※原則上需要修畢第12年的正規學校教育課程。）

或是與此同等、修完日本文部科學大臣指定的日本大學入學準備教育課程者

B -1   ① 報名本校時已經在日本語教育機構學習滿6個月以上（僅限認定課程） 
或者 
② 正在日本語教育機構就讀，且在進入本校之前修滿6個月以上（僅限認定課程）課程者
〇日本語教育機構
指的是《根據出入國管理及難民認定法第7條第1項第2號基準規定，並依照省令規定之留學在留資格相關基準而
指定的日本語教育機構》中公佈的日本語教育機構等。

B -2  通過日本語能力試驗（JLPT）N1或N2者
〇 日本語能力試驗在日本國內是由公益財團法人日本國際教育支援協會（JEES）舉辦。在海外則由日本國際交

流基金會（Japan Foundation）在當地機構協助下舉辦。

B -3  日本留學試驗（EJU）之日語科目得分在200分以上者
〇日本留學試驗由獨立行政法人日本學生支援機構（JASSO）於日本國內外舉辦。

B -4  BJT商務日語能力考試得分在400分以上者
〇 BJT商務日語能力考試是由公益財團法人日本漢字能力檢定協會舉辦。

B -5   於日本學校（日本學校教育法第1條所規定的幼稚園以外的學校）受過1年以上教育者。
（包含短期大學、大學的1年以上別科日語課程）

入學考試與報名文件

〇有日本語能力認定
→線上面試

〇無日本語能力認定
→到校筆試與面試
（入學考試詳情請參閱P15）

　

＜第1次招生＞
對　　象 ： 所有符合報名資格者
期　　間 ： 2023年9月1日（週五）～

9月7日（週四）
受理方法 ： 報名文件備齊即可受理
考試日程 ：  2023年9月24日（週日） 

或 
2023年10月7日（週六）

＜第2次招生＞
對　　象 ： 所有符合報名資格者
期　　間 ： 2023年9月8日（週五）～

10月5日（週四）
受理方法 ： 即使仍在報名期間，也是額滿即止。
考試日程 ： 2023年10月22日（週日）

＜第3次招生＞
對　　象 ： 符合報名資格且居住於日本國外者
期　　間 ： 2023年10月6日（週五）～

12月26日（週二）
受理方法 ： 即使仍在報名期間，也是額滿即止。
考試日程 ： 2023年11月起每個月舉辦

對　　象 ： 符合報名資格且居住於日本國內者
期　　間 ： 2023年10月6日（週五）～

2024年3月6日（週三）
受理方法 ： 即使仍在報名期間，也是額滿即止。
考試日程 ： 2023年11月起每個月舉辦

料理檢定、菓子檢定資格特待生獎學
金（P20）

留學生獎學金（P20）

法國分校留學獎學金（P20）

畢業生子女與兄弟姊妹學費減免
（P21）

法國分校留學學費減免（P21）

雙證書課程學費減免（P21）

繼續進修學費減免（P21）

自費外國人留學生學習獎勵費
（P22）

AO入學考試
以在留資格「留學」入學，且在日本高中以上學校就讀1年以上，預計於2024年3月畢業者
　　入學要點不同。請申請「2024入學要點」。
　　  ０１２０－２４－２４１８　　　Mail：ryugakusei@tsuji.ac.jp

一般入學考試
以其他在留資格（定住者、家族滯在、配偶者等）入學者
　　入學要點不同。請申請「2024入學要點」。
　　  ０１２０－２４－２４１８　　　Mail：ryugakusei@tsuji.ac.jp

辻調獨家獎學金

學費減免

獎勵費

入學考試類別／報名資格／報名期間等
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入學考試類別 報名資格 評選方法 報名期間／招生對象／考試日程 獎學金／學費減免制度／獎勵費

留學生入學考試

以在留資格「留學」入學，且同時滿足A與B項條件者
（但是，關於B項條件，符合1～5中任意一項即可）

A   修畢12年以上學校教育者  
（※原則上需要修畢第12年的正規學校教育課程。）

或是與此同等、修完日本文部科學大臣指定的日本大學入學準備教育課程者

B -1   ① 報名本校時已經在日本語教育機構學習滿6個月以上（僅限認定課程） 
或者 
② 正在日本語教育機構就讀，且在進入本校之前修滿6個月以上（僅限認定課程）課程者
〇日本語教育機構
指的是《根據出入國管理及難民認定法第7條第1項第2號基準規定，並依照省令規定之留學在留資格相關基準而
指定的日本語教育機構》中公佈的日本語教育機構等。

B -2  通過日本語能力試驗（JLPT）N1或N2者
〇 日本語能力試驗在日本國內是由公益財團法人日本國際教育支援協會（JEES）舉辦。在海外則由日本國際交

流基金會（Japan Foundation）在當地機構協助下舉辦。

B -3  日本留學試驗（EJU）之日語科目得分在200分以上者
〇日本留學試驗由獨立行政法人日本學生支援機構（JASSO）於日本國內外舉辦。

B -4  BJT商務日語能力考試得分在400分以上者
〇 BJT商務日語能力考試是由公益財團法人日本漢字能力檢定協會舉辦。

B -5   於日本學校（日本學校教育法第1條所規定的幼稚園以外的學校）受過1年以上教育者。
（包含短期大學、大學的1年以上別科日語課程）

入學考試與報名文件

〇有日本語能力認定
→線上面試

〇無日本語能力認定
→到校筆試與面試
（入學考試詳情請參閱P15）

　

＜第1次招生＞
對　　象 ： 所有符合報名資格者
期　　間 ： 2023年9月1日（週五）～

9月7日（週四）
受理方法 ： 報名文件備齊即可受理
考試日程 ：  2023年9月24日（週日） 

或 
2023年10月7日（週六）

＜第2次招生＞
對　　象 ： 所有符合報名資格者
期　　間 ： 2023年9月8日（週五）～

10月5日（週四）
受理方法 ： 即使仍在報名期間，也是額滿即止。
考試日程 ： 2023年10月22日（週日）

＜第3次招生＞
對　　象 ： 符合報名資格且居住於日本國外者
期　　間 ： 2023年10月6日（週五）～

12月26日（週二）
受理方法 ： 即使仍在報名期間，也是額滿即止。
考試日程 ： 2023年11月起每個月舉辦

對　　象 ： 符合報名資格且居住於日本國內者
期　　間 ： 2023年10月6日（週五）～

2024年3月6日（週三）
受理方法 ： 即使仍在報名期間，也是額滿即止。
考試日程 ： 2023年11月起每個月舉辦

料理檢定、菓子檢定資格特待生獎學
金（P20）

留學生獎學金（P20）

法國分校留學獎學金（P20）

畢業生子女與兄弟姊妹學費減免
（P21）

法國分校留學學費減免（P21）

雙證書課程學費減免（P21）

繼續進修學費減免（P21）

自費外國人留學生學習獎勵費
（P22）

AO入學考試
以在留資格「留學」入學，且在日本高中以上學校就讀1年以上，預計於2024年3月畢業者
　　入學要點不同。請申請「2024入學要點」。
　　  ０１２０－２４－２４１８　　　Mail：ryugakusei@tsuji.ac.jp

一般入學考試
以其他在留資格（定住者、家族滯在、配偶者等）入學者
　　入學要點不同。請申請「2024入學要點」。
　　  ０１２０－２４－２４１８　　　Mail：ryugakusei@tsuji.ac.jp

辻調獨家獎學金

學費減免

獎勵費
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■信用卡 ※可以使用非考生本人名義的信用卡。

※便利商店支付所需的各種編號將在完成報名後顯示。■日本國內的便利商店 現金支付

■金融機構ATM（Pay-easy） 現金支付 提款卡

使用支援
郵儲銀行、
Pay-easy的
ATM

收納機構編號處請輸入
【58082】

輸入顧客編號、
確認編號

請選擇付款方式，
（現金或提款卡）

支付入學檢定費金、各種費用（Pay-easy）

選擇

門市收銀台

請務必領取處理明細兼收據

持機器列印出的
申請券至收
銀台進行付款

請務必領取收據（發票樣式）

7-ELEVEN

門市收銀台

Daily Yamazaki

Loppi

LAWSON、MINISTOP

輸入 6碼付
款受理編號

輸入報名時註冊的
「電話號碼」等

確認付款內容

選擇

「持有各種編號」

多功能影印機

FamilyMart

輸入第 1編號

輸入第 2編號

確認付款內容

Club Station

Seicomart

到收銀台告訴
店員要進行
「線上結帳」

到收銀台告訴
店員要進行
「線上結帳」

於觸控板輸入
「線上結帳編號」

輸入報名時註冊的
「電話號碼」等

確認付款內容

選擇

「支付各種網路
受理費用」

輸入
「線上結帳編號」

至收銀台出示發行的申請券（受理單），
以現金支付入學檢定費

※請在申請券（受理單）發行後30分鐘以內前往收銀台付款。

Step５ 入學檢定費的繳納 ※請自行負擔付款手續費。

點選「付款手續」，在報名後1週內完成付款。

請注意！

Step６ 於報名後一周內提交報名資料（參閱P11·P12）

①準備照片檔案　（使用智慧型手機、數位相機拍攝的檔案）
※必須是3個月內拍攝的照片（正面半身脫帽室內照）

②準備課題作文 ：課題為「請具體描述您從本校畢業後的規劃、報考志願學科的理由以及
　入學後想要學習的內容」，字數不少於300字。

Step１ 資料輸入前的準備

Step３ 登入網路報名頁面

點選「初めて出願される方」。 進入網路報名註冊頁面。填寫電子郵件信箱，點
選「送信する」。

系統將向您填寫的電子郵件信箱發送「ネット出
願アカウント登録確認」郵件，請點選郵件中的
確認用網址，完成註冊。

▶ ▶

Step４ 報名登記 ※僅可在報名期間填寫

登入後，點選頁面中的「新規出願」。 入學考試類別選擇
　選擇入學考試類別「留学生入試」

▶ ▶

選擇考試（隨時）日、付款方法
　可選擇1 便利商店結算　

2 銀行轉賬（Pay-easy） 3 信用卡　繳費。

詳細填寫個人資料
　填寫出生日期與學歷等。

▶ ▶

Step２ 請使用智慧型手機或電腦進入下述網址

報名頁面要求以漢字填寫姓名，但是請務必以片假名填寫。如果填寫日本不用的漢字，支付入學
檢定費時將發生錯誤。

超過期限（報名日起一週內）將無法繳費。

若在報名截止日前一週內報名，則以報名截止日為繳費截止日。

○住在日本國外，無法使用上述支付方法的人士請參閱P14。

0120-24-2418（僅日本國）網路報名相關問題洽詢處 ✉ nyugakujimushitsu@tsuji.ac.jp

選擇學科與班級
選擇想要就讀的學科與班級

填寫課題、提問項目
按照畫面指示，填寫或選擇課題與提問項目。
課題：請具體描述您從本校畢業後的規劃、

報考志願學科的理由以及入學後
想要學習的內容（不少於300字）。

辻
辻
簡体字

https://www.syutsugan.net/tsuji   ▶

選擇

「付款／儲值」

選擇

「輸入編號」

報名方法（網路報名）
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■信用卡 ※可以使用非考生本人名義的信用卡。

※便利商店支付所需的各種編號將在完成報名後顯示。■日本國內的便利商店 現金支付

■金融機構ATM（Pay-easy） 現金支付 提款卡

使用支援
郵儲銀行、
Pay-easy的
ATM

收納機構編號處請輸入
【58082】

輸入顧客編號、
確認編號

請選擇付款方式，
（現金或提款卡）

支付入學檢定費金、各種費用（Pay-easy）

選擇

門市收銀台

請務必領取處理明細兼收據

持機器列印出的
申請券至收
銀台進行付款

請務必領取收據（發票樣式）

7-ELEVEN

門市收銀台

Daily Yamazaki

Loppi

LAWSON、MINISTOP

輸入 6碼付
款受理編號

輸入報名時註冊的
「電話號碼」等

確認付款內容

選擇

「持有各種編號」

多功能影印機

FamilyMart

輸入第 1編號

輸入第 2編號

確認付款內容

Club Station

Seicomart

到收銀台告訴
店員要進行
「線上結帳」

到收銀台告訴
店員要進行
「線上結帳」

於觸控板輸入
「線上結帳編號」

輸入報名時註冊的
「電話號碼」等

確認付款內容

選擇

「支付各種網路
受理費用」

輸入
「線上結帳編號」

至收銀台出示發行的申請券（受理單），
以現金支付入學檢定費

※請在申請券（受理單）發行後30分鐘以內前往收銀台付款。

Step５ 入學檢定費的繳納 ※請自行負擔付款手續費。

點選「付款手續」，在報名後1週內完成付款。

請注意！

Step６ 於報名後一周內提交報名資料（參閱P11·P12）

①準備照片檔案　（使用智慧型手機、數位相機拍攝的檔案）
※必須是3個月內拍攝的照片（正面半身脫帽室內照）

②準備課題作文 ：課題為「請具體描述您從本校畢業後的規劃、報考志願學科的理由以及
　入學後想要學習的內容」，字數不少於300字。

Step１ 資料輸入前的準備

Step３ 登入網路報名頁面

點選「初めて出願される方」。 進入網路報名註冊頁面。填寫電子郵件信箱，點
選「送信する」。

系統將向您填寫的電子郵件信箱發送「ネット出
願アカウント登録確認」郵件，請點選郵件中的
確認用網址，完成註冊。

▶ ▶

Step４ 報名登記 ※僅可在報名期間填寫

登入後，點選頁面中的「新規出願」。 入學考試類別選擇
　選擇入學考試類別「留学生入試」

▶ ▶

選擇考試（隨時）日、付款方法
　可選擇1 便利商店結算　

2 銀行轉賬（Pay-easy） 3 信用卡　繳費。

詳細填寫個人資料
　填寫出生日期與學歷等。

▶ ▶

Step２ 請使用智慧型手機或電腦進入下述網址

報名頁面要求以漢字填寫姓名，但是請務必以片假名填寫。如果填寫日本不用的漢字，支付入學
檢定費時將發生錯誤。

超過期限（報名日起一週內）將無法繳費。

若在報名截止日前一週內報名，則以報名截止日為繳費截止日。

○住在日本國外，無法使用上述支付方法的人士請參閱P14。

0120-24-2418（僅日本國）網路報名相關問題洽詢處 ✉ nyugakujimushitsu@tsuji.ac.jp

選擇學科與班級
選擇想要就讀的學科與班級

填寫課題、提問項目
按照畫面指示，填寫或選擇課題與提問項目。
課題：請具體描述您從本校畢業後的規劃、

報考志願學科的理由以及入學後
想要學習的內容（不少於300字）。

辻
辻
簡体字

https://www.syutsugan.net/tsuji   ▶

選擇

「付款／儲值」

選擇

「輸入編號」
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■ 報名文件
請備齊A～E相符各項表格所列資料，並在網路報名後1週內郵寄至P14的■報名文件的提交地址。

Ａ.  正在或曾經就讀日本語教育機構（=日語學校）（包括中途退學者）

繳交資料 說明（重要）

1
高中或大學的
畢業證明書（正本）或
畢業證書（影本）

・修畢12年以上學校教育之證明
・母語或英文版

※若非以英語記載之畢業證明文件，須附上日語翻譯。
※照片不可

2
日本語教育機構的

① 成績證明書　　② 出席證明書　　③ 畢業或預定畢業之證明書
※中途退學者請提交在校證明以代替畢業證明書。

3

請提交以下日語能力證明書中您所持有的所有文件（沒有則無需提交）

a． N2以上的「日本語能力試驗（JLPT）認定結果以及成績證明書」（正本）或 
N2以上的「日本語能力認定書」＜附帶面部照片＞（影本）

b．日本留學試驗（EJU）准考證＜附帶面部照片＞（影本）

c．400分以上的「BJT商務日語能力考試認定書」（向學校提交用）

4
留學生履歷表
※請參考P13的填寫範例填寫。

請前往辻調集團GLOBAL SITE下載。

https://www.tsuji.ac.jp/form/

Ｂ.  未曾就讀日本語教育機構（=日語學校）

繳交資料 說明（重要）

1
高中或大學的
畢業證明書（正本）或
畢業證書（影本）

・修畢12年以上學校教育之證明
・母語或英文版

※若非以英語記載之畢業證明文件，須附上日語翻譯。
※照片不可

2

請提交以下日語能力證明書中您所持有的所有文件

a． N2以上的「日本語能力試驗（JLPT）認定結果以及成績證明書」（正本）或 
N2以上的「日本語能力認定書」＜附帶面部照片＞（影本）

b．日本留學試驗（EJU）准考證＜附帶面部照片＞（影本）

c．400分以上的「BJT商務日語能力考試認定書」（向學校提交用）

d． 於日本學校教育法第1條規定的小學以上的日本學校受過1年以上教育之證明。 
※畢業或在校證明書

3
留學生履歷表
※請參考P13的填寫範例填寫。

請前往辻調集團GLOBAL SITE下載。

https://www.tsuji.ac.jp/form/

Ｃ.  正在以在留資格「留學」在日本的高中就讀者 

繳交資料 說明（重要）

1 日本高中的調查書 日本學校教育法第1條規定的高中出具的調查書

2

請提交以下日語能力證明書中您所持有的所有文件（沒有則無需提交）

a． N2以上的「日本語能力試驗（JLPT）認定結果以及成績證明書」（正本）或 
N2以上的「日本語能力認定書」＜附帶面部照片＞（影本）

b．日本留學試驗（EJU）准考證＜附帶面部照片＞（影本）

c．400分以上的「BJT商務日語能力考試認定書」（向學校提交用）

3
留學生履歷表
※請參考P13的填寫範例填寫。

請前往辻調集團GLOBAL SITE下載。

https://www.tsuji.ac.jp/form/

各種證明請參閱
本冊最後一頁的樣本，

確認無誤後提交。

各種證明請參閱
本冊最後一頁的樣本，

確認無誤後提交。

各種證明請參閱
本冊最後一頁的樣本，

確認無誤後提交。

報名文件
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Ｄ.  以在留資格「留學」就讀日本的大學（短期大學）且預計將於2024年3月畢業或已經畢業 
※如果為大學（短期大學）的中途退學者，請提交「在校證明」與「高中畢業證明」來代替下表1-②「預定畢業證明書」。  

繳交資料 說明（重要）

1 日本大學（短期大學）的
①成績證明書　　②預定畢業證明書（或畢業證明書）

2
曾經就讀的日本語教育機構的

①成績證明書　　②出席證明書
③畢業證明書

※中途退學者請提交在校證明以代替畢業證明書。

3

請提交以下日語能力證明書中您所持有的所有文件（沒有則無需提交）

a． N2以上的「日本語能力試驗（JLPT）認定結果以及成績證明書」（正本）或 
N2以上的「日本語能力認定書」＜附帶面部照片＞（影本）

b．日本留學試驗（EJU）准考證＜附帶面部照片＞（影本）

c．400分以上的「BJT商務日語能力考試認定書」（向學校提交用）

4
留學生履歷表
※請參考P13的填寫範例填寫。

請前往辻調集團GLOBAL SITE下載。

https://www.tsuji.ac.jp/form/

E.  以在留資格「留學」就讀日本的專門學校（非日語學校）且預計將於2024年3月畢業或已經畢業 
※如果為專門學校的中途退學者，請提交「在校證明」來代替下表2-③「預定畢業證明書」。 

繳交資料 說明（重要）

1
高中

畢業證明書（正本）或
畢業證書（影本）

・ 修畢12年以上學校教育之證明
・ 以母語或英語記載之文件

※若非以英語記載之文件，須附上日語翻譯。
※照片不可

2 日本專門學校的
①成績證明書　　②出席證明書　　③預定畢業證明書（或畢業證明書）

3
曾經就讀的日本語教育機構的

①成績證明書　　②出席證明書
③畢業證明書

※中途退學者請提交在校證明以代替畢業證明書。

4

請提交以下日語能力證明書中您所持有的所有文件（沒有則無需提交）

a． N2以上的「日本語能力試驗（JLPT）認定結果以及成績證明書」（正本）或 
N2以上的「日本語能力認定書」＜附帶面部照片＞（影本）

b．日本留學試驗（EJU）准考證＜附帶面部照片＞（影本）

c．400分以上的「BJT商務日語能力考試認定書」（向學校提交用）

5
留學生履歷表
※請參考P13的填寫範例填寫。

請前往辻調集團GLOBAL SITE下載。

https://www.tsuji.ac.jp/form/

● 如「留學生履歷表」無法下載，請聯繫留學生招生洽詢處索取。

0120 － 24 － 2418　　　　ryugakusei@tsuji.ac.jp

各種證明請參閱
本冊最後一頁的樣本，

確認無誤後提交。

各種證明請參閱
本冊最後一頁的樣本，

確認無誤後提交。

*
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留學生履歷表填寫範例

■日本語能力を証明するもの Proof of Japanese language ability

西暦

　　　　　年　　　月

取得年月
Date of acquisition

スコア・級
Score・Level

N1 ・ N2

西暦

　　　　　年　　　月点

西暦

　　　　　年　　　月点

日本語能力試験 　Japanese-Language Proficiency Test (JLPT)

日本留学試験 　Examination for Japanese University Admission for International Students (EJU)

BJTビジネス日本語能力テスト 　BJT Business Japanese Proficiency Test

■家族（父・母・兄弟・配偶者） Family

氏 名
Name in English

住 所
Address

日本語、又は英語による連絡contact in Japanese or English  日本語Japanese(可Yes・不No)／英語English(可Yes・不No)

本人との関係 Relationship
(　　　　　　　　　　　　）

氏 名
Name in English

住 所
Address

TEL:

TEL:

E-mail:

E-mail:

日本語、又は英語による連絡contact in Japanese or English  日本語Japanese(可Yes・不No)／英語English(可Yes・不No)

本人との関係 Relationship
(　　　　　　　　　　　　）

■経費支弁者・支弁方法 Method of support to meet the expenses while in Japan

TEL:

経費支弁者分
Supporter

経費支弁者分
Supporter

円/年
Yen/per year

円/年
Yen/per year

円/年
Yen/per year

円/年
Yen/per year

円/年
Yen/per year

本人分
Self

本人分
Self

年 収
Annual income

（2）

2022　  1

2022　 12250

LEE　SEO JOON 父

#101, 111ho, Inasa-dong, Jongno-gu, Seoul, Korea

○○○＠tsuji.ac.ｊｐ

△△△＠tsuji.ac.ｊｐ

010-3333-4444

010-3333-4444

PARK　EUN KYUNG 母

#101, 111ho, Inasa-dong, Jongno-gu, Seoul, Korea

010-5555-6666

1,916,000 0

1,000,000 400,000

LEE　SEO JOON 8,250,000

Restaurant owner

　　　　■記入日：　　　　　年　　　月　　　日

留学生身上書
※必ずボールペン（黒または青）で記入してください。（消せるボールペンは使用不可）

年

年

年

年

年

年

在学期間 (Period of attendance)学校名 (Name of school)

■学歴 Educational background

　　　年　　　月　　　日

　　　年　　　月　　　日有効期限
Date of expiration

有効期限※

Date of expiration

フリガナ

氏　名

パスポート表記氏名
Name in English

国籍・地域
Nationality / Region

旅券番号
Passport No.

在留資格※

Status of residence

在留カード番号（12桁）※
Residence card number

生年月日  ＜性別＞
Date of Birth ＜Sex＞

母国住所
Home address

年　  月　  日  ＜男 ・ 女＞

postal code:

TEL:

E-mail address @

※日本国内在住者のみ

留学 ・ 特定活動 ・ 技術人文知識国際業務
その他（                      　　　　　　　  ）

名 (First Name, Middle Name)姓 (Family Name)

修業年限
Course term

都 道
府 県

（1）

2022　 9　  1

2025　 2　 15

2023　10　 20

1994 10　3

イ                     サンスン

李              三純
LEE             SAMSOON

韓国
16800

010-1111-2222
#101, 111ho, Insa-dong, Jongno-gu, Seoul, Korea

lee-samsoon123 gmail.com

M12345678

A B 1 2 3 4 5 6 7 8 C D

〇〇小学校
韓国

6 2002　 4　  2008  2

〇〇中学校
韓国

3 2008　 4　  2011   2

〇〇University
アメリカ

4 2014　 9　  2018 12

〇〇高等学校
韓国

3 2011　 4　 2014  3

〇〇日本語学校
大阪

1.5 2021 10　 2023  3

住在日本國內者請務必在「在留資格」欄中圈選

相符的在留資格，並填寫有效日期、12碼在留卡

編號。

學歷欄中請填寫所有就學經歷（英文或日文）。另

外，如果報名文件中提交的畢業證書（高中或大

學）為英文版，請以英文填寫；如為其他語言，則

以日文填寫。

發生緊急情況時，可供直接聯繫本國親屬。

請填寫1年大致需要的生活費（1個月的概略花費

×12）

請填寫支付學費、生活費者的資料。（本人負擔時

填寫本人姓名）

請將經費支付者的年收入換算成日圓後填寫。

請務必填寫經費支付者的公司名稱。
經費支付者無職業時，請填寫學費與生活費如
何負擔。

經費支付者及本人所負擔的金額，兩者合計必

須等於學費金額。

　　2、3年制 ：  191.6萬日圓（第1學年學費）
　　1年制　 ：  217萬日圓

住在日本國內時，請用英文填寫本國住址。

住在日本國外時，請用英文填寫現住址。

■Page1

■Page2
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辻調理師專門學校已與繳費平台flywire建起合作關係。
flywire提供可靠的國際學費匯款服務，廣泛應用於全世界的教育機構。

Step１ 前往以下網頁開始付款手續

Step3 完成付款後，請使用電子郵件告知以下①～③項資訊

✉ nyugakujimushitsu@tsuji.ac.jp

①報名者的姓名（片假名）　②支付日　③付款 ID（Payment ID）

優勢1
可向當地銀行付款，還可使用各種信用
卡、銀聯卡、支付寶等。

優勢2
全世界三處客服中心24小時全年無休，
隨時透過電話、電子郵件、Skype、
WeChat回覆顧客諮詢。

優勢3
付款手續除了透過電腦，也可使用移動
裝置輕鬆操作。

■ 無法在網路報名畫面中支付入學檢定費而選擇flywire支付時

報名文件的提交地址／檢定費（flywire）

■ 報名文件的提交地址 （信封請自行準備）

從日本國內郵寄

〒 545-0053
大阪市阿倍野区松崎町 3-16-11
辻調理師専門学校　入学事務室

從日本國外郵寄

3-16-11, Matsuzakicho, Abeno-ku, Osaka 
545-0053 JAPAN

Tsuji Culinary Institure　Admission Office
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入學考試、錄取與否通知、入學手續

■ 入學考試方法
對象 考試方法

有日本語能力認定

通過日本語能力試驗（JLPT）N1或N2者

僅線上面試日本留學試驗（EJU）之日文科目得分不低於200分者

BJT商務日語能力考試得分不低於400分者

無日本語能力認定

於日本語教育機構學習6個月以上（僅限認定課程）者

在報名學校實施筆試
與面試

正在日本語教育機構就讀，且在進入本校之前修完6個月以上（僅限認定

課程）教育課程者

於日本學校教育法第1條規定的日本學校（幼稚園除外）受過1年以上教
育者（包含短大、大學1年以上別科日語課程）

■ 入學考試日程
將於各報名期間指定的日程實施考試。

報名期間 入學考試日程

第1次招生

9/1～9/7

①2023年9月24日（週日）
或
②2023年10月7日（週六）

本校將從左側日程中選擇。

第2次招生

9/8～10/5
2023年10月22日（週日）

第3次招生

10/6～
11月以後每個月舉辦 受理報名後，將依次通知考試日期。

● 若報名文件未備齊，將無法參加入學考試。
● 考試時如需取得日本入境簽證，請自行申請簽證。

■ 入學考試的通知方法
線上面試 → 將向報名時填寫的電子郵件信箱發送通知。

在報名學校實施筆試與面試 → 將向報名時註冊的地址寄送准考證。

■ 錄取與否通知
評選後兩週內將郵寄錄取與否通知。

16
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■ 入學手續、其他日程

1
●「學生證記載事項確認單」
●「誓約書、保證書」 的提交
●「個人資料使用同意書」

請在收到錄取通知後2週內提交
● 隨附於錄取通知內
● 請確認內容，並填寫所有必要事項後寄回

2 繳納學費
請在收到錄取通知後2週內，
依希望的繳納方法（次數）繳納學費 （參閱P17・18）

3 在留期間更新或變更、
在留資格認定

繳納學費後，本校即會寄發入學許可書

＊居住於日本國內者＊
●在留資格於就讀本校之前期滿時

請自行（或由日本語教育機構）申請在留資格「留學」之更新或變更。申請時所需的「所屬機
關等作成用」資料請透過郵件向本校索取。
索取方法請見與錄取通知一同寄達的「入學手續Book」。
此外，申請時需要日本語教育機構出具的最新證明書（成績、出席證明書等）

●在留資格「留學」於就讀本校時尚未期滿
入學後，視更新時期而定，亦可由學校代為申請。

＊居住於日本國外者＊
本校將代為向出入境管理局申請辦理在留資格認定證明書的交付手續。（預定於12月申請）
本校將收到在留資格認定證明書後，與入學許可書一同郵寄，請攜帶在留資格認定證明書
及護照至本國日本大使館或領事館，申請留學簽證。

4 入學前學習計劃
為了讓大家有意義地度過入學前的寶貴時間，將開展入學前教育計劃。詳情將於合格後另
行通知。

5 入學前須知
將會郵寄入學儀式與廚師服、教科書、菜刀教材組等購買方法之詳細說明資料。

（約為2月上旬）

■ 放棄入學
報名後如因諸般事由欲放棄入學，請依照下述步驟進行相關手續。

● 申辦方法
① 請聯絡入學事務室。　☎06-6629-6621 （平日9 ：00～17 ：00）
② 由本校寄發「入學放棄書」。

③ 請填寫②之必要事項並蓋章後，在期限內連同錄取通知一併寄回下列地址。　

　【寄回地址】 〒545-0053　大阪市阿倍野区松崎町3-16-11　　辻調理師專門学校 入学事務室宛

　【截止日期】　2024年3月22日（週五）　※最後一天於下午5點截止受理。

 
● 關於退還學費

·於規定期限內完成上述放棄入學手續後，除了入學金以外的所繳納學費皆可退還。
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■ 學費　※學費已包含所有材料費。

金　額

明　細

授課費 實習費教育充實費入學金

1,916,000日圓

1,650,000日圓

1,524,000日圓

第1學年

第2學年

第3學年

3
年
課
程

高度調理技術餐飲經營管理學科

250,000日圓 1,026,000日圓

1,040,000日圓

1,034,000日圓

100,000日圓

50,000日圓

50,000日圓

540,000日圓

560,000日圓

440,000日圓

-

-

1
年
課
程
調理師本科 730,000日圓250,000日圓2,170,000日圓 100,000日圓 1,090,000日圓

1,916,000日圓

1,874,000日圓

第1學年

第2學年

2
年
課
程
調理技術餐飲經營管理學科

250,000日圓 1,026,000日圓

1,200,000日圓

100,000日圓

50,000日圓

540,000日圓

624,000日圓-

1
年
課
程
日本料理本科 850,000日圓250,000日圓2,170,000日圓 100,000日圓 970,000日圓

第1學年

第2學年

2
年
課
程
日本料理創意管理學科

1,916,000日圓

1,874,000日圓

250,000日圓 940,000日圓

1,100,000日圓

100,000日圓

50,000日圓

626,000日圓

724,000日圓-

第1學年

第2學年

2
年
課
程
製菓技術餐飲經營管理學科

1
年
課
程
製菓衛生師本科

1,916,000日圓

1,874,000日圓

2,170,000日圓 1,090,000日圓 730,000日圓100,000日圓250,000日圓

1,026,000日圓

1,200,000日圓

540,000日圓

624,000日圓

100,000日圓

50,000日圓

250,000日圓

-

■ 繳納方法等
● 學費可透過 flywire、金融機構臨櫃／金融機構 ATM ／網路銀行匯款。

● 可選擇 1次付清、分 2 次付清、分 4 次付清。分期繳納的學費總金額不變。

● 若選擇分期繳納，則請選擇分期次數，並如 P18 表格所示，按期繳納規定金額。

● 錄取時無法繳納第 2 學年以後的學費。

● 透過日本國內的金融機構繳納學費時，請使用隨錄取通知書附上的「匯款依賴書」。

● 無論理由為何，學費繳納金額中的入學金（25 萬日圓）恕不予退費。

● 若超過期限後仍未辦理入學手續，或本校未接獲聯絡，將有可能會視同放棄入學。

※ 因諸般事由欲放棄入學者，請參照P16規定，在指定期限前完成放棄入學手續。

學費（繳納金額、繳納方法）
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學費的分期繳納

高度調理技術餐飲經營管理學科3年課程學科

調理師本科／製菓衛生師本科／日本料理本科1年課程學科

第２學年

第３學年

第1學年

錄取時（第1次） 分4次付清第2次
分4次付清第3次
分2次付清第2次

分4次付清第4次

2025年３月中旬 2025年６月末 2025年９月末 2025年12月中旬

2026年３月中旬 2026年６月末 2026年９月末 2026年12月中旬

原則上為收到錄取通知後
兩週內 2024年６月末 2024年９月末 2024年12月中旬

1次付清

分2次付清

分4次付清

1次付清

分2次付清

分4次付清

1次付清

分2次付清

分4次付清

　1,650,000日圓

　850,000日圓

　450,000日圓

-

-

400,000日圓

-

800,000日圓

400,000日圓

-

-

400,000日圓

-

-

368,500日圓

-

737,000日圓

368,500日圓

-

-

368,500日圓

-

-

391,500日圓

-

783,000日圓

391,500日圓

-

-

391,500日圓

　1,916,000日圓

1,133,000日圓

741,500日圓

　1,524,000日圓

　787,000日圓

　418,500日圓

錄取時（第1次） 分4次付清第2次
分4次付清第3次
分2次付清第2次

分4次付清第4次

原則上為收到錄取通知後
兩週內 2024年６月末 2024年９月末 2024年12月中旬

1次付清

分2次付清

分4次付清

-

-

455,000日圓

-

910,000日圓

455,000日圓

-

-

455,000日圓

2,170,000日圓

1,260,000日圓

805,000日圓

調理技術餐飲經營管理學科／製菓技術餐飲經營管理學科／日本料理創意管理學科2年課程學科

錄取時（第1次） 分4次付清第2次
分4次付清第3次
分2次付清第2次

分4次付清第4次

第２學年

第１學年

2025年３月中旬 2025年６月末 2025年９月末 2025年12月中旬

原則上為收到錄取通知後
兩週內 2024年６月末 2024年９月末 2024年12月中旬

1次付清

分2次付清

分4次付清

1次付清

分2次付清

分4次付清

-

-

456,000日圓

-

912,000日圓

456,000日圓

-

-

456,000日圓

-

-

391,500日圓

-

783,000日圓

391,500日圓

-

-

391,500日圓

1,874,000日圓

962,000日圓

506,000日圓

　1,916,000日圓

　1,133,000日圓

　741,500日圓
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學費之外其他所需各種費用

○ 高度調理技術餐飲經營管理學科（3年課程）、調理技術餐飲經營管理學科（2年課程）所使用的電腦機種等會在入學前通知。
○ 參加高度調理技術餐飲經營管理學科（3年課程）、調理技術餐飲經營管理學科（2年課程）的研修課程時，須另行負擔前往研修企業的交通費。
○ 參加志願制別科研究講座或研修旅行時，須另行負擔費用。
○ 調理師本科的學生可以另行購買電腦。

○ 日本料理創意管理學科（2年課程）所使用的電腦機型等會在入學前通知。
○ 參加志願制別科研究講座或研修旅行時，須另行負擔費用。
○ 日本料理本科的學生可以另行購買電腦。

教科書、廚師服1套、製菓教材組、Compitum（辻調集團學校校友會）會費
學生意外傷害保險

教科書、廚師服1套、製菓教材組、Compitum（辻調集團學校校友會）會費
學生意外傷害保險

教科書、學生意外傷害保險、製菓衛生師證照取得相關費用

第1學年

第2學年

２
年
課
程
製菓技術餐飲經營管理學科

1
年
課
程
製菓衛生師本科

202,000圓左右

22,000圓左右

202,000圓左右

○ 電腦機種等會在入學前通知。 
○ 參加志願制研修旅行時，須另行負擔費用。

教科書、廚師服1套、糕點製作教材組、Compitum（辻調集團學校校友會）會費、
學生意外傷害保險、上課用電腦（指定機種、將屬個人所有）

1
年
課
程
日本料理本科 110,000圓左右

教科書、廚師服1套、糕點製作教材組、Compitum（辻調集團學校校友會）會費、
學生意外傷害保險、上課用電腦（指定機種、將屬個人所有）

教科書、學生意外傷害保險

第1學年

第2學年

２
年
課
程
日本料理創意管理學科

237,000圓左右

7,000圓左右

明　細金　額

教科書、廚師服1套、廚師鞋、菜刀組、Compitum（辻調集團學校校友會）會費
學生意外傷害保險、上課用電腦（指定機種，將屬個人所有）

教科書、學生意外傷害保險、調理師證照取得相關費用

第1學年

第2學年

２
年
課
程
調理技術餐飲經營管理學科

237,000圓左右

30,000圓左右

教科書、講義印刷費、廚師服1套、菜刀組、校外學習費
Compitum（辻調集團學校校友會）會費、學生意外傷害保險、
調理師證照取得相關費用

1
年
課
程
調理師本科 159,000圓左右

教科書、廚師服1套、菜刀組、Compitum（辻調集團學校校友會）會費
學生意外傷害保險、上課用電腦（指定機種，將屬個人所有）
入學前學習用的課題書籍（入學前自行購買當作參考書）

學生意外傷害保險、調理師證照取得相關費用

教科書、廚師鞋、學生意外傷害保險

第1學年

第2學年

3
年
課
程

高度調理技術餐飲經營管理學科

246,500圓左右

31,000圓左右

11,000圓左右第3學年

●  上方表格為前一年度的範例，內容僅供參考。（內容及金額可能有所變更） 
2024 年度的各種費用（各種教材等的申請與購買方法）將於 2024 年 2 月上旬左右透過書面形式通知。

●  為了讓學生可以安心致力於學業，所有學生皆須加入對在校時間及日常生活提供全天 24 小時保障支援的「學生 24 小時意外傷害
保險」。

● 金額依購買的廚師服的件數與菜刀組的內容而異。
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獎學金／學費減免制度／獎勵費

獎
學
金
制
度
︻
無
須
償
還
︼

申請資格
同時符合以下①②條件者。
①申請時取得本校建議的「料理檢定2級」以上資格或是「菓子檢定2級」資格者
②在申請的第二年希望進入本校就讀者

錄取發表時間 特待生將於2023年12月底決定、通知

評選方法

● 第1次文件審查
2023年10月底（以履歷表和作文進行評選。將於11月上旬通知1次審查合格者）
● 第2次面試審查
2023年11月中旬～12月（線上舉行）

繳交資料

①料理檢定或菓子檢定資格特待生獎學金制度申請書
②履歷表（一份兩張）
③作文（一份兩張）
④檢定2級以上的合格證書影本
　※合格證書以外的申請資料請到官網下載。
　　（檢定事務局將於檢定考試後3週內郵寄合格證書）

申請方法 請以簡易掛號將申請資料郵寄至綜合招生洽詢處

申請期間 2023年7月1日（週六）～9月30日（週六）

名　額 14名以内

入學考試類別 發放金額 100萬日圓　　※將於入學後的1月發放。所有入學考試類別

發放金額 15萬日圓

申請資格 以2024年4月進入辻調理師專門學校就讀，且有意申請本獎學金的留學生為對象（2023年度在校生除外）
　● 全部學科皆可

※關於申請、評選、發放的方法將於入學後說明。

名　額 4名  

入學後申請／入學後決定是否支付　■ 留學生獎學金制度
▶▶▶ 提供獎學金給入學後（在校期間）認真學習的留學生的制度

概　要

入學後申請／入學後決定是否支付　■ 法國分校留學獎學金制度
▶▶▶ 提供給為前往法國分校留學而認真學習的學生的獎學金制度

概　要

發放金額 30萬日圓

申請資格
同時符合以下①②條件者。
①正在就讀法國分校留學課程者
②通過2025年辻調集團法國分校入學考試者

※關於申請、評選、發放的方法將於入學後說明。

名　額 法國料理研究課程　數名／製菓研究課程　數名

　■ 料理檢定、菓子檢定資格特待生獎學金制度 入學前申請／入學前決定是否支付

▶▶▶ 支援於本校舉辦的料理檢定、菓子檢定取得優異成績，並且將來可能成為有用人才者念書的制度
 ⋯⋯ 料理檢定、菓子檢定的URL▶▶https://ryouri-kentei.jp

概　要

★僅限留學生★



21

繁

學
費
減
免
制
度

　■ 畢業生子女、兄弟姊妹學費減免制度 入學後申請／入學後決定

概　要

申請資格
符合下述（1）或（2）任一條件者（但是2023年度以前的入學者除外）
　（1）為在校生及畢業生的子女、兄弟姊妹者
　（2）和二親等以內的親屬同時入學，僅適用其中一位

※關於申請方法及申請時間將於入學後說明

名　額 名額不限（所有符合條件者皆可申請）學費減免額 15萬日圓

▶▶▶ 提供給辻調集團的在校生及畢業生的子女、兄弟姐妹，或和二親等以內的親屬同時入學時的其中
　　　一位的學費減免制度

▶▶▶ 報名法國分校課程者的學費減免制度

概　要

學費減免額 30萬日圓（法國分校的入學金、教育充實費）

申請資格
以2024年4月進入下述學科就讀，且畢業後將進修法國分校者為對象
　● 高度調理技術餐飲經營管理學科、調理技術餐飲經營管理學科、調理師本科
　● 製菓技術餐飲經營管理學科、製菓衛生師本科

名　額 名額不限（所有符合條件者皆可申請）

申請期間 報名期間申請方法 填寫法國分校申請書

　■ 雙證書課程學費減免制度 入學後申請／入學後決定

▶▶▶ 報名雙證書課程者的學費減免制度

概　要

學費減免額 35萬日圓（就讀學校的入學金、教育充實費）

申請資格 以2025年4月由以下課程繼續進修者為對象
　● 調理師本科雙證書課程　　● 製菓衛生師本科雙證書課程

名　額 名額不限（所有符合條件者皆可申請）

申請期間 報名期間申請方法 無須申請（報名時登記） 

申請期間 報名進修學校時申請方法 無須申請（報名時登記） 

　■ 繼續進修學費減免制度 入學後申請

▶▶▶ 幫助本校學生繼續進修本校其他學科的學費減免制度

概　要

學費減免額 35萬日圓（入學金、教育充實費）

申請資格

以符合以下條件者為對象
● 畢業後繼續進修其他學科者
（從調理師本科雙證書課程或製菓衛生師本科雙證書課程繼續進修以及前往辻調集團法國分校留學者
除外）

名　額 名額不限（所有符合資格者皆可申請）

　■ 法國分校留學學費減免制度 入學後申請／入學後決定
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獎
勵
費

　■ 自費外國人留學生學習獎勵費 入學後申請／入學後決定是否支付

日本文部科學省

概　要

發放金額 每月48,000日圓×12個月、每月48,000日圓×6個月（以2021年度為例）

申請資格

以2024年度時正在就讀下述學科，且有意申請本獎勵費的留學生為對象
※詳細申請資格請自行查閱日本學生支援機構的官方網站
　● 調理技術餐飲經營管理學科
　● 製菓技術餐飲經營管理學科

名　額 數名（將由日本學生支援機構聯絡本校）

※關於申請、評選、發放的方法將於入學後說明。

★僅限留學生★
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招 生 方 针

1．对本校独有的办学精神深感共鸣，并强烈想要在本校学习者。

2． 积极想要学习烹饪或糕点制作知识与技能，同时掌握利用相关知识和技能解决问题的思考
力、判断力、表现力等者。

3． 能够主动学习，即使遇到困难也不轻言放弃，认真完成学业并下定决心将在毕业后从事食品
行业者。

我们招收对本校的“办学精神”有所共鸣，
并符合“招生方针”的学生。

● 办学精神（说明）

“Docendo Discimus”意指“教学相长”，其涵义是:在教别人的同时也能增长自己的学问，是拉丁语格言。 据说是出自收录于古罗马哲学家塞

内卡的著作《伦理书信集》中的他写给朋友信件中的某段。

自从辻调集团创始人辻静雄于1960年在大阪阿倍野创办辻调理师学校（现在的辻调理师专门学校的前身）以来，就将“DocendoDiscimus”

作为体现其思想及行动的教育信条，直到如今，这种办学精神依然在教职员工间脉脉※1相承。

对于“Docendo Discimus”的精神，辻静雄多次充满热忱地说道:“所谓学校，是教师们通过授课把所掌握的所有知识和技能全部传授予学生

之后，自己也在重新不断努力学习的地方。学生们之所以会学习，是因为我们教职员工也在不断地学习。烹饪与糕点制作本来就没有终点。

以此为职业的人要终生学习。”

　

“Docendo Discimus”是我们教职员工的骄傲※2和规诫※3之语，也蕴含了“希望继承这一精神的毕业生们在实际从事食品工作后也能持续自

主学习，成为能培养后进又能引导饮食文化发展的人才”这一心愿。

※1  脉脉：未曾中断，坚强有力地持续状态    ※2 骄傲：自豪、自尊    ※3 规诫：为了不犯错而事先提醒

Docendo Discimus
教学相长

办 学 精 神
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■ 招生学科／招生名额

学科／班级 修业年限 招生名额 课程

高度烹饪技术管理学科 3年 40名

烹饪师专门课程
［烹饪师培养学科］

烹饪技术管理学科 ※1 ２年 360名

烹饪师本科 ※2 ※3 ※4

烹饪班
１年 160名

西餐班

※1　 烹饪技术管理学科的第2学年，学生们将被分入日本料理深造班、西餐深造班或者中餐深造班。 
各班将根据个人希望的调查结果，通过对第1学年的成绩和考勤情况进行综合考量后确定。

※2　烹饪师本科各班级（烹饪班、西餐班）招满即止。

※3　烹饪师本科设有供学生在毕业后继续进修糕点制作卫生师本科的双证书课程。详情请参阅P5。

※4　烹饪师本科设有供学生在毕业后前往辻调集团法国分校留学的法国分校留学课程。详情请参阅P6。

日本料理创意经营学科 ※9 ２年 80名

卫生专门课程

日本料理本科 ※9 １年 80名

※9　 日本料理本科及日本料理创意经营学科的学生并非一毕业即可取得“烹饪师证书”。 
在餐饮设施拥有2年以上烹饪经验方可获得考试资格。

糕点制作技术管理学科 ※5 ２年 280名

糕点制作卫生师专门课程
［糕点制作卫生师培养学科］

糕点制作卫生师本科 ※6 ※7 ※8

糕点班
１年 200名

西式糕点班

※5　 糕点制作技术管理学科的第2学年，学生们将被分入糕点制作综合班、面包咖啡综合班或者西式糕点深造班。 
各班将根据个人希望的调查结果，通过对第1学年的成绩和考勤情况进行综合考量后确定。

※6　糕点制作卫生师本科的各班级（糕点班、西式糕点班）招满即止。

※7　糕点制作卫生师本科设有供学生在毕业后继续进修烹饪师本科的双证书课程。详情请参阅P5。

※8　糕点制作卫生师本科设有供学生在毕业后前往辻调集团法国分校留学的法国分校留学课程。详情请参阅P6。

（正在申请学科开设批准／正在申请糕点制作卫生师培养设施认证）

招生学科／招生名额／就学信息

■ 就学信息

入学时期 2024年4月

学期制度 上学期 ：4月1日 ～ 9月30日　／　下学期 ：10月1日 ～ 次年3月31日

上课日 周一～周五

上课时间 班会 9:00 ～ 9:10　／　上课 9:10 ～16:20

休息日

①周六（可能会上课）、周日
②节假日
③暑假、寒假、春假
④校庆日



3

简

学科概要／取得证书（资格和称号）

烹饪师专门课程 糕点制作卫生师专门课程
（正在申请学科开设批准／正在申请糕点制作卫生师培养设施认证）

卫生专门课程

高度烹饪技术管理学科 烹饪技术管理学科
烹饪师本科

（烹饪班）（西餐班）
糕点制作技术管理学科

糕点制作卫生师本科
（糕点班）（西式糕点班）

日本料理创意经营学科 日本料理本科

学科概要

3年制的高度烹饪技术管理学科的目
标在于，培养出能够最大限度地发
挥餐饮的力量，从而促进社会与世
界发展的餐饮业人才。
将帮助学生们学会通过烹饪展示自
己的想法，并与其他领域的专业人
士合作发展，为文化及事业的创新
作出贡献。
因此，本学科的课程除了培养高度
烹饪技术等“烹饪力”，也彻底重
视培养学生的“思考力”，让学生
们能够积极探索人与社会和食物之
间的关系，并通过餐品来展示自己
的主题。是为了拥有高远志向的学
生所创立的学科。

烹饪技术管理学科的目标在于，通
过为期2年的学习让学生提高专业能
力，实现梦想。第1年将培训所有领
域的基础技术。
第2年开始对各自的专攻领域进行针
对性学习，通过技术的反复练习与
运用来进一步提高专业能力。除了
烹饪技术，还设有丰富的管理与沟
通能力培养课程。旨在培养能够综
合性学习烹饪，并为烹饪界的发展
作出贡献的人才。

※ 第2年开始的专业班将根据个人希
望的调查结果，通过对第1学年的
成绩和考勤情况进行综合考量后
确定。

烹饪师本科的最大特点就是能够在
有限的1年时间内，学到法餐、意
餐、日餐、中餐及糕点制作等基础
技术。学生们在此学到的技术和知
识、不断积极学习的态度将为自己
打下未来的发展基础，是作为一名
厨师不可或缺的宝物。
旨在培养具有多彩的视角，并强烈
希望在烹饪界大显身手的人才。
 
●烹饪班

从法餐、意餐、日餐、中餐乃至
糕点制作，学习并掌握各种领域
的知识和基本技术。帮助学生打
下烹饪师的基础。

●西餐班
以法餐和意餐为主，集中学习专
业知识和技术。

※ 关于双证书课程和法国分校留学
课程，请参阅P5、6。

糕点制作技术管理学科的目标在于，
通过为期2年的学习让学生提高技
术，并掌握丰富的知识与专业素质。
在第1学年培训基础技术。在第2学
年决定自己的专攻领域，反复练习
基础技术，提高技术水平。
除了丰富的实习安排，还将辅以理论
和素养学习，培养能够主动思考、理
解“为什么要这样做”的理由，并在
现场主动采取行动的人才。

※ 第2年开始的专业班将根据个人希
望的调查结果，通过对第1学年的
成绩和考勤情况进行综合考量后
确定。

糕点制作卫生师本科是培养西点
师、面包师以及日式糕点师的“最
快课程”。
学生们将在有限的1年时间内，接触
西式糕点、日式糕点以及面包等各
种糕点知识并了解其美味所在，集
中学习基础知识和技术。
器具的操作方法到奶油的涂抹方式、
挤压方式等基础技术自不必说，也重
视培养学生对工作的觉悟与态度。
让学生能够拥有多彩的视角，并具
备在业界不断大显身手的基础能力
和坚强意志。
 
●糕点班

将通过丰富多彩的课程，让学生
学习西式糕点、日式糕点乃至面
包制作的各项基本技术和知识，
打下职业糕点师、面包师的基
础。

●西式糕点班
集中培养以西式糕点为主的专业
知识和技术。

※ 关于双证书课程和法国分校留学
课程，请参阅P5、6。

第1年将掌握日本料理的基本技能和
知识。
第2年则进一步提高技能和知识，培
养学生能够创造料理而非简单再现
的能力。
此外，让学生学会从全球性观点看
待事物，充分掌握创业和经营所需
知识。

通过以实习为中心的课程设置，让
学生掌握日本料理的基本技能和知
识，并发展性地培养“寿司”“天
妇罗”等特色菜品的制作能力，成
为一名可随时投入实战的人才。

说明 证书／资格／称号 证书／资格／称号 

将授予日本烹饪师法规定的烹饪师证书
的考试资格。 

烹饪师证书 烹饪师证书 烹饪师证书 烹饪师证书

※仅双证书课程

所有餐饮设施都必须设置的资格。
参加食品卫生责任者培养讲座即可获得。
（志愿制）
＊烹饪师和糕点制作卫生师皆属于此类资格。

食品卫生责任者 食品卫生责任者

日本糕点制作卫生师法规定的日本国家
资格。
在本校修完糕点制作卫生师专门课程第1
学年即可获得考试资格。
糕点制作技术管理学科学生可于在校期
间参加考试。

糕点制作卫生师考试资格

※仅双证书课程

糕点制作卫生师考试资格 糕点制作卫生师考试资格

授予从日本文部科学省认定的专门学校2
年制以上学科毕业者的称号。
可获得大学的转学资格。

专门士 专门士 专门士

修完烹饪师培养设施的2年制以上专门课
程者将作为食品综合领域的专家，获得
日本社团法人全国调理师养成设施协会
颁发的登记证。（志愿制）

食品技术管理专门士 食品技术管理专门士

通过大阪府实施的学科考试、实际技能
考试及鉴定考试并完成登记者，可以在
大阪府内的食品营业设施从事河豚处理
业务。（志愿制）

大阪府河豚处理登记者 大阪府河豚处理登记者 大阪府河豚处理登记者 大阪府河豚处理登记者 大阪府河豚处理登记者

针对在日本国外正确并有效推广日本食
物及饮食文化之魅力的人才的认证制度。
仅毕业时申请者可以获取。
（日本农林水产省的认证制度）

海外人士日本料理
烹饪技能认证
（白银级）

海外人士日本料理
烹饪技能认证
（白银级）

海外人士日本料理
烹饪技能认证
（白银级）

※仅烹饪班

海外人士日本料理
烹饪技能认证
（白银级）

海外人士日本料理
烹饪技能认证
（白银级）
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烹饪师专门课程 糕点制作卫生师专门课程
（正在申请学科开设批准／正在申请糕点制作卫生师培养设施认证）

卫生专门课程

高度烹饪技术管理学科 烹饪技术管理学科
烹饪师本科

（烹饪班）（西餐班）
糕点制作技术管理学科

糕点制作卫生师本科
（糕点班）（西式糕点班）

日本料理创意经营学科 日本料理本科

学科概要

3年制的高度烹饪技术管理学科的目
标在于，培养出能够最大限度地发
挥餐饮的力量，从而促进社会与世
界发展的餐饮业人才。
将帮助学生们学会通过烹饪展示自
己的想法，并与其他领域的专业人
士合作发展，为文化及事业的创新
作出贡献。
因此，本学科的课程除了培养高度
烹饪技术等“烹饪力”，也彻底重
视培养学生的“思考力”，让学生
们能够积极探索人与社会和食物之
间的关系，并通过餐品来展示自己
的主题。是为了拥有高远志向的学
生所创立的学科。

烹饪技术管理学科的目标在于，通
过为期2年的学习让学生提高专业能
力，实现梦想。第1年将培训所有领
域的基础技术。
第2年开始对各自的专攻领域进行针
对性学习，通过技术的反复练习与
运用来进一步提高专业能力。除了
烹饪技术，还设有丰富的管理与沟
通能力培养课程。旨在培养能够综
合性学习烹饪，并为烹饪界的发展
作出贡献的人才。

※ 第2年开始的专业班将根据个人希
望的调查结果，通过对第1学年的
成绩和考勤情况进行综合考量后
确定。

烹饪师本科的最大特点就是能够在
有限的1年时间内，学到法餐、意
餐、日餐、中餐及糕点制作等基础
技术。学生们在此学到的技术和知
识、不断积极学习的态度将为自己
打下未来的发展基础，是作为一名
厨师不可或缺的宝物。
旨在培养具有多彩的视角，并强烈
希望在烹饪界大显身手的人才。
 
●烹饪班

从法餐、意餐、日餐、中餐乃至
糕点制作，学习并掌握各种领域
的知识和基本技术。帮助学生打
下烹饪师的基础。

●西餐班
以法餐和意餐为主，集中学习专
业知识和技术。

※ 关于双证书课程和法国分校留学
课程，请参阅P5、6。

糕点制作技术管理学科的目标在于，
通过为期2年的学习让学生提高技
术，并掌握丰富的知识与专业素质。
在第1学年培训基础技术。在第2学
年决定自己的专攻领域，反复练习
基础技术，提高技术水平。
除了丰富的实习安排，还将辅以理论
和素养学习，培养能够主动思考、理
解“为什么要这样做”的理由，并在
现场主动采取行动的人才。

※ 第2年开始的专业班将根据个人希
望的调查结果，通过对第1学年的
成绩和考勤情况进行综合考量后
确定。

糕点制作卫生师本科是培养西点
师、面包师以及日式糕点师的“最
快课程”。
学生们将在有限的1年时间内，接触
西式糕点、日式糕点以及面包等各
种糕点知识并了解其美味所在，集
中学习基础知识和技术。
器具的操作方法到奶油的涂抹方式、
挤压方式等基础技术自不必说，也重
视培养学生对工作的觉悟与态度。
让学生能够拥有多彩的视角，并具
备在业界不断大显身手的基础能力
和坚强意志。
 
●糕点班

将通过丰富多彩的课程，让学生
学习西式糕点、日式糕点乃至面
包制作的各项基本技术和知识，
打下职业糕点师、面包师的基
础。

●西式糕点班
集中培养以西式糕点为主的专业
知识和技术。

※ 关于双证书课程和法国分校留学
课程，请参阅P5、6。

第1年将掌握日本料理的基本技能和
知识。
第2年则进一步提高技能和知识，培
养学生能够创造料理而非简单再现
的能力。
此外，让学生学会从全球性观点看
待事物，充分掌握创业和经营所需
知识。

通过以实习为中心的课程设置，让
学生掌握日本料理的基本技能和知
识，并发展性地培养“寿司”“天
妇罗”等特色菜品的制作能力，成
为一名可随时投入实战的人才。

说明 证书／资格／称号 证书／资格／称号 

将授予日本烹饪师法规定的烹饪师证书
的考试资格。 

烹饪师证书 烹饪师证书 烹饪师证书 烹饪师证书

※仅双证书课程

所有餐饮设施都必须设置的资格。
参加食品卫生责任者培养讲座即可获得。
（志愿制）
＊烹饪师和糕点制作卫生师皆属于此类资格。

食品卫生责任者 食品卫生责任者

日本糕点制作卫生师法规定的日本国家
资格。
在本校修完糕点制作卫生师专门课程第1
学年即可获得考试资格。
糕点制作技术管理学科学生可于在校期
间参加考试。

糕点制作卫生师考试资格

※仅双证书课程

糕点制作卫生师考试资格 糕点制作卫生师考试资格

授予从日本文部科学省认定的专门学校2
年制以上学科毕业者的称号。
可获得大学的转学资格。

专门士 专门士 专门士

修完烹饪师培养设施的2年制以上专门课
程者将作为食品综合领域的专家，获得
日本社团法人全国调理师养成设施协会
颁发的登记证。（志愿制）

食品技术管理专门士 食品技术管理专门士

通过大阪府实施的学科考试、实际技能
考试及鉴定考试并完成登记者，可以在
大阪府内的食品营业设施从事河豚处理
业务。（志愿制）

大阪府河豚处理登记者 大阪府河豚处理登记者 大阪府河豚处理登记者 大阪府河豚处理登记者 大阪府河豚处理登记者

针对在日本国外正确并有效推广日本食
物及饮食文化之魅力的人才的认证制度。
仅毕业时申请者可以获取。
（日本农林水产省的认证制度）

海外人士日本料理
烹饪技能认证
（白银级）

海外人士日本料理
烹饪技能认证
（白银级）

海外人士日本料理
烹饪技能认证
（白银级）

※仅烹饪班

海外人士日本料理
烹饪技能认证
（白银级）

海外人士日本料理
烹饪技能认证
（白银级）
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双证书课程（1年＋1年））

■ 双证书课程是指
●  从烹饪师本科毕业后继续进修糕点制作卫生师本科的课程。 

从糕点制作卫生师本科毕业的学生也可以继续进修烹饪师本科。

● 目标为通过2年的时间学习烹饪和糕点制作两方面的技术和知识，进一步扩大就业选择。

■ 学费 第二年继续进修时，将从学费中免除入学费用（250,000日元）与教育充实费（100,000日元）。

2024年度入学

烹饪师本科
或

糕点制作卫生师
本科

入学费用 250,000日元

教育充实费 100,000日元

上课费 1,090,000日元

实习费 730,000日元

合计 2,170,000日元

2025年度入学

糕点制作卫生师
本科

或

烹饪师本科

入学费用 免除

教育充实费 免除

上课费 1,090,000日元

实习费 730,000日元

合计 1,820,000日元

○ 2025年度的学费以外杂费将于确定继续就读后通知。

■ 证书／资格

烹饪师本科
（烹饪班）（西餐班）

入 学

糕点制作卫生师本科
（糕点班）（西式糕点班）

入 学
2024年4月

2025年3月
毕 业

烹饪师证书

毕 业

糕点制作卫生师考试资格

毕业后 参加糕点制作卫生师考试

烹饪师本科
（烹饪班）（西餐班）

继续进修
参加糕点制作卫生师考试
在校期间提供应试支援

糕点制作卫生师本科
（糕点班）（西式糕点班）

继续进修
2025年4月

※  第2年的就读班级将根据个人希望的调查结果，通过对第1学年所在学科的
成绩和考勤情况进行综合考量后确定。（不保证一定可以就读所申请班级）

2026年3月
毕 业

烹饪师证书

毕 业

糕点制作卫生师考试资格
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法国分校留学课程（1年＋留学））

■ 法国分校的学杂费 （以2023年度为例）

项　目 金　额 备　注

上课费 1,398,000日元

实习费 1,140,000日元

住宿费 510,000日元 包括水电费和休息日的就餐费

签证、居留许可证  申请费 60,000日元

当地培训管理费 150,000日元 培训期间支援费用

合计 3,258,000日元

■ 学费以外的杂费 （以2022年度为例）

项　目 金　额 备　注

海外留学生保险 150,810日元～

往返机票（以团体机票为例） 255,000日元 燃油附加费另计。

其他   20,000日元 实习用长裤、短帽等。

培训期间的生活费

法国料理研究课程生

　月均 10,000日元～20,000日元

糕点制作研究课程生

　月均 20,000日元～30,000日元
※培训期间的住处由培训店铺提供。

○  法国分校分为春季课程（4月成行）和秋季课程（10月成行）。 
确定课程时会考虑学生志愿，但也有可能无法就读第一志愿的课程。

○  修完法国分校本科课程（约5个月）后，将对报名者实施为期约5个月的实地培训。 
关于培训地以及培训的参加（可否），将根据学生在法国分校的成绩等进行综合考量后确定。

○  若学生从本校退学等失去学籍，或在校期间成绩、考勤情况、健康状态不佳等， 
可能会被判断为无法在法国分校履修课程或难以提供当地生活医疗支援，从而无法留学。 
另外，可能会因为社会形势等原因中止留学计划或留学课程。

○  辻调集团法国分校非“日本学生支援机构奖学金”的适用学校。

■ 法国分校的申请方法与考试日程
[申请方法] 
  ① 提前申请　仅针对留学课程就读生
  ② 普通申请　针对非留学课程就读生的本校在校生及毕业生

[考试日程]

2024年5月
留学课程就读生 
提前申请

2024年6月
留学课程就读生 
入学考试（笔试和面试）

※ 将根据考试结果以及就读学科的成绩、考勤情
况等决定录取结果以及留学课程（春季课程或
秋季课程）。

2024年7月～ 普通申请 
（第1次、第2次）

※普通申请（第1次）将于6月左右通知。
※普通申请（第2次）仅于仍有缺额时实施。

■ 法国分校留学课程是指
● 从本校烹饪师本科或糕点制作卫生师本科毕业后前往辻调集团法国分校留学的准备课程。

●  可从进入本校就读起接受“留学生活支援”特别讲座（免费）。 
该讲座是辻调集团为法国分校留学而独自开设的特别讲座。将提前介绍法国的生活习惯、课程重点、必要法语（日常对话
及专业术语）等，同时帮助大家自主学习，以便让大家尽快适应留学生活。

●  可以提前参加仅针对留学课程就读生举行的入学考试。 
※下方有法国分校的申请方法与考试日程，敬请参考。

● 为法国分校留学奖学金制度的评选对象。制度详情请参阅P20。 
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入学考试分类 申请资格 选拔方法 申请期限／招生对象／考试日程 奖学金／学费减免制度／奖励费

留学生入学考试

在留资格“留学”入学，且同时满足以下A与B项条件者
（但是B项条件为满足1～5中的任何一项即可）

A   修完12年以上学校教育者  
（※原则上需要修完第12年的正规学校教育课程。）

或者修完与此相当之日本文部科学大臣指定的日本大学入学所需准备教育课程者。

B -1   ① 申请就读本校时，已在日语教育机构学习6个月以上（仅限认定课程）者  
或者  
②  正在就读日语教育机构，且在进入本校前修完6个月以上（仅限认定课程）课程者
〇日语教育机构是指
 《根据出入国管理局及难民认定法第七条第一项第二号的基准规定、并依照省令留学在留资格相关基准规定而
制定的日语教育机构等事项》中所指定的日语教育机构等。

B -2  通过日本语能力测试（JLPT）N1或者N2者
〇 日本语能力测试在日本国内由公益财团法人日本国际教育支援协会（JEES）实施。在日本国外，则由日本国

际交流基金会（Japan Foundation）在当地机构的协助下实施。

B -3  日本留学生考试（EJU）日语科目得分200分以上者
〇日本留学生考试由独立行政法人日本学生支援机构（JASSO）在日本国内外实施。

B -4  BJT商务日语能力考试得分400分以上者
〇BJT商务日语能力考试由公益财团法人日本汉字能力检定协会实施。

B -5   在日本学校（日本学校教育法第1条所规定的幼儿园以外的学校）中接受过1年以上教育者
（包括短期大学、大学中的1年以上的别科日语课程）

入学考试与申请材料

〇 有日语能力认定
→在线面试

〇 无日语能力认定
→到校笔试和面试

（入学考试的详情请参阅P15。）

＜第1次报名＞
对　　象 ： 所有符合申请资格者
报名时间 ： 2023年9月1日（周五）～

9月7日（周四）
受理方法 ： 申请材料备齐者皆可受理
考试日程 ：  2023年9月24日（周日） 

或 
2023年10月7日（周六）

＜第2次报名＞
对　　象 ：  所有符合申请资格者
报名时间 ：  2023年9月8日（周五）～

10月5日（周四）
受理方法 ：  即使仍在报名期内，也是额满即止。
考试日程 ：  2023年10月22日（周日）

＜第3次报名＞
对　　象 ：  住在日本国外的符合申请资格者
报名时间 ：  2023年10月6日（周五）～

12月26日（周二）
受理方法 ：  即使仍在报名期内，也是额满即止。
考试日程 ：  2023年11月以后 

每个月实施

对　　象 ：  住在日本国内的符合申请资格者
报名时间 ：  2023年10月6日（周五）～

2024年3月6日（周三）
受理方法 ：  即使仍在报名期内，也是额满即止。
考试日程 ：  2023年11月以后 

每个月实施

料理考试、糕点考试资格特待生奖学
金（P20）

留学生奖学金（P20）

法国分校留学奖学金（P20）

毕业生子女、兄弟姐妹学费减免
（P21）

法国分校留学学费减免（P21）

双证书课程学费减免（P21）

继续进修学费减免（P21）

自费外国留学生学习奖励费（P22）

AO入学考试
以在留资格“留学”入学，且在日本的高中以上学校就读1年以上，预计于2024年3月毕业者
　　入学要点不同。请索取《2024入学要点》。
　　  ０１２０－２４－２４１８　　　Mail：ryugakusei@tsuji.ac.jp

一般入学考试
以其他在留资格（定住者、家族居留、配偶等）入学者
　　入学要点不同。请索取《2024入学要点》。
　　  ０１２０－２４－２４１８　　　Mail：ryugakusei@tsuji.ac.jp

辻调独有奖学金

学费减免

奖励费

入学考试分类／申请资格／申请期限等
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入学考试分类 申请资格 选拔方法 申请期限／招生对象／考试日程 奖学金／学费减免制度／奖励费

留学生入学考试

在留资格“留学”入学，且同时满足以下A与B项条件者
（但是B项条件为满足1～5中的任何一项即可）

A   修完12年以上学校教育者  
（※原则上需要修完第12年的正规学校教育课程。）

或者修完与此相当之日本文部科学大臣指定的日本大学入学所需准备教育课程者。

B -1   ① 申请就读本校时，已在日语教育机构学习6个月以上（仅限认定课程）者  
或者  
②  正在就读日语教育机构，且在进入本校前修完6个月以上（仅限认定课程）课程者
〇日语教育机构是指
 《根据出入国管理局及难民认定法第七条第一项第二号的基准规定、并依照省令留学在留资格相关基准规定而
制定的日语教育机构等事项》中所指定的日语教育机构等。

B -2  通过日本语能力测试（JLPT）N1或者N2者
〇 日本语能力测试在日本国内由公益财团法人日本国际教育支援协会（JEES）实施。在日本国外，则由日本国

际交流基金会（Japan Foundation）在当地机构的协助下实施。

B -3  日本留学生考试（EJU）日语科目得分200分以上者
〇日本留学生考试由独立行政法人日本学生支援机构（JASSO）在日本国内外实施。

B -4  BJT商务日语能力考试得分400分以上者
〇BJT商务日语能力考试由公益财团法人日本汉字能力检定协会实施。

B -5   在日本学校（日本学校教育法第1条所规定的幼儿园以外的学校）中接受过1年以上教育者
（包括短期大学、大学中的1年以上的别科日语课程）

入学考试与申请材料

〇 有日语能力认定
→在线面试

〇 无日语能力认定
→到校笔试和面试

（入学考试的详情请参阅P15。）

＜第1次报名＞
对　　象 ： 所有符合申请资格者
报名时间 ： 2023年9月1日（周五）～

9月7日（周四）
受理方法 ： 申请材料备齐者皆可受理
考试日程 ：  2023年9月24日（周日） 

或 
2023年10月7日（周六）

＜第2次报名＞
对　　象 ：  所有符合申请资格者
报名时间 ：  2023年9月8日（周五）～

10月5日（周四）
受理方法 ：  即使仍在报名期内，也是额满即止。
考试日程 ：  2023年10月22日（周日）

＜第3次报名＞
对　　象 ：  住在日本国外的符合申请资格者
报名时间 ：  2023年10月6日（周五）～

12月26日（周二）
受理方法 ：  即使仍在报名期内，也是额满即止。
考试日程 ：  2023年11月以后 

每个月实施

对　　象 ：  住在日本国内的符合申请资格者
报名时间 ：  2023年10月6日（周五）～

2024年3月6日（周三）
受理方法 ：  即使仍在报名期内，也是额满即止。
考试日程 ：  2023年11月以后 

每个月实施

料理考试、糕点考试资格特待生奖学
金（P20）

留学生奖学金（P20）

法国分校留学奖学金（P20）

毕业生子女、兄弟姐妹学费减免
（P21）

法国分校留学学费减免（P21）

双证书课程学费减免（P21）

继续进修学费减免（P21）

自费外国留学生学习奖励费（P22）

AO入学考试
以在留资格“留学”入学，且在日本的高中以上学校就读1年以上，预计于2024年3月毕业者
　　入学要点不同。请索取《2024入学要点》。
　　  ０１２０－２４－２４１８　　　Mail：ryugakusei@tsuji.ac.jp

一般入学考试
以其他在留资格（定住者、家族居留、配偶等）入学者
　　入学要点不同。请索取《2024入学要点》。
　　  ０１２０－２４－２４１８　　　Mail：ryugakusei@tsuji.ac.jp

辻调独有奖学金

学费减免

奖励费
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■信用卡 ※可以使用非入学者本人名义的信用卡。

※便利店支付等需要的各种编号将在完成申请后显示。■日本国内的便利店 现金支付

■金融机构ATM（Pay-easy） 现金支付 借记卡

使用支持邮储
银行、
Pay-easy的
ATM

在收纳机构编号栏中输入
【58082】

输入顾客编号、
确认编号

选择支付方法
（现金或借记卡） 

支付入学审核费
选择

税金和各种用（Pay-easy）

店内收银台

请务必领取处理详单兼收据

将设备发行的申请券带
至收银台进行支付

请务必领取收据（水单形式）

7-Eleven

店内收银台

Daily Yamazaki

Loppi

罗森（LAWSON）／MINISTOP

输入6位支付受理编号

输入申请时登记的电话
号码等

确认支付内容

选择

持有各种编号

Club Station

seicomart

至收银台告知店员
要进行

“在线结算”

至收银台告知店员
要进行

“在线结算”

通过触控面板输入
“在线结算编号”

输入申请时登记的
电话号码等

确认支付内容

选择

支付各种在线
受理费用

输入在线结算编号

在收银台出示发行的申请券（受理单），以现金支付入学审核费
※请在申请券（受理单）发行后30分钟以内到收银台进行支付。

Step５ 支付入学审核费　※缴费手续费需自行承担。

点击“支付手续”，在申请后1周内完成支付。
超出期限（申请日起1周）则将无法支付，敬请注意。

申请日距离申请截至日期不到1周时，将以申请截止日为支付期限。

Step６ 在申请后1周内，提交申请材料（参见P11、12）

请注意！

○居住在日本国外，无法使用上述支付方法者请参见P14 。

①准备电子版面部照片（以智能手机或数码相机拍摄的电子版）
※3个月以内的照片（上半身、正面、免冠、室内）

②准备课题作文 ：课题为“请详细描述您报考志愿学科的理由、入学后想要学习的内容以及
　毕业后的计划”，字数不少于300字。

Step１ 事先准备

Step３ 登录网上申请页面

点击“初めて出願される方”。 前往网上申请账号注册页面。输入电子邮箱，点
击“送信する”。

系统将向您输入的电子邮箱发送“ネット出願ア
カウント登録確認”电子邮件，请点击邮件内的
确认链接，完成注册。

▶ ▶

Step４ 申请注册　※仅申请期间可以填写

登录后点击“新規出願”。 选择入学考试分类
　选择入学考试分类“留学生入試”。

▶ ▶

选择考试（随时）日、支付方法
　支付方法有　1 便利店结算　2 银行转账
  （Pay-easy）　3 信用卡支付 3种可选。

详细填写个人信息
　输入出生日期和学历等。

▶ ▶

Step２ 通过智能手机或电脑访问以下网址

申请画面中要求以汉字输入姓名，但请务必以片假名输入。
如输入日本不使用的汉字，则支付入学审核费时将会出错。

0120-24-2418（仅限日本国内）网上申请咨询窗口 ✉ nyugakujimushitsu@tsuji.ac.jp

选择学科／班级
　选择想要就读的学科、课程。

输入课题作文、提问项目
按照画面指示，填写或选择课题作文、提问项
目。
课题 ：请详细描述您报考志愿学科的理由、

入学后想要学习的内容以及毕业后的
计划（不少于300字）。

辻
辻
簡体字

复合打印机

全家（Family Mart）

输入第1编号

输入第2编号

确认支付内容

https://www.syutsugan.net/tsuji   ▶

选择

付款／充值

选择

输入编号

申请方法（网上申请）
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■信用卡 ※可以使用非入学者本人名义的信用卡。

※便利店支付等需要的各种编号将在完成申请后显示。■日本国内的便利店 现金支付

■金融机构ATM（Pay-easy） 现金支付 借记卡

使用支持邮储
银行、
Pay-easy的
ATM

在收纳机构编号栏中输入
【58082】

输入顾客编号、
确认编号

选择支付方法
（现金或借记卡） 

支付入学审核费
选择

税金和各种用（Pay-easy）

店内收银台

请务必领取处理详单兼收据

将设备发行的申请券带
至收银台进行支付

请务必领取收据（水单形式）

7-Eleven

店内收银台

Daily Yamazaki

Loppi

罗森（LAWSON）／MINISTOP

输入6位支付受理编号

输入申请时登记的电话
号码等

确认支付内容

选择

持有各种编号

Club Station

seicomart

至收银台告知店员
要进行

“在线结算”

至收银台告知店员
要进行

“在线结算”

通过触控面板输入
“在线结算编号”

输入申请时登记的
电话号码等

确认支付内容

选择

支付各种在线
受理费用

输入在线结算编号

在收银台出示发行的申请券（受理单），以现金支付入学审核费
※请在申请券（受理单）发行后30分钟以内到收银台进行支付。

Step５ 支付入学审核费　※缴费手续费需自行承担。

点击“支付手续”，在申请后1周内完成支付。
超出期限（申请日起1周）则将无法支付，敬请注意。

申请日距离申请截至日期不到1周时，将以申请截止日为支付期限。

Step６ 在申请后1周内，提交申请材料（参见P11、12）

请注意！

○居住在日本国外，无法使用上述支付方法者请参见P14 。

①准备电子版面部照片（以智能手机或数码相机拍摄的电子版）
※3个月以内的照片（上半身、正面、免冠、室内）

②准备课题作文 ：课题为“请详细描述您报考志愿学科的理由、入学后想要学习的内容以及
　毕业后的计划”，字数不少于300字。

Step１ 事先准备

Step３ 登录网上申请页面

点击“初めて出願される方”。 前往网上申请账号注册页面。输入电子邮箱，点
击“送信する”。

系统将向您输入的电子邮箱发送“ネット出願ア
カウント登録確認”电子邮件，请点击邮件内的
确认链接，完成注册。

▶ ▶

Step４ 申请注册　※仅申请期间可以填写

登录后点击“新規出願”。 选择入学考试分类
　选择入学考试分类“留学生入試”。

▶ ▶

选择考试（随时）日、支付方法
　支付方法有　1 便利店结算　2 银行转账
  （Pay-easy）　3 信用卡支付 3种可选。

详细填写个人信息
　输入出生日期和学历等。

▶ ▶

Step２ 通过智能手机或电脑访问以下网址

申请画面中要求以汉字输入姓名，但请务必以片假名输入。
如输入日本不使用的汉字，则支付入学审核费时将会出错。

0120-24-2418（仅限日本国内）网上申请咨询窗口 ✉ nyugakujimushitsu@tsuji.ac.jp

选择学科／班级
　选择想要就读的学科、课程。

输入课题作文、提问项目
按照画面指示，填写或选择课题作文、提问项
目。
课题 ：请详细描述您报考志愿学科的理由、

入学后想要学习的内容以及毕业后的
计划（不少于300字）。

辻
辻
簡体字

复合打印机

全家（Family Mart）

输入第1编号

输入第2编号

确认支付内容

https://www.syutsugan.net/tsuji   ▶

选择

付款／充值

选择

输入编号
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■ 申请材料
请备齐A～E中相符表格内的规定材料，在网上申请后1周内邮送至P14的■申请材料的提交地址。

Ａ.  正在就读或者曾经就读日语教育机构（=日语学校）（包括中途退学）

提交材料 说明（重要）

1
高中或大学的
毕业证明书（原件）或
毕业证（复印件）

※证明修完12年以上学校教育的材料
※母语或英文版

※如果是以英文以外语言记载的毕业证明材料，请附加日语翻译件。
※照片版无效

2
日语教育机构的

① 成绩证明书　　② 出席证明书　　③（预定）毕业证明书
※中途退学者请提交在校证明，无需毕业证明。

3

以下日语能力证明材料中的全部持有材料（没有则无需提交）

a． N2以上的“日本语能力测试（JLPT）认定结果及成绩证明”（原件）或 
N2以上的日语能力认定书＜附面部照片＞（复印件）

b．日本留学生考试（EJU）准考证＜附面部照片＞（复印件）

c．400分以上的“BJT商务日语能力考试成绩认定书”（提交给学校）

4
留学生简历
※请参考P.13的填写范例。

请至辻调集团GLOBAL SITE下载

https://www.tsuji.ac.jp/form/

Ｂ.  未就读日语教育机构（=日语学校）

提交材料 说明（重要）

1
高中或大学的
毕业证明书（原件）或
毕业证（复印件）

※证明修完12年以上学校教育的材料
※母语或英文版

※如果是以英文以外语言记载的毕业证明材料，请附加日语翻译件。
※照片版无效

2

以下日语能力证明材料中的全部持有材料（没有则无需提交）

a． N2以上的“日本语能力测试（JLPT）认定结果及成绩证明”（原件）或 
N2以上的日语能力认定书＜附面部照片＞（复印件）

b．日本留学生考试（EJU）准考证＜附面部照片＞（复印件）

c．400分以上的“BJT商务日语能力考试成绩认定书”（提交给学校）

d．在日本学校教育法第1条规定的小学起日本学校中接受过1年以上教育的证明。
※毕业证明书或在校证明书

3
留学生简历
※请参考P.13的填写范例。

请至辻调集团GLOBAL SITE下载

https://www.tsuji.ac.jp/form/

Ｃ.  正在以在留资格“留学”，就读日本高中 

提交材料 说明（重要）

1 日本高中的调查书 日本学校教育法第1条规定的高中出具的调查书

2

以下日语能力证明材料中的全部持有材料（没有则无需提交）

a． N2以上的“日本语能力测试（JLPT）认定结果及成绩证明”（原件）或 
N2以上的日语能力认定书＜附面部照片＞（复印件）

b．日本留学生考试（EJU）准考证＜附面部照片＞（复印件）

c．400分以上的“BJT商务日语能力考试成绩认定书”（提交给学校）

3
留学生简历
※请参考P.13的填写范例。

请至辻调集团GLOBAL SITE下载

https://www.tsuji.ac.jp/form/

各证明材料的样本
请参见本册子最后一页，

确认无误后提出。

各证明材料的样本
请参见本册子最后一页，

确认无误后提出。

各证明材料的样本
请参见本册子最后一页，

确认无误后提出。

申请材料
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Ｄ.  以在留资格“留学”就读日本的大学（短期大学）并将于2024年3月毕业或已经毕业 
※大学（短期大学）中途退学者，请提交“在校证明书”和“高中毕业证明”替代下表1-②预定毕业证明书。  

提交材料 说明（重要）

1 日本的大学（短期大学）的
①成绩证明书　　②预定毕业证明书（或者毕业证明书）

2
曾经就读的日语教育机构的

①成绩证明书　　②出席证明书
③毕业证明书

※中途退学者请提交在校证明书，无需毕业证明书。

3

以下日语能力证明材料中的全部持有材料（没有则无需提交）

a． N2以上的“日本语能力测试（JLPT）认定结果及成绩证明”（原件）或 
N2以上的日语能力认定书＜附面部照片＞（复印件）

b．日本留学生考试（EJU）准考证＜附面部照片＞（复印件）

c．400分以上的“BJT商务日语能力考试成绩认定书”（提交给学校）

4
留学生简历
※请参考P.13的填写范例。

请至辻调集团GLOBAL SITE下载

https://www.tsuji.ac.jp/form/

E.  以在留资格“留学”就读日本的专门学校（非日语学校）并将于2024年3月毕业或已经毕业 
※专门学校中途退学者，请提交“在校证明书”替代下表2-③预定毕业证明书。  

提交材料 说明（重要）

1
高中

毕业证明书（原件）或
毕业证（复印件）

・证明修完12年以上学校教育的材料
・母语或英文版

※如果是以英文以外语言记载的材料，请附加日语翻译件。
※照片版无效

2 日本的专门学校的
①成绩证明书　　②出席证明书　　③预定毕业证明书（或毕业证明书）

3
曾经就读的日语教育机构的

①成绩证明书　　②出席证明书
③毕业证明书

※中途退学者请提交在校证明书，无需毕业证明书。

4

以下日语能力证明材料中的全部持有材料（没有则无需提交）

a． N2以上的“日本语能力测试（JLPT）认定结果及成绩证明”（原件）或 
N2以上的日语能力认定书＜附面部照片＞（复印件）

b．日本留学生考试（EJU）准考证＜附面部照片＞（复印件）

c．400分以上的“BJT商务日语能力考试成绩认定书”（提交给学校）

5
留学生简历
※请参考P.13的填写范例。

请至辻调集团GLOBAL SITE下载

https://www.tsuji.ac.jp/form/

● 如“留学生简历”无法下载，请联系留学生综合入学问讯处索取。

0120 － 24 － 2418　　　　ryugakusei@tsuji.ac.jp

各证明材料的样本
请参见本册子最后一页，

确认无误后提出。

各证明材料的样本
请参见本册子最后一页，

确认无误后提出。

*
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留学生简历  填写范例

■日本語能力を証明するもの Proof of Japanese language ability

西暦

　　　　　年　　　月

取得年月
Date of acquisition

スコア・級
Score・Level

N1 ・ N2

西暦

　　　　　年　　　月点

西暦

　　　　　年　　　月点

日本語能力試験 　Japanese-Language Proficiency Test (JLPT)

日本留学試験 　Examination for Japanese University Admission for International Students (EJU)

BJTビジネス日本語能力テスト 　BJT Business Japanese Proficiency Test

■家族（父・母・兄弟・配偶者） Family

氏 名
Name in English

住 所
Address

日本語、又は英語による連絡contact in Japanese or English  日本語Japanese(可Yes・不No)／英語English(可Yes・不No)

本人との関係 Relationship
(　　　　　　　　　　　　）

氏 名
Name in English

住 所
Address

TEL:

TEL:

E-mail:

E-mail:

日本語、又は英語による連絡contact in Japanese or English  日本語Japanese(可Yes・不No)／英語English(可Yes・不No)

本人との関係 Relationship
(　　　　　　　　　　　　）

■経費支弁者・支弁方法 Method of support to meet the expenses while in Japan

TEL:

経費支弁者分
Supporter

経費支弁者分
Supporter

円/年
Yen/per year

円/年
Yen/per year

円/年
Yen/per year

円/年
Yen/per year

円/年
Yen/per year

本人分
Self

本人分
Self

年 収
Annual income

（2）

2022　  1

2022　 12250

LEE　SEO JOON 父

#101, 111ho, Inasa-dong, Jongno-gu, Seoul, Korea

○○○＠tsuji.ac.ｊｐ

△△△＠tsuji.ac.ｊｐ

010-3333-4444

010-3333-4444

PARK　EUN KYUNG 母

#101, 111ho, Inasa-dong, Jongno-gu, Seoul, Korea

010-5555-6666

1,916,000 0

1,000,000 400,000

LEE　SEO JOON 8,250,000

Restaurant owner

　　　　■記入日：　　　　　年　　　月　　　日

留学生身上書
※必ずボールペン（黒または青）で記入してください。（消せるボールペンは使用不可）

年

年

年

年

年

年

在学期間 (Period of attendance)学校名 (Name of school)

■学歴 Educational background

　　　年　　　月　　　日

　　　年　　　月　　　日有効期限
Date of expiration

有効期限※

Date of expiration

フリガナ

氏　名

パスポート表記氏名
Name in English

国籍・地域
Nationality / Region

旅券番号
Passport No.

在留資格※

Status of residence

在留カード番号（12桁）※
Residence card number

生年月日  ＜性別＞
Date of Birth ＜Sex＞

母国住所
Home address

年　  月　  日  ＜男 ・ 女＞

postal code:

TEL:

E-mail address @

※日本国内在住者のみ

留学 ・ 特定活動 ・ 技術人文知識国際業務
その他（                      　　　　　　　  ）

名 (First Name, Middle Name)姓 (Family Name)

修業年限
Course term

都 道
府 県

（1）

2022　 9　  1

2025　 2　 15

2023　10　 20

1994 10　3

イ                     サンスン

李              三純
LEE             SAMSOON

韓国
16800

010-1111-2222
#101, 111ho, Insa-dong, Jongno-gu, Seoul, Korea

lee-samsoon123 gmail.com

M12345678

A B 1 2 3 4 5 6 7 8 C D

〇〇小学校
韓国

6 2002　 4　  2008  2

〇〇中学校
韓国

3 2008　 4　  2011   2

〇〇University
アメリカ

4 2014　 9　  2018 12

〇〇高等学校
韓国

3 2011　 4　 2014  3

〇〇日本語学校
大阪

1.5 2021 10　 2023  3

居住在日本国内者必须在“在留资格”栏中圈

选相符的在留资格，并填写有效期及12位在留

卡号。

学历栏中请填写所有就学经历。(英文或日文）

如果作为申请材料提交的毕业证明书（高中或

大学）为英文，则以英文填写；如为其他语言，则

以日文填写。

可在紧急情况下直接联系身在本国的家人。

请填写1年所需的生活费（每月的大致生活费×12）。

请填写支付学费、生活费者的信息。
（入学者本人自行承担时填写本人姓名）

请将经费支付者的年收入换算成日元后填写。

请务必填写经费支付者的工作单位。经费支付

者无职业时，请填写学费和生活费的承担方式。

经费支付者和本人支付的数额总和应与学费金

额一致。

　2、3年制 ： 191.6万日元（第1学年学费）
　1年制 ： 217万日元

居住在日本国内者，请以英文填写本国住址。

居住在日本国外者，请以英文填写现住址。

■Page1

■Page2
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辻调理师专门学校正在与flywire开展合作。
flywire是一种可靠的国际学费结算服务，被全世界教育机构广泛使用。

Step１ 通过以下URL开始进行支付

Step2 完成支付后，通过电子邮件告知以下①～③项信息

✉ nyugakujimushitsu@tsuji.ac.jp
① ①申请者的姓名（片假名）　②支付日　③支付 ID（Payment ID）

优势1
可向当地银行进行支付，并使用各种信
用卡、银联卡或支付宝等。

优势2
全世界3处客服中心可24小时全年无休，
通过电话、电子邮件、Skype、微信为您
解答疑问。

优势3
除了电脑，也可通过移动设备轻松操作。

■ 无法通过网上申请画面支付入学审核费而以flywire支付时

申请材料的提交地址／入学审核费（flywire）

■ 申请材料的提交地址 （请自行准备信封）

日本国内

〒 545-0053
大阪市阿倍野区松崎町 3-16-11
辻調理師専門学校　入学事務室

日本国外

3-16-11, Matsuzakicho, Abeno-ku, Osaka 
545-0053 JAPAN

Tsuji Culinary Institure　Admission Office
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入学考试、结果通知、入学手续

■ 入学考试方法
招考对象 考试方法

持有日语能力认定者

通过日本语能力测试（JLPT）N1或者N2者

仅在线面试日本留学试验（EJU）日语科目得分200分以上者

BJT商务日语能力考试得分400分以上者

无日语能力认定者

在日语教育机构学习6个月以上（仅限认定课程）者

于报考学校实施笔试
和面试

正在就读日语教育机构，且在进入本校前修完6个月以上（仅限认定课程）

课程者

在日本学校教育法第1条所规定的日本学校（幼儿园除外）中接受过1年
以上教育者（包括短大、大学中的1年以上的别科日语课程）

■ 入学考试日程
将按照各申请期限的指定日程实施入学考试。

申请期限 入学考试日程

第1次招生

9/1～9/7

①2023年9月24日（周日）
或
②2023年10月7日（周六）

本校将从左述日程中指定

第2次招生

9/8～10/5
2023年10月22日（周日）

第3次招生

10/6～
11月起每个月实施 将在受理申请后依次通知考试日

● 如申请材料有缺失或不足，将不实施入学考试。
● 请自行办理考试时所需的赴日签证。

■ 入学考试的通知方法
在线面试 → 将向申请时填写的电子邮箱发送通知。

于报考学校实施笔试和面试 → 将向申请时填写的地址寄送准考证。

■ 结果发表
将在考试后2周内邮寄考试结果。
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■ 入学手续、其他日程

1
●“学生证记载事项确认单”
●“承诺书、保证书” 的提交
●“个人信息处理同意书”

请在收到合格通知后2周内提交
● 与合格通知一同邮寄
● 请确认内容，并在填写全部必要事项后寄回。

2 学费缴纳
请在收到合格通知后2周内，
根据自己希望的缴纳方法（次数）缴纳学费（参见P17・18）

3 在留期间的更新或变更、在留资格认定

将向缴纳学费者发送录取通知书

＊居住在日本国内者＊
●入学前在留资格到期时

请自行（或由日语教育机构）申请在留资格“留学”的更新或变更。关于申请时所需的“所
属机构等制作用”材料，请通过邮件向本校索取。
索取方法请参见与合格通知书一同寄送的“入学手续Book”。
另外，申请时需要日语教育机构的最新证明（成绩和出席证明等）

●入学前在留资格“留学”尚未到期时
入学后，根据更新时期，可由学校代理申请

＊居住在日本国外者＊
本校将代为向出入境在留管理局申办在留资格认定证明书的交付手续（预定于12月申请）
本校收到在留资格认定证明书后，将与录取通知书同封寄出。请持在留资格认定证明书和
护照前往本国的日本大使馆或领事馆申请留学签证。

4 入学前学习项目
为了让大家度过有意义的入学前时光，本校将开授入学前学习项目。详情将于合格后另行
通知。

5 入学前指南
将邮寄入学仪式、厨师服、教科书和刀具教材组等的购买方式的详情介绍资料（2月上旬左
右）。

■ 入学辞退
如申请后因不得已的情况辞退入学，请按以下程序办理相关手续。

● 办理方法

① 请与入学事务室联系。　☎06-6629-6621 （平日9 ：00～17 ：00）
② 将由本校寄发“入学辞退申请”。

③ 请在②中填写必要事项并盖章，连同合格通知一起在期限内寄回以下地址。

【寄回地址】　 〒545-0053　大阪市阿倍野区松崎町3-16-11　　辻調理師専門学校 入学事務室宛

【提交截止日期】　2024年3月22日（周五）   ※最终日至下午5点结束受理。

 
● 关于学费的返还

·如期完成上述辞退手续后，可退还入学费用以外的已缴纳学费。
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■ 学费　※学费中包括所有材料费。

金　额

明　细

上课费 实习费教育充实费入学费用

1
年
制
烹饪师本科 730,000日元250,000日元2,170,000日元 100,000日元 1,090,000日元

1,916,000日元

1,650,000日元

1,524,000日元

第1学年

第2学年

第3学年

３
年
制
高度烹饪技术管理学科

250,000日元 1,026,000日元

1,040,000日元

1,034,000日元

100,000日元

50,000日元

50,000日元

540,000日元

560,000日元

440,000日元

-

-

1,916,000日元

1,874,000日元

第1学年

第2学年

２
年
制
烹饪技术管理学科

250,000日元 1,026,000日元

1,200,000日元

100,000日元

50,000日元

540,000日元

624,000日元-

1
年
制
日本料理本科 850,000日元250,000日元2,170,000日元 100,000日元 970,000日元

第1学年

第2学年

２
年
制
日本料理创意经营学科

1,916,000日元

1,874,000日元

250,000日元 940,000日元

1,100,000日元

100,000日元

50,000日元

626,000日元

724,000日元-

第1学年

第2学年

２
年
制
糕点制作技术管理学科

1
年
制
糕点制作卫生师本科

1,916,000日元

1,874,000日元

2,170,000日元 1,090,000日元 730,000日元100,000日元250,000日元

1,026,000日元

1,200,000日元

540,000日元

624,000日元

100,000日元

50,000日元

250,000日元

-

■ 缴纳方法等
● 可通过 flywire、金融机构窗口／金融机构 ATM ／网上银行转账缴纳学费。

● 可选择一次性缴纳、分 2 期缴纳、分 4 期缴纳。即使分期支付，学费总额也不会改变。

● 选择分期缴纳时，请选择缴纳次数，按照 P18 表格规定如期缴纳各期金额。

● 入学时不可缴纳第 2 学年以后的学费。

● 通过日本国内的金融机构缴纳学费时，请使用与合格通知书同封发送的“汇款（支付）委托单”。

● 无论理由为何，已缴纳学费中的入学费用（25 万日元）皆不予退还。

● 超过期限后仍未办理入学手续且无联系时，可能将视为入学辞退。

※因故辞退入学时，请参阅P16规定，在指定期限内完成入学辞退手续。

学费（缴纳金额、缴纳方法）
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学费的分期缴纳

高度烹饪技术管理学科3年制学科

烹饪师本科／糕点制作卫生师本科／日本料理本科1年制学科

第２学年

第３学年

第１学年

合格时（初期） 分4期缴纳第2期
分4期缴纳第3期
分2期缴纳第2期

分4期缴纳第4期

2025年３月中旬 2025年６月末 2025年９月末 2025年12月中旬

2026年３月中旬 2026年６月末 2026年９月末 2026年12月中旬

原则上为收到合格通知书
后2周内 2024年６月末 2024年９月末 2024年12月中旬

一次性缴纳

分2期缴纳

分4期缴纳

1次付清

分2期缴纳

分4期缴纳

一次性缴纳

分2期缴纳

分4期缴纳

　1,650,000日元

　850,000日元

　450,000日元

-

-

400,000日元

-

800,000日元

400,000日元

-

-

400,000日元

-

-

368,500日元

-

737,000日元

368,500日元

-

-

368,500日元

-

-

391,500日元

-

783,000日元

391,500日元

-

-

391,500日元

　1,916,000日元

1,133,000日元

741,500日元

　1,524,000日元

　787,000日元

　418,500日元

合格时（初期） 分4期缴纳第2期
分4期缴纳第3期
分2期缴纳第2期

分4期缴纳第4期

原则上为收到合格通知书
后2周内 2024年６月末 2024年９月末 2024年12月中旬

一次性缴纳

分2期缴纳

分4期缴纳

-

-

455,000日元

-

910,000日元

455,000日元

-

-

455,000日元

2,170,000日元

1,260,000日元

805,000日元

烹饪技术管理学科／糕点制作技术管理学科／日本料理创意经营学科2年制学科

合格时（初期） 分4期缴纳第2期
分4期缴纳第3期
分2期缴纳第2期

分4期缴纳第4期

第２学年

第１学年

2025年３月中旬 2025年６月末 2025年９月末 2025年12月中旬

原则上为收到合格通知书
后2周内 2024年６月末 2024年９月末 2024年12月中旬

一次性缴纳

分2期缴纳

分4期缴纳

一次性缴纳

分2期缴纳

分4期缴纳

-

-

456,000日元

-

912,000日元

456,000日元

-

-

456,000日元

-

-

391,500日元

-

783,000日元

391,500日元

-

-

391,500日元

1,874,000日元

962,000日元

506,000日元

　1,916,000日元

　1,133,000日元

　741,500日元
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学费以外的杂费

○ 高度烹饪技术管理学科（3年制）、烹饪技术管理学科（2年制）中使用的电脑机型等将在入学前通知。
○ 高度烹饪技术管理学科（3年制）、烹饪技术管理学科（2年制）的培训课程需另行支付前往培训企业的交通费。
○ 参加志愿制的别科研究讲座或培训旅行时，需另行支付费用。
○ 烹饪师本科的学生可另行购买电脑。

○ 电脑机型等将在入学前通知。 
○ 参加志愿制培训旅行时，需另行支付费用。

○ 日本料理创意经营学科（2年制）中使用的电脑机型等将在入学前通知。
○ 参加志愿制的别科研究讲座或培训旅行时，需另行支付费用。
○ 日本料理本科的学生可另行购买电脑。

明　细金　额

教科书、厨师服1套、烹饪鞋、刀具组合、Compitum（辻调集团校友会）会费、
学生意外伤害保险、上课用电脑（指定机型、个人所有）

教科书、学生意外伤害保险、厨师执照申请相关费用

第1学年

第2学年

２
年
制
烹饪技术管理学科

237,000日元左右

30,000日元左右

教科书、教材印刷费、厨师服1套、刀具组合、辅导住宿研修费、校外学习费、
Compitum（辻调集团校友会）会费、学生意外伤害保险、厨师执照申请相关费用

1
年
制
烹饪师本科 159,000日元左右

教科书、厨师服1套、刀具组合、Compitum（辻调集团校友会）会费
学生意外伤害保险、上课用电脑（指定机型、个人所有）
入学前学习的必要课题图书（作为参考教材，在开学前自行购买）

学生意外伤害保险、厨师执照申请相关费用

教科书、烹饪鞋、学生意外伤害保险

第1学年

第2学年
３
年
制
高度烹饪技术管理学科

246,500日元左右

31,000日元左右

11,000日元左右第3学年

教科书、厨师服1套、刀具组合、Compitum（辻调集团校友会）会费
学生意外伤害保险

1
年
制
日本料理本科 110,000日元左右

教科书、厨师服1套、刀具组合、Compitum（辻调集团校友会）会费
学生意外伤害保险、上课用电脑（指定机型、个人所有）

教科书、学生意外伤害保险

第1学年

第2学年

２
年
制
日本料理创意经营学科

237,000円左右

7,000円左右

教科书、厨师服1套、糕点制作教材组、Compitum（辻调集团校友会）会费、
学生意外伤害保险、上课用电脑（指定机型、个人所有）

教科书、厨师服1套、糕点制作教材组、Compitum（辻调集团校友会）会费、
学生意外伤害保险、上课用电脑（指定机型、个人所有）

教科书、学生意外伤害保险、糕点制作卫生师执照报考费

第1学年

第2学年

２
年
制
糕点制作技术管理学科

1
年
制
糕点制作卫生师本科

202,000日元左右

22,000日元左右

202,000日元左右

●  上表为去年的内容，仅供参考。（内容和金额或有变更） 
关于 2024 年度的各项杂费（各种教材等的申请和购买方法），将于 2024 年 2 月上旬左右以书面形式进行通知。

● 为了确保安心学习和生活，所有学生均需加入可对在校期间等日常生活提供全天 24 小时保障的“学生意外伤害保险”。

● 金额因购买的厨师服件数、刀具组合的内容而异。
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奖学金／学费减免制度／奖励费

奖
学
金
制
度
︻
无
需
归
还
︼

　■ 料理考试、糕点考试资格特待生奖学金制度 入学前申请／入学前确定是否支付

▶▶▶ 对在本校实施的料理考试和糕点考试中成绩优异且未来会成为有用人才的学生提供修学支援的制度
⋯⋯ 料理考试、糕点考试的URL请见▶▶https://ryouri-kentei.jp

概　要

申请资格
符合以下①②所有条件者。
①申请时取得本校推荐的“料理考试2级”以上或“糕点考试2级”者。
②申请次年有意报考本校者。

采用发表时期 2023年12月末确定特待生并通知

选拔方法

● 第1次材料审查
2023年10月末（通过简历和作文进行甄选。11月上旬对1次评选合格者进行通知）
● 第2次面试评选
2023年11月中旬～12月（在线面试）

提交材料

①料理考试、糕点考试资格特待生奖学金制度申请书
②简历（1份两页）
③作文（1份两页）
④2级以上的考试合格认定证明复印件
　※合格认定证明以外的申请材料请至官网下载。
　　（合格认定证明将由检定事务局于考试后3周内邮寄）

申请方法 通过简易挂号信将申请材料邮寄至综合入学问讯处

申请期间 2023年7月1日（周六）～9月30日（周六）

名　额 14名以内

入学考试分类 发放金额 100万日元　　※入学后的1月发放。无入学考试类别限制

入学后申请／入学后确定是否支付　■ 留学生奖学金制度
▶▶▶ 以入学后（就读期间）勤奋学习的留学生为对象的奖学金制度

概　要

发放金额 15万日元

申请资格 以2024年4月进入辻调理师专门学校就读，并希望获取本奖学金的留学生为对象（2023年度在校生除外）
　● 所有学科皆可申请

※申请、评选及发放方法将于入学后介绍

名　额 4名

入学后申请／入学后确定是否支付　■ 法国分校留学奖学金制度
▶▶▶ 以为了前往法国分校留学而勤奋学习者为对象的奖学金制度

概　要

发放金额 30万日元

申请资格
同时符合以下①②条件者。
　① 正在就读法国分校留学课程者
　② 2025年辻调集团法国分校入学考试合格者

※申请、评选及发放方法将于入学后介绍

名　额 法餐研究课程 数名／糕点制作研究课程 数名

★仅适用于留学生★
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学
费
减
免
制
度

　■ 双证书学费减免制度 入学后申请／入学后确定

▶▶▶ 针对申请双证书课程者开展的学费减免制度

概　要

学费减免额 35万日元（就读学校的入学费用和教育充实费）

申请资格 以2025年4月由以下课程继续进修者为对象
　● 烹饪师本科双证书课程　　● 糕点制作卫生师本科双证书课程

名　额 不设名额（所有符合条件者皆可申请）

申请期间 报名期间申请方法 无需申请（报考本校时登记) 

申请期间 申请继续进修时申请方法 无需申请（报考本校时登记) 

　■ 继续进修学费减免制度 入学后申请

▶▶▶ 为继续进修本校其他学科者提供支援的学费减免制度

概　要

学费减免额 35万日元（入学费用和教育充实费）

申请资格

以符合以下条件者为对象
● 毕业后继续进修其他学科者
（由烹饪师本科双证书课程或者糕点制作卫生师本科双证书课程继续进修及前往辻调集团法国分校
留学者除外）

名　额 无上限（所有符合申请资格者皆可申请）

　■ 毕业生子女、兄弟姐妹学费减免制度 入学后申请／入学后确定

概　要

符合以下（1）或（2）之条件（但2023年度以前入学者除外）者
　（1）为在校生或毕业生的子女、兄弟姐妹者
　（2）与二亲等内亲属同时入学者，但仅适用1人

※申请方法和申请期间将于入学后介绍

▶▶▶ 针对辻调集团的在校生或毕业生的子女、兄弟姐妹，或者同时入学的2亲等亲属中的1人开展的学费减免制度

▶▶▶ 针对申请法国分校留学者开展的学费减免制度

概　要

学费减免额 30万日元（法国分校的入学费用和教育充实费）

申请资格
以2024年4月进入以下学科就读，且毕业后前往法国分校留学的学生为对象
　● 高度烹饪技术管理学科、烹饪技术管理学科、烹饪师本科
　● 糕点制作技术管理学科、糕点制作卫生师本科

名　额 不设名额（所有符合条件者皆可申请）

申请期间 报名期间申请方法 填写法国分校申请表

　■ 法国分校留学学费减免制度 入学后申请／入学后确定

22

简

奖
励
费

　■ 自费外国留学生学习奖励费 入学后申请／入学后确定是否支付

日本文部科学省

概　要 

发放金额 每月48,000日元×12个月、每月48,000日元×6个月（以2021年度为例）

申请资格

以2024年度正在就读以下学科，并希望获取本奖学金的留学生为对象
※申请资格的详细内容请确认日本学生支援机构的官网
　● 烹饪技术管理学科
　● 糕点制作技术管理学科

名　额 若干名（由日本学生支援机构通知本校）

※申请、评选及发放方法将于入学后介绍

★仅适用于留学生★
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We are looking for students who identify with our school motto 
and who meet our admissions policy

● About our school motto

Docendo discimus is a Latin proverb which means “By teaching, we learn.” It is said to be from a passage in a letter from the ancient Roman 
philosopher Seneca the Younger to his friend which is part of Epistulae morals ad Lucilium (Moral Letters to Lucilius).

Since the founder of the Tsuji Group Shizuo Tsuji opened the Tsuji Chef School (former name of the Tsuji Culinary Institute) in Osaka’s Abeno 
Ward in 1960, our school motto Docendo discimus has been continuously passed down to our faculty to the present as an educational belief 
which embodies the idea of “By teaching, we learn” and its utilization.

Regarding the motto Docendo discimus, Shizuo Tsuji passionately and repeatedly stated the following: “A school is a place where faculty 
provide all their knowledge and skills to students through classes and where faculty themselves continually learn new things. The reason 
why students study is because faculty members are constantly studying. By nature, there is no end to learning in the culinary and patisserie 
fields, and therefore people working in those fields will spend a lifetime learning about them.”
　
Docendo Discimus are two words that represent our faculty’s dignity and circumspect approach. These words also express the wish that 
graduates, to which this motto is passed on to, will actually continue to learn themselves about work related to cooking, and drive the 
development of culinary culture as they train the next generation.

Docendo Discimus
“By teaching, we learn”

Our School Motto

Admissions Policy1.  Students who identify with our unique school motto and have a strong desire to learn 
at our school.

2.  Students who have the desire to both learn skills and knowledge related to cooking or 
confectionery-making, and to master the ability to think, judge, and express required in 
order to solve problems using these.

3.  Students with the determination to study for themselves, stick to things without giving 
up when problems arise, accomplish their studies, and, after graduation, work in a field 
related to food.

Our School Motto    01
Courses Offered / Capacity / Enrolment Information    02
Course Outlines / Available Licenses (qualifications)    03-04
Double License Course    05
France Studies Course    06
Entry Exam Categories /  
Eligibility / Application Periods etc.    07-08
Application Method (Internet Application)    09-10
Application Documents    11-12
Example of How to Fill Out International Student Personal 
Information Form    13

Where to Send Application Documents /  
Examination Fee (Flywire)    14
Entrance Examination / Notice of Results /  
Admission Procedures    15-16
Tuition (Amounts, Payment Methods)    17
Instalment Payments for Tuition    18
Expenses Required Other Than Tuition    19
Scholarships / Tuition Reduction Program /  
Financial Incentives    20-22
About Learning at Tsuji Culinary Institute    23-24
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■ Courses Offered / Capacity

Courses / Classes Course Term Capacity Program

Advanced Culinary Arts and Management Course 3-years program 40 pers.

Chef Specialist
Program

[Chef Training 
Course]

Culinary Arts and Management Course ※1 2-years program 360 pers.

Culinary Arts Course ※2 ※3 ※4

Culinary Class
1-year program 160 pers.

Western Culinary Class

*1.  Second-year students in the Culinary Arts and Management Course will belong to one of the following three classes: Japanese Culinary Master Class, Western Culinary Master 
Class, Chinese Culinary Master Class.  
The classes will be determined based on a comprehensive evaluation of your performance and attendance during your first year in accordance with surveys of desired classes.

*2.  Applications will end for Culinary Arts Courses classes (Cooking Class, Western Culinary Class) when their capacity is reached.
*3.  The Culinary Arts Course includes the Double License Course which allows students to progress to the Confectionery Hygiene Master Course following graduation. Please see 

page 5 for details.

*4. The Culinary Arts Course includes the France Studies Course where students can study at the Tsujicho Group’s France School after graduation. Please see page 6 for details.

Japanese Culinary Arts and Business Course ※9 2-years program 80 pers.
Hygiene Specialist 

Course
Japanese Culinary Course ※9 1-year program 80 pers.

*9.  Those graduating from the Japanese Culinary Course or the Japanese Culinary Arts and Business Course are not eligible to obtain a chef’s license at their graduation.  
You are eligible to take the exam if you have more than two years of cooking experience in a restaurant.

Confectionery Arts and Management Course ※5 2-years program 280 pers. Confectionery 
Hygiene Master 

Specialist Program
[Confectionery Hygiene 
Master Training Course]

Confectionery Hygiene
Master Course ※6 ※7 ※8

Confectionery Class
1-year program 200 pers.

Western Confectionery 
Class

*5.  Second-year students in the Confectionery Arts and Management Course will belong to one of the following three classes: General Confectionery Class, General Bread-Making 
& Cafe Class, Western Confectionery Master Class.  
The classes will be determined based on a comprehensive evaluation of your performance and attendance during your first year in accordance with surveys of desired classes.

*6. Applications will end for Confectionery Hygiene Master Course classes (Confectionery Class, Western Confectionery Class) when their capacity is reached.
*7.  The Confectionery Hygiene Master Course includes the Double License Course which allows students to progress to the Culinary Arts Course following graduation. Please see 

page 5 for details.

*8.  The Confectionery Hygiene Master Course includes the France Studies Course where students can study at the Tsujicho Group’s France School after graduation. Please see 
page 6 for details.

(Currently applying for permission to establish course / Currently applying for permission to specify training facility for confectionery hygiene masters)

Courses Offered / Capacity / Enrolment Information

■ Career Information (Tsuji Culinary Institute) (Tsuji Institute of Patisserie)

Admission Period April 2024

Semester System First Semester: April 1 to Sept. 30 / Second Semester: Oct. 1 to March 31 the following year

Class Days Mondays to Fridays

Class Hours Home Room: 9:00 to 9:10 / Classes: 9:10 to 16:20

Days Off

(1) Saturdays (classes may be held, however), Sundays
(2) Public holidays
(3) Summer, winter, and spring breaks
(4) Institute Anniversary
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Course Outlines / Available Licenses (qualifications/titles)

Chef Specialist Program
Confectionery Hygiene Master Specialist Program

(Currently applying for permission to establish course / Currently applying for permission to 
specify training facility for confectionery hygiene masters)

Hygiene Specialist Course

Advanced Culinary Arts and 
Management Course 

Culinary Arts and Management 
Course

Culinary Arts Course
(Culinary Class)

(Western Culinary Class)

Confectionery Arts and 
Management Course

Confectionery Hygiene
Master Course

(Confectionery Class)
(Western Confectionery Class)

Japanese Culinary Arts and 
Business Course Japanese Culinary Course

Course Outlines

The aim of the three-year Advanced 
Cul inary Arts and Management 
Course is  to t ra in students to 
become chefs who will shake society 
and the world by maximizing the 
power of cooking.
You will learn to express your ideas 
through creating dishes and how to 
collaborate with specialists in other 
areas, contributing to the creation of 
new cultures and businesses.
The re fo re ,  i n  add i t i on  to  t he 
normal skills in advanced cooking 
techniques, the curriculum places a 
thorough emphasis on developing 
students with the skills to think, so 
that you can seek to understand 
the relationship between people, 
society, and food and express 
your own personal themes in your 
cooking. This is a course developed 
for students with high ambitions.

The aim of the Culinary Arts and 
Management Course is to increase 
levels of specialization over its two-
year period, and allow you to make 
your dreams come true. During the 
first year, you will be trained in basic 
skills in all genres.
In  your  second year ,  you w i l l 
special ize in the cooking genre 
you want to practice in the future, 
deepen ing your  spec ia l i zat ion 
through repetition and application 
of techniques. The curriculum is 
designed to develop management 
and communication skills in addition 
to  cu l inary  exper t ise .  I t  i s  fo r 
students who want to help develop 
the cooking industry while learning 
comprehensively about cooking.

*  Specialist classes in the second 
year will be determined based on 
a comprehensive evaluation of 
your performance and attendance 
during your first year in accordance 
with surveys of desired classes.

The main feature of the Culinary Arts 
Course is that students can learn the 
basic techniques for French, Italian, 
Japanese, and Chinese cooking, 
as well as confectionery, in just 
one year. The skills and knowledge 
learned here, and your att itude 
towards continuing to learn on your 
own, form the foundations for your 
future, and are a treasure that will be 
vital in your cooking career.
Our aim is to train people who have 
a diverse range of perspectives as 
well as a strong desire to have a 
long and active career in the cooking 
industry.
 
● Culinary Class

From the cuisines of France, 
I t a l y ,  Japan ,  and  Ch ina  to 
confectionery, you will master 
basic skills as you learn about a 
wide range of cooking genres. 
This course provides you with the 
basics for being a chef.

● Western Culinary Class
Focusing on French and Italian 
cuisine, you will intensively study 
specialized knowledge and skills.

*  See pages 5 and 6 for the Double 
License Course and the France 
Studies Course.

The a im o f  the  Confect ionery 
Arts and Management Course is 
to increase the precision of your 
techniques through learning over 
the two-year period, and develop a 
wealth of knowledge and an artisan’s 
sensibilities.
The first year is for training in basic 
skills and techniques. In your second 
year, you will decide your specialty, 
and pol ish your  sk i l ls  through 
repeated use of the basics.
In addition to a wealth of practical 
lessons, links to theoretical and 
general education classes will train 
students to be able to consider and 
understand why things are the way 
they are, learning to be able to work 
independently.

*  Specialist classes in the second 
year will be determined based on 
a comprehensive evaluation of 
your performance and attendance 
during your first year in accordance 
with surveys of desired classes.

The Confectionery Hygiene Master 
Course is a short-term course for 
people who aim to become pâtissiers, 
boulangers, or traditional Japanese 
confectionery artisans.
You will be taught about the wide 
world of confectionery, both European 
and Japanese, as well as bakery, learn 
about their deliciousness, and master 
the basic skills and knowledge during 
this intensive one-year course.
In addition to basic skills like how to 
use the equipment and how to pipe or 
apply cream, you will learn the mindset 
and attitude required for the work.
You will master the strength of will and 
the basic skills needed to remain an 
active part of the industry while having 
a wide range of perspectives.
 
● Confectionery Class

In a wide-ranging curriculum that covers 
European and Japanese confectionery, 
as well as bakery, you will learn the 
basic skills and knowledge of each and 
develop the firm foundation to grow as 
a pâtissier and boulanger.

● Western Confectionery Class
Focusing on European confectionery, 
you will intensively study specialized 
knowledge and skills.

*  See pages 5 and 6 for the Double 
License Course and the France 
Studies Course.

In your first year, you will learn the 
basic skills and knowledge required 
for Japanese cuisine.
In your second year, you will further 
increase your knowledge and skills, 
and become able to not just recreate 
dishes, but create them.
You will also learn how to view things 
from a global perspective and the 
knowledge needed to open and run 
a restaurant.

T h r o u g h  a  p r a c t i c a l - b a s e d 
curriculum, you will master the basic 
skills and knowledge needed for 
Japanese cuisine, developing the 
abilities to handle even specialist 
dishes such as sushi and tempura, 
with the goal of being able to hit the 
ground running.

Explanations Licenses, qualifications, titles Licenses, qualifications, titles 

In accordance with the Licensed Cooks Act, 
students will be qualified to obtain a chef’s 
license. 

Chef’s license Chef’s license Chef’s license Chef’s license

*Double License Course only

This qualification is required for all facilities 
that operate a restaurant.
You can take classes to learn to be a food 
hygienist. (Optional)
*Chef and Confectionery Hygiene Master fall under this 
qualification.

Food Hygienist Food Hygienist 

Na t i ona l  qua l i f i c a t i on  based  on  t he 
Confectionery Hygiene Master Act .
Those who have completed the first -year of 
the Confectionery Hygiene Master Specialist 
Program will be qualified to sit the exam.
You can take i t  wh i le  enro l led in  the 
Confectionery Arts and Management Course.

The title granted to those who have graduated 
from a two-year or longer course at a 
professional school accredited by MEXT.
Qualif ications to enroll in university are 
accepted.

Diploma Diploma Diploma

Those who have completed a specialist 
course of at least two years at a chef training 
facility will be given a certificate from the 
Japan Association Of Training Colleges For 
Cooks registering them as specialists in the 
field of food in general. (Optional)

Food Skills Management 
Specialist

Food Skills Management 
Specialist

Those who pass the course exam, skills 
exam, and identification exam run by Osaka 
Prefecture can work on tasks dealing with 
processing fugu (pufferfish) at restaurants 
within Osaka Prefecture. (Optional)

Registered Osaka 
Prefecture Fugu Processor

Registered Osaka 
Prefecture Fugu Processor

Registered Osaka 
Prefecture Fugu Processor

Registered Osaka 
Prefecture Fugu Processor

Registered Osaka 
Prefecture Fugu Processor

This system certifies those who can effectively 
and appropriately present the appeal of 
Japanese food and culinary culture overseas.
Only given to those desiring this at graduation.
(Certification system from the Ministry of 
Agriculture, Forestry and Fisheries)

Certification of Cooking 
Skills for Japanese Cuisine 
in Foreign Countries (Silver)

Certification of Cooking 
Skills for Japanese Cuisine 
in Foreign Countries (Silver)

Certification of Cooking 
Skills for Japanese Cuisine 
in Foreign Countries (Silver)

Certification of Cooking 
Skills for Japanese Cuisine 
in Foreign Countries (Silver)

Qualifications to sit 
Confectionery Hygiene 

Master exam

*Double License Course only
Qualifications to sit 

Confectionery Hygiene 
Master exam

Qualifications to sit 
Confectionery Hygiene 

Master exam

*Culinary Class only

Certification of Cooking 
Skills for Japanese Cuisine 
in Foreign Countries (Silver)
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Chef Specialist Program
Confectionery Hygiene Master Specialist Program

(Currently applying for permission to establish course / Currently applying for permission to 
specify training facility for confectionery hygiene masters)

Hygiene Specialist Course

Advanced Culinary Arts and 
Management Course 

Culinary Arts and Management 
Course

Culinary Arts Course
(Culinary Class)

(Western Culinary Class)

Confectionery Arts and 
Management Course

Confectionery Hygiene
Master Course

(Confectionery Class)
(Western Confectionery Class)

Japanese Culinary Arts and 
Business Course Japanese Culinary Course

Course Outlines

The aim of the three-year Advanced 
Cul inary Arts and Management 
Course is  to t ra in students to 
become chefs who will shake society 
and the world by maximizing the 
power of cooking.
You will learn to express your ideas 
through creating dishes and how to 
collaborate with specialists in other 
areas, contributing to the creation of 
new cultures and businesses.
The re fo re ,  i n  add i t i on  to  t he 
normal skills in advanced cooking 
techniques, the curriculum places a 
thorough emphasis on developing 
students with the skills to think, so 
that you can seek to understand 
the relationship between people, 
society, and food and express 
your own personal themes in your 
cooking. This is a course developed 
for students with high ambitions.

The aim of the Culinary Arts and 
Management Course is to increase 
levels of specialization over its two-
year period, and allow you to make 
your dreams come true. During the 
first year, you will be trained in basic 
skills in all genres.
In  your  second year ,  you w i l l 
special ize in the cooking genre 
you want to practice in the future, 
deepen ing your  spec ia l i zat ion 
through repetition and application 
of techniques. The curriculum is 
designed to develop management 
and communication skills in addition 
to  cu l inary  exper t ise .  I t  i s  fo r 
students who want to help develop 
the cooking industry while learning 
comprehensively about cooking.

*  Specialist classes in the second 
year will be determined based on 
a comprehensive evaluation of 
your performance and attendance 
during your first year in accordance 
with surveys of desired classes.

The main feature of the Culinary Arts 
Course is that students can learn the 
basic techniques for French, Italian, 
Japanese, and Chinese cooking, 
as well as confectionery, in just 
one year. The skills and knowledge 
learned here, and your att itude 
towards continuing to learn on your 
own, form the foundations for your 
future, and are a treasure that will be 
vital in your cooking career.
Our aim is to train people who have 
a diverse range of perspectives as 
well as a strong desire to have a 
long and active career in the cooking 
industry.
 
● Culinary Class

From the cuisines of France, 
I t a l y ,  Japan ,  and  Ch ina  to 
confectionery, you will master 
basic skills as you learn about a 
wide range of cooking genres. 
This course provides you with the 
basics for being a chef.

● Western Culinary Class
Focusing on French and Italian 
cuisine, you will intensively study 
specialized knowledge and skills.

*  See pages 5 and 6 for the Double 
License Course and the France 
Studies Course.

The a im o f  the  Confect ionery 
Arts and Management Course is 
to increase the precision of your 
techniques through learning over 
the two-year period, and develop a 
wealth of knowledge and an artisan’s 
sensibilities.
The first year is for training in basic 
skills and techniques. In your second 
year, you will decide your specialty, 
and pol ish your  sk i l ls  through 
repeated use of the basics.
In addition to a wealth of practical 
lessons, links to theoretical and 
general education classes will train 
students to be able to consider and 
understand why things are the way 
they are, learning to be able to work 
independently.

*  Specialist classes in the second 
year will be determined based on 
a comprehensive evaluation of 
your performance and attendance 
during your first year in accordance 
with surveys of desired classes.

The Confectionery Hygiene Master 
Course is a short-term course for 
people who aim to become pâtissiers, 
boulangers, or traditional Japanese 
confectionery artisans.
You will be taught about the wide 
world of confectionery, both European 
and Japanese, as well as bakery, learn 
about their deliciousness, and master 
the basic skills and knowledge during 
this intensive one-year course.
In addition to basic skills like how to 
use the equipment and how to pipe or 
apply cream, you will learn the mindset 
and attitude required for the work.
You will master the strength of will and 
the basic skills needed to remain an 
active part of the industry while having 
a wide range of perspectives.
 
● Confectionery Class

In a wide-ranging curriculum that covers 
European and Japanese confectionery, 
as well as bakery, you will learn the 
basic skills and knowledge of each and 
develop the firm foundation to grow as 
a pâtissier and boulanger.

● Western Confectionery Class
Focusing on European confectionery, 
you will intensively study specialized 
knowledge and skills.

*  See pages 5 and 6 for the Double 
License Course and the France 
Studies Course.

In your first year, you will learn the 
basic skills and knowledge required 
for Japanese cuisine.
In your second year, you will further 
increase your knowledge and skills, 
and become able to not just recreate 
dishes, but create them.
You will also learn how to view things 
from a global perspective and the 
knowledge needed to open and run 
a restaurant.

T h r o u g h  a  p r a c t i c a l - b a s e d 
curriculum, you will master the basic 
skills and knowledge needed for 
Japanese cuisine, developing the 
abilities to handle even specialist 
dishes such as sushi and tempura, 
with the goal of being able to hit the 
ground running.

Explanations Licenses, qualifications, titles Licenses, qualifications, titles 

In accordance with the Licensed Cooks Act, 
students will be qualified to obtain a chef’s 
license. 

Chef’s license Chef’s license Chef’s license Chef’s license

*Double License Course only

This qualification is required for all facilities 
that operate a restaurant.
You can take classes to learn to be a food 
hygienist. (Optional)
*Chef and Confectionery Hygiene Master fall under this 
qualification.

Food Hygienist Food Hygienist 

Na t i ona l  qua l i f i c a t i on  based  on  t he 
Confectionery Hygiene Master Act .
Those who have completed the first -year of 
the Confectionery Hygiene Master Specialist 
Program will be qualified to sit the exam.
You can take i t  wh i le  enro l led in  the 
Confectionery Arts and Management Course.

The title granted to those who have graduated 
from a two-year or longer course at a 
professional school accredited by MEXT.
Qualif ications to enroll in university are 
accepted.

Diploma Diploma Diploma

Those who have completed a specialist 
course of at least two years at a chef training 
facility will be given a certificate from the 
Japan Association Of Training Colleges For 
Cooks registering them as specialists in the 
field of food in general. (Optional)

Food Skills Management 
Specialist

Food Skills Management 
Specialist

Those who pass the course exam, skills 
exam, and identification exam run by Osaka 
Prefecture can work on tasks dealing with 
processing fugu (pufferfish) at restaurants 
within Osaka Prefecture. (Optional)

Registered Osaka 
Prefecture Fugu Processor

Registered Osaka 
Prefecture Fugu Processor

Registered Osaka 
Prefecture Fugu Processor

Registered Osaka 
Prefecture Fugu Processor

Registered Osaka 
Prefecture Fugu Processor

This system certifies those who can effectively 
and appropriately present the appeal of 
Japanese food and culinary culture overseas.
Only given to those desiring this at graduation.
(Certification system from the Ministry of 
Agriculture, Forestry and Fisheries)

Certification of Cooking 
Skills for Japanese Cuisine 
in Foreign Countries (Silver)

Certification of Cooking 
Skills for Japanese Cuisine 
in Foreign Countries (Silver)

Certification of Cooking 
Skills for Japanese Cuisine 
in Foreign Countries (Silver)

Certification of Cooking 
Skills for Japanese Cuisine 
in Foreign Countries (Silver)

Qualifications to sit 
Confectionery Hygiene 

Master exam

*Double License Course only
Qualifications to sit 

Confectionery Hygiene 
Master exam

Qualifications to sit 
Confectionery Hygiene 

Master exam

*Culinary Class only

Certification of Cooking 
Skills for Japanese Cuisine 
in Foreign Countries (Silver)
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Double License Course (1 year + 1 year)

■ About the Double License Course
●  In this course, you will enter to the Confectionery Hygiene Master Course after graduation from the Culinary Arts Course. 

Or, you will enter to the Culinary Arts Course after graduation from the Confectionery Hygiene Master Course.

●  Over two years, you will learn knowledge and skills in both cooking and confectionery, with the aim of further expanding 
your career options.

■ Tuition Students are exempt from paying the entrance fee (250,000 yen) and the program development fee (100,000 yen) 
when advancing to the next year.

2024 Academic Year Admissions

Culinary Arts 
Course

or

Confectionery 
Hygiene Master 

Course

Entrance Fee 250,000 yen

Program Development Fee 100,000 yen

Course Fee: 1,090,000 yen

Practical Training Fee 730,000 yen

Total 2,170,000 yen

2025 Academic Year Admissions

Confectionery 
Hygiene Master 

Course
or

Culinary Arts 
Course

Entrance Fee Waived

Program Development Fee Waived

Course Fee: 1,090,000 yen

Practical Training Fee 730,000 yen

Total 1,820,000 yen

○  You will be notified of expenses other than tuition for the 2025 academic year once your 
advancement there has been determined.

■ Licenses and Qualifications

Culinary Arts Course
(Culinary Class)

(Western Culinary Class)

Admission

Confectionery Hygiene
Master Course
(Confectionery Class)

(Western Confectionery Class)

Admission

Apri l  2024

March 2025

Graduation

Chef’s license

Graduation

Qualification to sit Confectionery
Hygiene Master exam

*  The class you advance to in your second year will be will be determined based on a comprehensive evaluation of your performance 
and attendance during your first year in accordance with surveys of desired classes. (You may not get the class you wanted.)

Culinary Arts Course
(Culinary Class)

(Western Culinary Class)

Enter

Confectionery Hygiene
Master Course
(Confectionery Class)

(Western Confectionery Class)

Enter

Apri l  2025

Examination support availableduring enrollment

Sit Confectionery Hygiene Master exam

After graduation Sit Confectionery Hygiene Master exam

March 2026

Graduation

Chef’s license

Graduation

Qualification to sit Confectionery
Hygiene Master exam
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France Studies Course (1 year + overseas study)

■ France Studies Course Tuition and Miscellaneous Expenses
(for the 2023 school year) 

Item Tuition Amount Notes

Course Fee 1,398,000 yen

Practical Training Fee 1,140,000 yen

Boarding Expenses 510,000 yen Includes utilities and food expenses during holidays

Visa and Residency Permit Application Fees 60,000 yen

Stage Training Expenses 150,000 yen Support costs during training

Total 3,258,000 yen

■ Miscellaneous expenses required in addition to tuition
(examples of miscellaneous expenses during the 2022 school year) 

Item Tuition Amount Notes

Overseas Study Insurance 150,810 yen〜

Round-Trip Air Tickets (group travel example) 255,000 yen The fuel surcharge must be paid separately

Other   20,000 yen Cap, trousers for practical training, etc.

Living Expenses During Stage Training

French Cuisine Research Course students　
　Monthly average: 10,000 yen〜20,000 yen

Patisserie Research Course students　
　Monthly average: 20,000 yen〜30,000 yen
*  The restaurant where you are trained will provide lodging during your stage 

training.

○  The France School has a Spring Course (arrival in April) and an Autumn Course (arrival in October). 
Your preferences will be taken into consideration when determining your course, but you are not guaranteed to get your first choice.

○  After completion of the main course in the France School (about five months), those wishing can do another five months of local training (“stage”). 
Whether you will be able to take part in this training, and where it will take place, will be determined based on a comprehensive consideration of your 
results at the France School and so on.

○  You may not be able to study abroad if you are no longer a student here, by for example withdrawing, or if it is judged that your grades and attendance 
while enrolled, or your health, will make it difficult to follow the France School program or provide daily life or health support. 
In addition, overseas travel or the program itself may be canceled or ended due to global conditions.

○  Students are not able to receive scholarships from the Japan Student Services Organization (JASSO) to attend the Tsujicho Group’s France School.

■ France School Application Method and Selection Schedule
[Application Method] 
  (1) Prior Application: Only for France Studies Course students

  (2) General Application: For non-France Studies Course students and graduates

[Selection Schedule]

May 2024
France Studies Course 
Prior Application June 2024

France Studies Course 
Selection Exam
(written exam, interview)

*  The results of the selection exam and your grades and 
attendance for the course you are enrolled in will be used to 
determine pass or failure, and your course (spring or autumn).

From July 2024 General Application
(Primary, Secondary)

*  Information about the General Application (Primary) will be 
provided around June.

*  General Application (Secondary) will only be held if there are any 
spaces remaining.

■ About the France Studies Course
●  This course is to prepare you for studying overseas at the Tsujicho Group’s France School after graduating from the Culinary 

Arts Course or the Confectionery Hygiene Master Course at this school.

●  You can take the free “Overseas Study Life Support” class from the time you enroll. 
This is a unique class offered by the Tsujicho Group to prepare you for studying in France. It covers points about local customs 
and classes, the necessary amount of French (specialist terms and daily conversation), and other subjects that allow you to 
adapt quickly once studying in France, and also offers support for self-study.

●  Students in the France Studies Course are able to take their entrance selection examination at an early date. 
*Please see the application method and selection schedule for the France School below.

●  You will become eligible for the France School International Study Scholarship. Refer to page 20 for details of the system.
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Entrance Exam 
Categories Eligibility Selection method Application period / Candidates /

Exam dates

Scholarships /
Tuition Reduction Program /

Financial Incentives

International 
Students Exam

Of those who have enrolled with the residence status of Student, those who meet both A 
and B below.
(However, for B, you only need to meet one of the criteria.)

A   Those who have completed at least 12 years of schooling.  
(*As a rule, applicants are required to have completed 12 years of formal education)

Or have completed an equivalent course of preparatory education for entrance into a university 
in Japan as specified by the Minister of Education, Culture, Sports, Science and Technology 
of Japan.

B -1   (1)  Those who by the time of their application submission have attended a Japanese 
language institution for at least six months (certified courses only). 

or
(2)  Those who have completed at least 6 months’ education (certified courses only) at a 

Japanese language institution they are currently enrolled befor enrollment.
○ “Japanese language institution” refers to:
　Educational institutions set forth in “Specification of Japanese Language Learning Facilities Based on 
Regulations of Standards Related to Residence Status Ministerial Ordinance to Provide for Criteria Pursuant to 
Article 7, Paragraph (1), Item (ii) of the Immigration Control and Refugee Recognition Act.”

B -2   Those who have passed the N1 or N2 level of the Japanese-Language Proficiency Test 
(JLPT).
〇 The JLPT is conducted in Japan by Japan Educational Exchanges and Services (JEES). Overseas, it is 

conducted with the cooperation of the Japan Foundation.

B -3   Have scored at least 200 points in the subject “Japanese as a foreign language” of the 
Examination for Japanese University Admission for International Students (EJU).
〇The EJU is conducted in Japan and overseas by the Japan Student Services Organization (JASSO).

B -4   Have passed the BJT Business Japanese Proficiency Test with a score of at least 400 
points.
〇The BJT Business Japanese Proficiency Test is conducted by the Japan Kanji Aptitude Testing Foundation.

B -5   Those who have attended a school in Japan recognized by Section 1 of the Japan 
Education Act (excluding kindergarten) for at least one year.
(Includes independent Japanese courses at junior colleges and universities which are at least one year in duration.)

Entrance Examination and 
Application Documents

〇 Those who have a Japanese 
language proficiency 
certification

→Online interview

〇 Those who do not have a  
Japanese language 
proficiency certification

→ Written exam and interview 
at the school

(Please see page 15 for details of the 

Entrance Examination)

Primary Selection

Candidates:  All those who meet the application 
requirements

Period         :  Friday, September 1 to Thursday, 
September 7, 2023

Acceptance:  All properly completed applications 
will be accepted.

Exam dates:  Sunday, September 24, 2023 
or 
Saturday, October 7, 2023

Secondary Selection

Candidates:  All those who meet the application 
requirements

Period         :  Friday, September 8 to Thursday, 
October 5, 2023

Acceptance:  Applications will no longer be 
accepted even during the application 
period once the maximum number 
of applicants has been reached.

Exam dates: Sunday, October 22, 2023

Tertiary Selection

Candidates:  Those residing outside Japan who 
meet the application requirements

Period         :  Friday, October 6 to Tuesday, 
December 26, 2023

Acceptance:  Applications will no longer be 
accepted even during the application 
period once the maximum number 
of applicants has been reached.

Exam dates: Monthly from November 2023

Candidates:  Those residing inside Japan who 
meet the application requirements

Period         :  Friday, October 6, 2023 to 
Wednesday, March 6, 2024

Acceptance:  Applications will no longer be 
accepted even during the application 
period once the maximum number 
of applicants has been reached.

Exam dates: Monthly from November 2023

Tsujicho’s own scholarship 
program

Honor Students Scholarship Program 
for Cooking Exam/Confectionery 
Exam Qualifications (P20)

Scholarship for International Students 
(P20)

France School International Study 
Scholarship Program (P20)

Tuition Reduction

Siblings/Children of Graduates 
Reduced Fees Program (P21)

France School Study Tuition 
Reduction (P21)

Double License Tuition Reduction 
(P21)

Tuition reduction for switching 
courses (P21)

Financial Incentives

Scholarship for Privately Financed 
International Students (P22)

AO Exam

Those with the residence status of Student and who have been enrolled for at least one year                      in a Japanese high school or above and are expected to 
graduate in March 2024.
　　Your admissions requirements differ. Please see the 2024 Admissions Requirements.
　　  0120-24-2418　　　　　Mail：ryugakusei@tsuji.ac.jp

General 
Selection

Those who have residence statuses other than Student such as Long Term Resident,                      Dependent, Spouse, etc.
　　Your admissions requirements differ. Please see the 2024 Admissions Requirements.
　　  0120-24-2418　　　　　Mail：ryugakusei@tsuji.ac.jp

method

method

method

Entry Exam Categories / Eligibility / Application Periods etc.

8

E

Entrance Exam 
Categories Eligibility Selection method Application period / Candidates /

Exam dates

Scholarships /
Tuition Reduction Program /

Financial Incentives

International 
Students Exam

Of those who have enrolled with the residence status of Student, those who meet both A 
and B below.
(However, for B, you only need to meet one of the criteria.)

A   Those who have completed at least 12 years of schooling.  
(*As a rule, applicants are required to have completed 12 years of formal education)

Or have completed an equivalent course of preparatory education for entrance into a university 
in Japan as specified by the Minister of Education, Culture, Sports, Science and Technology 
of Japan.

B -1   (1)  Those who by the time of their application submission have attended a Japanese 
language institution for at least six months (certified courses only). 

or
(2)  Those who have completed at least 6 months’ education (certified courses only) at a 

Japanese language institution they are currently enrolled befor enrollment.
○ “Japanese language institution” refers to:
　Educational institutions set forth in “Specification of Japanese Language Learning Facilities Based on 
Regulations of Standards Related to Residence Status Ministerial Ordinance to Provide for Criteria Pursuant to 
Article 7, Paragraph (1), Item (ii) of the Immigration Control and Refugee Recognition Act.”

B -2   Those who have passed the N1 or N2 level of the Japanese-Language Proficiency Test 
(JLPT).
〇 The JLPT is conducted in Japan by Japan Educational Exchanges and Services (JEES). Overseas, it is 

conducted with the cooperation of the Japan Foundation.

B -3   Have scored at least 200 points in the subject “Japanese as a foreign language” of the 
Examination for Japanese University Admission for International Students (EJU).
〇The EJU is conducted in Japan and overseas by the Japan Student Services Organization (JASSO).

B -4   Have passed the BJT Business Japanese Proficiency Test with a score of at least 400 
points.
〇The BJT Business Japanese Proficiency Test is conducted by the Japan Kanji Aptitude Testing Foundation.

B -5   Those who have attended a school in Japan recognized by Section 1 of the Japan 
Education Act (excluding kindergarten) for at least one year.
(Includes independent Japanese courses at junior colleges and universities which are at least one year in duration.)

Entrance Examination and 
Application Documents

〇 Those who have a Japanese 
language proficiency 
certification

→Online interview

〇 Those who do not have a  
Japanese language 
proficiency certification

→ Written exam and interview 
at the school

(Please see page 15 for details of the 

Entrance Examination)

Primary Selection

Candidates:  All those who meet the application 
requirements

Period         :  Friday, September 1 to Thursday, 
September 7, 2023

Acceptance:  All properly completed applications 
will be accepted.

Exam dates:  Sunday, September 24, 2023 
or 
Saturday, October 7, 2023

Secondary Selection

Candidates:  All those who meet the application 
requirements

Period         :  Friday, September 8 to Thursday, 
October 5, 2023

Acceptance:  Applications will no longer be 
accepted even during the application 
period once the maximum number 
of applicants has been reached.

Exam dates: Sunday, October 22, 2023

Tertiary Selection

Candidates:  Those residing outside Japan who 
meet the application requirements

Period         :  Friday, October 6 to Tuesday, 
December 26, 2023

Acceptance:  Applications will no longer be 
accepted even during the application 
period once the maximum number 
of applicants has been reached.

Exam dates: Monthly from November 2023

Candidates:  Those residing inside Japan who 
meet the application requirements

Period         :  Friday, October 6, 2023 to 
Wednesday, March 6, 2024

Acceptance:  Applications will no longer be 
accepted even during the application 
period once the maximum number 
of applicants has been reached.

Exam dates: Monthly from November 2023

Tsujicho’s own scholarship 
program

Honor Students Scholarship Program 
for Cooking Exam/Confectionery 
Exam Qualifications (P20)

Scholarship for International Students 
(P20)

France School International Study 
Scholarship Program (P20)

Tuition Reduction

Siblings/Children of Graduates 
Reduced Fees Program (P21)

France School Study Tuition 
Reduction (P21)

Double License Tuition Reduction 
(P21)

Tuition reduction for switching 
courses (P21)

Financial Incentives

Scholarship for Privately Financed 
International Students (P22)

AO Exam

Those with the residence status of Student and who have been enrolled for at least one year                      in a Japanese high school or above and are expected to 
graduate in March 2024.
　　Your admissions requirements differ. Please see the 2024 Admissions Requirements.
　　  0120-24-2418　　　　　Mail：ryugakusei@tsuji.ac.jp

General 
Selection

Those who have residence statuses other than Student such as Long Term Resident,                      Dependent, Spouse, etc.
　　Your admissions requirements differ. Please see the 2024 Admissions Requirements.
　　  0120-24-2418　　　　　Mail：ryugakusei@tsuji.ac.jp

method

method

method
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https://www.syutsugan.net/tsuji   ▶

■Credit card *The credit card does not need to be in the applicant’s name.

Step５ Payment of admission test fee  *You are responsible for any bank transfer fees.

Click the Payment Procedures button and make payment within one week.

NOTE! You cannot make payment once the deadline (one week from application entry date) has passed.
In addition, if there is less than one week before applications close, you will not be able to make 
payment once the applications close.

■Payment at convenience store in Japan Cash payment

■Financial institution ATMs (Pay-easy) 

○ Those residing in Japan but who cannot make payment using the methods above should refer to page 14.

Cash payment Bank card

Using a Japan 
Post Bank 
or ATM 
with Pay-easy 

Enter “58082” 
for the payee 

organization number

Enter your 
customer number and 
confirmation number

Select your payment method
 (Cash or bank card) 

and pay the admission 
test fee.

Select

Taxes / Charges (Pay-easy)

Store cash register

Do not forget your explanation/receipt

Take the application 
ticket from the terminal 
and pay at the counter

Do not forget your receipt

Seven-Eleven

Store cash register

Daily Yamazaki

Loppi

Lawson / Ministop

Enter your 6-digit 
payment number

Enter the telephone number 
you registered when applying

Confirm your payment 
details

Select 

Input a Number

Club Station

Seicomart

Tell the cashier you 
want to pay online

Tell the cashier you 
want to pay online

Enter “Online payment 
number” in the touch 

panel

Enter the telephone 
number you registered 

when applying

Confirm your payment 
details

Select

Pay internet-based 
charges

Enter your online 
payment number

Take the issued application ticket to the counter and pay the 
admission test fee in cash 

*You must make payment within 30 minutes from application ticket issue.

Step６ Submit the application documents (see pages 11, 12) within a week of your application.

Family Mart

*The numbers you need to pay at a convenience store will be 
displayed after you register your application.

Step３ Log into the Internet Applications page.

Click the “初めて出願される方” button. G o to  t h e  C r e a te  I n te r n e t  A p p l i c a t i o n  

Account page. Enter your e-mai l address 

and click “送信する”.

To complete registration, click the URL in the 

“ネット出願アカウント登録確認” e-mail that 
was sent to the e-mail address you entered.

▶ ▶

Step４ Application registration *Can only be used during the application period.

After logging in, click the “新規出願” button. Select entrance exam type
Select “留学生入試” for the exam type.

▶ ▶

Se lec t  se lec t ion da te (any t ime)  and 
payment method.
Select payment method from 1. convenience 
store 2. bank transfer (Pay-easy) 3. credit 
card.

Enter your personal details.
Enter your date of bir th, academic history, 
etc.

▶ ▶

(1)A digital photo of your face (image data taken with a smartphone or digital camera)
*Must be taken within the last three months. Ensure the top half of your body is visible, you are facing front, not wearing 
headgear, and the photo is taken indoors.

(2)Themed essay preparation: 300 words or more on the topic “Write about your plan following 
graduation from Tsuji, why you want to enroll in Tsuji, and what you want to learn while here.”

Step１ Preparations before applying

Step２ Access the following websites from your smartphone or computer.

On the submission screen, it tells you to enter your name in kanji, but you need to use katakana.
Entering Chinese characters not used in Japan will cause an admission test payment error.

0120-24-2418 (From within Japan only)Inquiries for internet
applications ✉ nyugakujimushitsu@tsuji.ac.jp

Select course and class
Select your desired course and class.

Enter the topic/question items
Following the directions on screen to enter 
(or select) your topic or question items.
Topic: Write about your plan following 

graduation from Tsuji, why you want 
to enroll in Tsuji, and what you want to 
learn while here (300 words or more).

辻
辻
簡体字

Multi-function copier

Enter first number

Enter second number

Confirm your payment 
details

Select 

Payment

Select 

Enter number

Application Method (Internet Application)
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https://www.syutsugan.net/tsuji   ▶

■Credit card *The credit card does not need to be in the applicant’s name.

Step５ Payment of admission test fee  *You are responsible for any bank transfer fees.

Click the Payment Procedures button and make payment within one week.

NOTE! You cannot make payment once the deadline (one week from application entry date) has passed.
In addition, if there is less than one week before applications close, you will not be able to make 
payment once the applications close.

■Payment at convenience store in Japan Cash payment

■Financial institution ATMs (Pay-easy) 

○ Those residing in Japan but who cannot make payment using the methods above should refer to page 14.

Cash payment Bank card

Using a Japan 
Post Bank 
or ATM 
with Pay-easy 

Enter “58082” 
for the payee 

organization number

Enter your 
customer number and 
confirmation number

Select your payment method
 (Cash or bank card) 

and pay the admission 
test fee.

Select

Taxes / Charges (Pay-easy)

Store cash register

Do not forget your explanation/receipt

Take the application 
ticket from the terminal 
and pay at the counter

Do not forget your receipt

Seven-Eleven

Store cash register

Daily Yamazaki

Loppi

Lawson / Ministop

Enter your 6-digit 
payment number

Enter the telephone number 
you registered when applying

Confirm your payment 
details

Select 

Input a Number

Club Station

Seicomart

Tell the cashier you 
want to pay online

Tell the cashier you 
want to pay online

Enter “Online payment 
number” in the touch 

panel

Enter the telephone 
number you registered 

when applying

Confirm your payment 
details

Select

Pay internet-based 
charges

Enter your online 
payment number

Take the issued application ticket to the counter and pay the 
admission test fee in cash 

*You must make payment within 30 minutes from application ticket issue.

Step６ Submit the application documents (see pages 11, 12) within a week of your application.

Family Mart

*The numbers you need to pay at a convenience store will be 
displayed after you register your application.

Step３ Log into the Internet Applications page.

Click the “初めて出願される方” button. G o to  t h e  C r e a te  I n te r n e t  A p p l i c a t i o n  

Account page. Enter your e-mai l address 

and click “送信する”.

To complete registration, click the URL in the 

“ネット出願アカウント登録確認” e-mail that 
was sent to the e-mail address you entered.

▶ ▶

Step４ Application registration *Can only be used during the application period.

After logging in, click the “新規出願” button. Select entrance exam type
Select “留学生入試” for the exam type.

▶ ▶

Se lec t  se lec t ion da te (any t ime)  and 
payment method.
Select payment method from 1. convenience 
store 2. bank transfer (Pay-easy) 3. credit 
card.

Enter your personal details.
Enter your date of bir th, academic history, 
etc.

▶ ▶

(1)A digital photo of your face (image data taken with a smartphone or digital camera)
*Must be taken within the last three months. Ensure the top half of your body is visible, you are facing front, not wearing 
headgear, and the photo is taken indoors.

(2)Themed essay preparation: 300 words or more on the topic “Write about your plan following 
graduation from Tsuji, why you want to enroll in Tsuji, and what you want to learn while here.”

Step１ Preparations before applying

Step２ Access the following websites from your smartphone or computer.

On the submission screen, it tells you to enter your name in kanji, but you need to use katakana.
Entering Chinese characters not used in Japan will cause an admission test payment error.

0120-24-2418 (From within Japan only)Inquiries for internet
applications ✉ nyugakujimushitsu@tsuji.ac.jp

Select course and class
Select your desired course and class.

Enter the topic/question items
Following the directions on screen to enter 
(or select) your topic or question items.
Topic: Write about your plan following 

graduation from Tsuji, why you want 
to enroll in Tsuji, and what you want to 
learn while here (300 words or more).

辻
辻
簡体字

Multi-function copier

Enter first number

Enter second number

Confirm your payment 
details

Select 

Payment

Select 

Enter number
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■ Application Documents
Prepare all documents listed A to E below that apply, and post them to the address shown under ■Where to Send 
Application Documents on P14 within one week of your internet application.

A.  Those who are enrolled in or have been enrolled in an educational institute for the Japanese language (including those who withdrew) 

Documents to submit Explanation (important)

1
Certificate of graduation (original) or 
diploma (copy) from your high school 
or university.

-  Must show that you have spent at least 12 years in school education.
- In English or your native language.

*  Attach a Japanese translation if the graduation certificate or diploma is written in a 
language other than English.

* Photos are not accepted.

2
Japanese language institution documents

(1) Academic transcript　　(2) Attendance transcript　　(3) Certificate of expected graduation (or Certificate of graduation)
* Those who dropped out should submit a certificate of enrollment in lieu of a certificate of graduation.

3

All the following documents attesting to Japanese language ability that you have (not required if you have none)

a.  Japanese-Language Proficiency Test Certificate of Result and Scores of N2 or higher 
(original) 
     or 
Evaluation of Japanese Language Proficiency (with photograph) of N2 or higher (copy)

b.  Examination for Japanese University Admission for International Students (EJU) exam voucher (with photo) (copy)

c.  A BJT Business Japanese Proficiency Test Score Certificate of at least 400 points (for school submission)

4
International Student Personal Information Form

*Refer to the example on page 13 for how to fill this out.

Download from the Tsujicho Group’s Global Site.

https://www.tsuji.ac.jp/form/

B.  Those who have never been enrolled in an educational institute for the Japanese language. 

Documents to submit Explanation (important)

1
Certificate of graduation (original) or 
diploma (copy) from your high school 
or university.

-  Must show that you have spent at least 12 years in school education.
- In English or your native language.

*  Attach a Japanese translation if the graduation certificate or diploma is written in a 
language other than English.

* Photos are not accepted.

2

All the following documents attesting to Japanese language ability that you have

a.  Japanese-Language Proficiency Test Certificate of Result and Scores of N2 or higher  
(original) 
     or 
Evaluation of Japanese Language Proficiency (with photograph) of N2 or higher (copy)

b.  Examination for Japanese University Admission for International Students (EJU) exam voucher (with photo) (copy)

c.  A BJT Business Japanese Proficiency Test Score Certificate of at least 400 points (for school submission)

d.  Proof of having attended a school in Japan recognized by Section 1 of the Japan School Education Act 
(Excluding kindergartens) for at least one year.

    * Certificate of graduation or certificate of enrollment

3
International Student Personal Information Form

*Refer to the example on page 13 for how to fill this out.

Download from the Tsujicho Group’s Global Site.

https://www.tsuji.ac.jp/form/

C.  Those currently enrolled in a Japanese high school with the residence status of “student” 

Documents to submit Explanation (important)

1 School record from a Japanese high 
school

Issued by a high school recognized by Section 1 of the Japan School 
Education Act

2

All the following documents attesting to Japanese language ability that you have (not required if you have none)

a.  Japanese-Language Proficiency Test Certificate of Result and Scores of N2 or higher  
(original) 
     or 
Evaluation of Japanese Language Proficiency (with photograph) of N2 or higher (copy)

b.  Examination for Japanese University Admission for International Students (EJU) exam voucher (with photo) (copy)

c.  A BJT Business Japanese Proficiency Test Score Certificate of at least 400 points (for school submission)

3
International Student Personal Information Form

*Refer to the example on page 13 for how to fill this out.

Download from the Tsujicho Group’s Global Site.

https://www.tsuji.ac.jp/form/

Check the certificates with the 
examples on the last page to make 
sure they are the ones requested.

Check the certificates with the 
examples on the last page to make 
sure they are the ones requested.

Check the certificates with the 
examples on the last page to make 
sure they are the ones requested.

Application Method / Application Documents
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D.   Those who are enrolled in a Japanese university or junior college with the residence status of Student and expect to 
 graduate in March 2024, or who have graduated. 

* If you will withdraw or have already withdrawn from university or junior college before graduation, please submit your certificate of enrollment and 
documentary proof of high school graduation in place of 1-(2) Certificate of expected graduation in the table below.

Documents to submit Explanation (important)

1
(1) Academic transcript (2) Certificate of expected graduation (or certificate of graduation) from a Japanese 
university or junior college

2

(1) Academic transcript
(2) Attendance transcript
(3) Certificate of graduation
from a Japanese language institution you 
were enrolled in in the past.

*Those who withdrew should submit a certificate of enrollment in lieu of a 
certificate of graduation.

3

All the following documents attesting to Japanese language ability that you have (not required if you have none)

a.  Japanese-Language Proficiency Test Certificate of Result and Scores of N2 or higher 
(original) 
     or 
Evaluation of Japanese Language Proficiency (with photograph) of N2 or higher (copy)

b.  Examination for Japanese University Admission for International Students (EJU) exam voucher (with photo) (copy)

c.  A BJT Business Japanese Proficiency Test Score Certificate of at least 400 points (for school submission)

4
International Student Personal Information Form

*Refer to the example on page 13 for how to fill this out.

Download from the Tsujicho Group’s Global Site.

https://www.tsuji.ac.jp/form/

E.   Those who are enrolled in a professional school in Japan (other than a Japanese language school) with the 
 residence status of Student and expect to graduate in March 2024, or who have graduated. 

* If you withdraw or have already withdrawn from a professional school, please submit your certificate of enrollment in place of 2-(3) Certificate of expected 
graduation in the table below. 

Documents to submit Explanation (important)

1
Certificate of graduation (original) or 
diploma (copy) from your high school

- Must show that you have spent at least 12 years in school education.
- In English or your native language.

* Attach a Japanese translation if the graduation certificate or diploma is written in a 
language other than English.

*Photos are not accepted.

2
(1) Academic transcript (2) Attendance transcript (3) Certificate of expected graduation (or certificate of 
graduation) from a professional school in Japan

3

(1) Academic transcript
(2) Attendance transcript
(3) Certificate of graduation
from a Japanese language institution 
you were enrolled in in the past.

* Those who withdrew should submit a certificate of enrollment in lieu of a certificate of 
graduation.

4

All the following documents attesting to Japanese language ability that you have (not required if you have none)

a.  Japanese-Language Proficiency Test Certificate of Result and Scores of N2 or higher 
(original) 
     or 
Evaluation of Japanese Language Proficiency (with photograph) of N2 or higher (copy)

b.  Examination for Japanese University Admission for International Students (EJU) exam voucher (with photo) (copy)

c.  A BJT Business Japanese Proficiency Test Score Certificate of at least 400 points (for school submission)

5
International Student Personal Information Form

*Refer to the example on page 13 for how to fill this out.

Download from the Tsujicho Group’s Global Site.

https://www.tsuji.ac.jp/form/

● If you cannot download the form, request a copy from the International Students Admissions Information Office.

0120-24-2418　　　　　　  　ryugakusei@tsuji.ac.jp

Check the certificates with the 
examples on the last page to make 
sure they are the ones requested.

Check the certificates with the 
examples on the last page to make 
sure they are the ones requested.

*
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Example of How to Fill Out International Student Personal Information Form

■日本語能力を証明するもの Proof of Japanese language ability

西暦

　　　　　年　　　月

取得年月
Date of acquisition

スコア・級
Score・Level

N1 ・ N2

西暦

　　　　　年　　　月点

西暦

　　　　　年　　　月点

日本語能力試験 　Japanese-Language Proficiency Test (JLPT)

日本留学試験 　Examination for Japanese University Admission for International Students (EJU)

BJTビジネス日本語能力テスト 　BJT Business Japanese Proficiency Test

■家族（父・母・兄弟・配偶者） Family

氏 名
Name in English

住 所
Address

日本語、又は英語による連絡contact in Japanese or English  日本語Japanese(可Yes・不No)／英語English(可Yes・不No)

本人との関係 Relationship
(　　　　　　　　　　　　）

氏 名
Name in English

住 所
Address

TEL:

TEL:

E-mail:

E-mail:

日本語、又は英語による連絡contact in Japanese or English  日本語Japanese(可Yes・不No)／英語English(可Yes・不No)

本人との関係 Relationship
(　　　　　　　　　　　　）

■経費支弁者・支弁方法 Method of support to meet the expenses while in Japan

TEL:

経費支弁者分
Supporter

経費支弁者分
Supporter

円/年
Yen/per year

円/年
Yen/per year

円/年
Yen/per year

円/年
Yen/per year

円/年
Yen/per year

本人分
Self

本人分
Self

年 収
Annual income

（2）

2022　  1

2022　 12250

LEE　SEO JOON 父

#101, 111ho, Inasa-dong, Jongno-gu, Seoul, Korea

○○○＠tsuji.ac.ｊｐ

△△△＠tsuji.ac.ｊｐ

010-3333-4444

010-3333-4444

PARK　EUN KYUNG 母

#101, 111ho, Inasa-dong, Jongno-gu, Seoul, Korea

010-5555-6666

1,916,000 0

1,000,000 400,000

LEE　SEO JOON 8,250,000

Restaurant owner

　　　　■記入日：　　　　　年　　　月　　　日

留学生身上書
※必ずボールペン（黒または青）で記入してください。（消せるボールペンは使用不可）

年

年

年

年

年

年

在学期間 (Period of attendance)学校名 (Name of school)

■学歴 Educational background

　　　年　　　月　　　日

　　　年　　　月　　　日有効期限
Date of expiration

有効期限※

Date of expiration

フリガナ

氏　名

パスポート表記氏名
Name in English

国籍・地域
Nationality / Region

旅券番号
Passport No.

在留資格※

Status of residence

在留カード番号（12桁）※
Residence card number

生年月日  ＜性別＞
Date of Birth ＜Sex＞

母国住所
Home address

年　  月　  日  ＜男 ・ 女＞

postal code:

TEL:

E-mail address @

※日本国内在住者のみ

留学 ・ 特定活動 ・ 技術人文知識国際業務
その他（                      　　　　　　　  ）

名 (First Name, Middle Name)姓 (Family Name)

修業年限
Course term

都 道
府 県

（1）

2022　 9　  1

2025　 2　 15

2023　10　 20

1994 10　3

イ                     サンスン

李              三純
LEE             SAMSOON

韓国
16800

010-1111-2222
#101, 111ho, Insa-dong, Jongno-gu, Seoul, Korea

lee-samsoon123 gmail.com

M12345678

A B 1 2 3 4 5 6 7 8 C D

〇〇小学校
韓国

6 2002　 4　  2008  2

〇〇中学校
韓国

3 2008　 4　  2011   2

〇〇University
アメリカ

4 2014　 9　  2018 12

〇〇高等学校
韓国

3 2011　 4　 2014  3

〇〇日本語学校
大阪

1.5 2021 10　 2023  3

If you live in Japan, make sure you circle the 
appropriate status of residence, and include its 
period of validity and your 12-digit residence 
card number.

Every relevant section of the academic career 
must be filled in. (In English or Japanese.)
Note that if the high school or university 
graduation certificate you are going to submit 
with your application documents is in English, 
use English for the entry, and if it is in another 
language, use Japanese.

Th is  is  necessary  in  case we have to 
directly contact your family back home in an 
emergency.

Enter the amount of living expenses you will 
need for one year (rough living expenses per month 
x 12).

Enter the name of the person who will provide 
your tuition and living expenses. 
(If you will be self-supporting, write your own name.) 

Convert your supporter’s annual income to 
yen and enter it.

Do not forget your supporter’s place of work. 
If your supporter is unemployed, please write 
down information about how they will be able 
to pay tuition fees and living expenses.

Add the amount from the person providing 
financial support to your own amount to total 
the tuition costs.

For a 2 or 3-year course: 1,916,000 yen (tuition for the first year)
For a 1-year course: 2,170,000 yen

Those who  living in Japan should enter them 
address in their home country in Roman letters.
Those who living outside Japan should enter 
their current address in Roman letters.

■Page1

■Page2
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■  The case of paying admission fee with Flywire, because of cannot pay 
that on the internet application page.

Tsuji Culinary Institute is linked with Flywire.
Flywire is a reliable international tuition payment service that is used by educational institutions around the world.

Step１ Start by going to the URL below

Step2 After making payment, report the information in (1) to (3) below via e-mail

✉ nyugakujimushitsu@tsuji.ac.jp
(1) Name (katakana) of applicant  (2) Payment data  (3) Payment ID

Merit 1
You can pay at your local bank, with 
credit cards, UnionPay cards, or Alipay.

Merit 2
Three customer centers around the world 
are available 24 hours a day, 365 days a 
year via phone, e-mail, Skype, or WeChat.

Merit 3
Can be done from the mobile site even if 
you don’t have a computer.

Where to Send Application Documents / Examination Fee (Flywire)

■ Where to Send Application Documents (Please provide your own envelope)

From Japan

〒 545-0053
大阪市阿倍野区松崎町 3-16-11
辻調理師専門学校　入学事務室

From overseas

3-16-11, Matsuzakicho, Abeno-ku, Osaka 
545-0053 JAPAN

Tsuji Culinary Institure　Admission Offi  ce
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Entrance Examination / Notice of Results / Admission Procedures

■ Entrance Examination Method

Candidates Examination Methods

Those who have a 
Japanese language 

proficiency 
certification

Those who have passed the N1 or N2 level of the Japanese-Language Proficiency 
Test (JLPT).

Online interviews only
Those who have scored at least 200 points in the subject “Japanese as a foreign 
language” of the Examination for Japanese University Admission for International 
Students.

Those who have passed the BJT Business Japanese Proficiency Test with a score 
of at least 400 points.

Those who lack a 
Japanese language 

proficiency 
certification

Those who have attended a Japanese language institution for at least six months 
(certified courses only).

Written exam and 
interview at your 
desired school

Those who have completed at least 6 months’ education (certified courses only) at a 
Japanese language institution they are currently enrolled at.

Those who have attended a school in Japan recognized by Section 1 of the Japan 
School Education Act (excluding kindergartens) for at least one year. (Includes independent 
Japanese courses at junior colleges and universities which are at least one year in duration.)

■ Entrance Examination Schedule
The entrance exam will be held over a set schedule for each application period.

Application Period Entrance Examination Schedules

First Application: 
Sept. 1 to Sept. 7

(1) Sunday, September 24, 2023
or
(2) Saturday, October 7, 2023

The school will specify from the schedules to the left.

Second 
Application: Sept. 

8 to Oct. 5
Sunday, October 22, 2023

Third Application: 
Oct. 6 on

Held every month starting in 
November.

You will be notified of your examination date after your 
application has been received.

● If there are any issues with your application documents, you will not be able to sit the entrance exam.
● If you require a visa to enter Japan to take the examination, you must arrange this yourself.

■ Notification Method for Entrance Examination
Online interview →　A notification e-mail will be sent to the address you applied from.

Written exam and interview at
your desired school

→　The exam voucher will be sent to the address you registered when applying.

■ Notification of Results
You will be notified of your examination results within two weeks following the selection.
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■ Admission Procedures, Other Schedules

1

Submission of 
●  Student Identification Card 

Information Confirmation Slip
●  Written Oath / Letter of Guarantee
●  Agreement Regarding Handling of 

Personal Information

Submit this within two weeks after receipt of your acceptance letter.
● The document will be sent together with your acceptance letter. 
●  Check the information, fill out all the necessary items, and then send the document 

back to the school.

2 Tuition Payment
Tuition should be paid in the method (number of payments) of your 
choice within two weeks after receipt of your acceptance letter.  
(See pages 17・18)

3 Extension or Change of Period of Stay, 
Acquisition of Status of Residence.

A certificate of admission is issued to those who have completed their 
tuition payment.
If you reside in Japan:
●  If your status of residence will expire before entering school 

Apply on your own (or through your Japanese language institute) to extend your period 
of stay or change your status of resident to “student.” Please contact us via e-mail for 
the “For organization” documents you will need for application. 
The application method can be found in the Enrollment Procedures Book that was sent 
with your acceptance notification. 
The latest certificate from your Japanese language institute (grades, attendance record, 
etc.) is needed for application.

●  If your status of residence will not expire before entering school 
Depending on the timing of your extension, the Tsujicho Group may be able to apply on 
your behalf.

If you reside outside Japan: 
The Tsujicho Group will apply for a Certificate of Eligibility at the Immigration Office on your 
behalf. (Scheduled for December)
If a Certificate of Eligibility is issued, it will be sent to you by post together with your 
certificate of admission. Take the Certificate of Eligibility and your passport to apply for a 
student visa at the Japanese embassy or consulate in your home country.

4 Pre-Admission Study Program We have a Pre-Admission Study Program to allow students to spend the time before 
enrolling effectively. You will be notified of the details after you pass the exam.

5 Provision of Information before School 
Entry

Detailed documentation, including information on the entrance ceremony and how to 
purchase chef wear, educational materials, knife sets, and other items, will be sent by post 
around early February.

■ Admission Withdrawal
If you must withdraw from enrolling for unavoidable reasons after your application, please follow the procedure below.

● Procedures

(1) Please contact the Admissions Office　☎06-6629-6621 (Weekdays 9：00 to 17：00)

(2) An Admission Withdrawal Form will be sent to you.

(3) Fill out the required items in (2), affix your seal, and send it together with your acceptance letter to the address below.

Address: Attn: Admissions Office, Tsuji Culinary Institute, 3-16-11 Matsuzakicho, Abeno-ku, Osaka 545-0053 JAPAN

Deadline: Friday, March 22, 2024
*Must arrive by 5 p.m. on the final day.

 
● Tuition Refund

・Tuition that has been paid will be reimbursed, excluding the entrance fee, when the above procedures for admission 

withdrawal have been completed within the designated time frame.
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■ Tuition　Note: Tuition includes all costs for materials.

Tuition Amount

Breakdown

Course Fee Practical Training FeeProgram Development FeeEntrance Fee

1,916,000 yen

1,650,000 yen

1,524,000 yen

1st year

2nd year

3rd year

Advanced Culinary Arts and
Management Course

250,000 yen 1,026,000 yen

1,040,000 yen

1,034,000 yen

100,000 yen

50,000 yen

50,000 yen

540,000 yen

560,000 yen

440,000 yen

-

-

3 ye
a

rs

1,916,000 yen

1,874,000 yen

1st year

2nd year

Culinary Arts and
Management Course

250,000 yen 1,026,000 yen

1,200,000 yen

100,000 yen

50,000 yen

540,000 yen

624,000 yen-

2 ye
a

rs

Culinary Arts Course 730,000 yen250,000 yen2,170,000 yen 100,000 yen 1,090,000 yen

1 ye
a

rs

1st year

2nd year

Confectionery Arts and
Management Course

1,916,000 yen

1,874,000 yen

1,026,000 yen

1,200,000 yen

540,000 yen

624,000 yen

100,000 yen

50,000 yen

250,000 yen

-

2 ye
a

rs

1st year

2nd year

Japanese Culinary Arts and
Business Course

1,916,000 yen

1,874,000 yen

250,000 yen 940,000 yen

1,100,000 yen

100,000 yen

50,000 yen

626,000 yen

724,000 yen-

2 ye
a

rs

Japanese Culinary Course 850,000 yen250,000 yen2,170,000 yen 100,000 yen 970,000 yen

1 ye
a

rs

Confectionery Hygiene
Master Course 2,170,000 yen 1,090,000 yen 730,000 yen100,000 yen250,000 yen

1 ye
a

rs

■ Payment Method, etc.
● Tuition can be paid via Flywire, financial institution (branch, ATM), or by internet banking.

● You can select whether to pay as a lump sum, or in two or four installments. Paying in installments will not change the 
total price of tuition.

● When paying in installments, select the number of installments, and pay the amounts shown on the table on page 18 
within the designated time frame.

● Only tuition for the first year can be paid when you pass the exam: tuition for subsequent years is to be paid later.

● When paying tuition from a financial institution within Japan, use the Payment (Transfer) Request Form enclosed with 
your acceptance letter.

● The entrance fee part of the tuition payment (250,000 yen) will not be refunded for any reason whatsoever.

● If admission procedures are not completed within the designated time frame, or we receive no contact, we may decide 
you have withdrawn from admission.

*If you must withdraw from admission, please refer to page 16 and complete the admission withdrawal procedures before the deadline.

Tuition (Amounts, Payment Methods) 
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Instalment Payments for Tuition

2nd Year

3rd Year

1st Year

Upon Acceptance
(Initial payment)

2nd Installment
(When selecting the Four

Installment Method)

3rd Installment (When selecting the 
Four Installment Method)

Second Installment (When selecting the
Two Installment Method)

4th Installment
(When selecting the Four

Installment Method)

Mid March 2025 Late June 2025 Late September 2025 Mid December 2025

Mid March 2026 Late June 2026 Late September 2026 Mid December 2026

As a rule, within two weeks after
receiving your acceptance letter. Late June 2024 Late September 2024 Mid December 2024

Lump Sum Payment

Two Installment Method

Four Installment Method

Lump Sum Payment

Two Installment Method

Four Installment Method

Lump Sum Payment

Two Installment Method

Four Installment Method

　1,650,000 yen

　850,000 yen

　450,000 yen

-

-

400,000 yen

-

800,000 yen

400,000 yen

-

-

400,000 yen

-

-

368,500 yen

-

737,000 yen

368,500 yen

-

-

368,500 yen

-

-

391,500 yen

-

783,000 yen

391,500 yen

-

-

391,500 yen

　1,916,000 yen

1,133,000 yen

741,500 yen

　1,524,000 yen

　787,000 yen

　418,500 yen

Advanced Culinary Arts and Management Course Three-year program

Upon Acceptance
(Initial payment)

2nd Installment
(When selecting the Four

Installment Method)

3rd Installment (When selecting the 
Four Installment Method)

Second Installment (When selecting the
Two Installment Method)

4th Installment
(When selecting the Four

Installment Method)

As a rule, within two weeks after
receiving your acceptance letter. Late June 2024 Late September 2024 Mid December 2024

Lump Sum Payment

Two Installment Method

Four Installment Method

-

-

455,000 yen

-

910,000 yen

455,000 yen

-

-

455,000 yen

2,170,000 yen

1,260,000 yen

805,000 yen

Culinary Arts Course / Confectionery Hygiene Master Course / Japanese Culinary CourseOne-year programs

Culinary Arts and Management Course / Confectionery Arts and Management Course / 
Japanese Culinary Arts and Business CourseTwo-year programs

Upon Acceptance
(Initial payment)

2nd Installment
(When selecting the Four

Installment Method)

3rd Installment (When selecting the 
Four Installment Method)

Second Installment (When selecting the
Two Installment Method)

4th Installment
(When selecting the Four

Installment Method)

2nd Year

1st Year

Mid March 2025 Late June 2025 Late September 2025 Mid December 2025

As a rule, within two weeks after
receiving your acceptance letter. Late June 2024 Late September 2024 Mid December 2024

Lump Sum Payment

Two Installment Method

Four Installment Method

Lump Sum Payment

Two Installment Method

Four Installment Method

-

-

456,000 yen

-

912,000 yen

456,000 yen

-

-

456,000 yen

-

-

391,500 yen

-

783,000 yen

391,500 yen

-

-

391,500 yen

1,874,000 yen

962,000 yen

506,000 yen

　1,916,000 yen

　1,133,000 yen

　741,500 yen
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Expenses Required Other Than Tuition 

○ Tsuji Culinary Institute will notify new students before admission regarding the type of computer required for the Advanced Culinary Arts and Management Course (three years) 
and Culinary Arts and Management Course (two years).

○ Transportation expenses are required separately for travel to locations where training classes are held in the Advanced Culinary Arts and Management Course (three years) and 
Culinary Arts and Management Course (two years).

○ Separate fees are required for taking separate elective study courses and when participating in study tours.
○ Those who wish to purchase a computer for the Culinary Arts Course can do so separately.

BreakdownAmount

Educational materials, chef wear (single set), chef shoes, knife set, Compitum (Tsujicho Group Alumni Association) 
membership fee, student insurance, computer for classes (specified model, your personal property)

Educational materials, student insurance, chef license application fees

First Year

Second Year

Culinary Arts and
Management Course

Approx. 237,000 yen

Approx. 30,000 yen

Educational materials, text printing expenses, chef wear (single set), 
knife set, guidance training camp fee, off-campus educational expenses,
Compitum (Tsujicho Group Alumni Association) membership fee, 
student insurance, chef license application fees

Culinary Arts Course Approx. 159,000 yen

Educational materials, chef wear (single set), knife set, Compitum (Tsujicho Group Alumni Association) 
membership fee, student insurance, computer for class use (specified model, your personal property) 
Reading list for before starting school (to buy yourself before classes start as reference works)

Student insurance, chef license application fees

Educational materials, chef shoes, student insurance

First Year

Second Year
Advanced Culinary Arts and
Management Course

Approx. 246,500 yen

Approx. 31,000 yen

Approx. 11,000 yenThird Year

3 years
2 yea

rs
1 yea

rs

○ You will be informed of the computer model, etc. before admission. 
○ Separate fees will be required to participate in the voluntary study trip.

Educational materials, chef wear (single set), confectionery study set, Compitum
 (Tsujicho Group Alumni Association) membership fee, student insurance, 
computer for class use (specified model, your personal property)

Educational materials, chef wear (single set), confectionery study set, Compitum
 (Tsujicho Group Alumni Association) membership fee, student insurance, 
computer for class use (specified model, your personal property)

Educational materials, student insurance, 
Confectionery Hygiene Master License examination fees

First Year

Second Year

Confectionery Arts and
Management Course

Confectionery Hygiene
Master Course

Approx. 202,000 yen

Approx. 22,000 yen

Approx. 202,000 yen

2 yea
rs

1 yea
rs

○ You will be informed of the computer model, etc. used in the Japanese Culinary Arts and Business Course before admission.
○ Separate fees are required for taking separate elective study courses and when participating in study tours.
◯ Those who wish to purchase a computer for the Japanese Culinary Course can do so separately.

Educational materials, chef wear (single set), knife set, 
Compitum (Tsujicho Group Alumni Association) 
membership fee, student insurance

Japanese Culinary Course Approx. 110,000 yen

Educational materials, chef wear (single set), knife set, Compitum (Tsujicho Group Alumni Association) 
membership fee, student insurance, computer for class use (specified model, your personal property)

Educational materials, student insurance

First Year

Second Year

Japanese Culinary Arts and
Business Course

Approx. 237,000 yen

Approx. 7,000 yen

2 yea
rs

1 yea
rs

●  The table above is a sample from the previous school year. It should be used for reference only. (The details and amounts are 
subject to change.)  
You will be informed in writing around early February 2024 regarding the assorted fees for the 2024 academic year (how to 
apply and pay for teaching materials, etc.).

●  All students are required to enroll in Student 24 Hour Aid, a system available 24 hours a day to provide support both on and 
off campus and offer students a sense of security so that they can carry on with their academic lives.

●  Prices change according to the amount of chef wear and type of knife set to be purchased.
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Scholarships / Tuition Reduction Program / Financial Incentives
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Application
qualifications

Those falling under both (1) and (2) below.
(1) Those who have obtained Grade 2 or above in the Cooking Exam or Grade 2 in the Confectionery 

Exam recommended by the Institute when applying
(2) Those who desire to enter the Institute the year following application

Announcement of results Honor students will be selected and notified at the end of December 2023.

Selection method

● Primary selection (screening of documents)
End of October 2023 (selection through career sheet and essay. Those who pass the primary selection will
be notified by early November.)
● Secondary selection (interview)
Mid-November to December, 2023 (done online)

Documents to
submit

(1) Application form of Honor Students Scholarship Program for Cooking Exam / Confectionery Exam 
Qualifications

(2) Career sheet (two copies)
(3) Essay (two copies)
(4) Copy of a Grade 2 or higher exam results certificate
　*Please download the required forms (other than the exam results certificate) from the website.
　(The exam results certificate will be posted from the Exams Office within three weeks of the exam.)

Application method Send the application documents by post to the General Admissions Information Office.

Application period Saturday, July 1 to Saturday, September 30, 2023

Capacity 14

Entrance Exam
Categories

Stipend 1,000,000 yen
*Scholarship payment will start in  January after enrollment.

All entrance examinations 
are covered.

Honor Students Scholarship Program for Cooking Exam/
Confectionary Exam Qualifications 

Application before enrollment / 
Stipend determined before enrollment

▶▶▶ This program is designed to support those who have superior grades in the Cooking Exam/Confectionery Exam run by the Institute and 
who are expected to become valued professionals in their future.  …… Cooking Exam/Confectionery Exam URL▶▶
https://ryouri-kentei.jp

Outline

　■ Scholarship Program for International Students
▶▶▶ This scholarship program is designed to support international students who work hard after enrollment (while enrolled).

Outline

Stipend 150,000 yen

Application
qualifications

Those international students who will enroll in the Tsuji Culinary Institute in April 2024 and desire to use this 
program. (Excludes students enrolled in the 2023 academic year)
　● All courses

*Procedures for application, selection, and payment will be notified after enrollment.

Capacity 4  

Application after enrollment / 
Stipend determined after enrollment

★Only for international students★

　■ France School International Study Scholarship Program
▶▶▶ Those applying for the France Studies Course and who work hard after enrollment (prior to studying in France).

Outline

Stipend 300,000 yen

Application
qualifications

Those falling under both (1) and (2) below.
  (1) Those in the France Studies course
  (2) Those who are admitted to the Tsujicho Group’s France School in 2025

*Procedures for application, selection, and payment will be notified after enrollment.

Capacity
French Cuisine Research Course: limited numbers / Patisserie
Research Course: limited numbers

Application after enrollment / 
Stipend determined after enrollment
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Application after enrollment / 
Determined after enrollmentFrance School Tuition Reduction Program

▶▶▶ This program reduces the tuition for those applying to study at the France School.

Outline

Tuition reduction 300,000 yen (Enrollment fee and program development fee for the France School)

Application
qualifications

Those who enroll in the following courses in April 2024 and who will advance to the France School following 
graduation.
● Advanced Culinary Arts and Management Course / Culinary Arts and Management Course / Culinary Arts Course
● Confectionery Arts and Management Course / Confectionery Hygiene Master Course

Capacity No set limit (every qualified applicant will receive this)

Application period Filing PeriodApplication method Fill in the France School application form

Outline

Application
qualifications

Those (excluding those who enroll in the 2023 academic year or earlier) to whom either (1) or (2) apply
(1) The children or siblings of currently enrolled students or of graduates.
(2) Within the second degree of consanguinity of currently enrolled students or of graduates (but limited to 
     only one such applicant in the case of multiple such applicants in the same year.)

*You will be notified of the application method and period following enrollment.

Capacity No set limit (every qualified applicant will receive this)Tuition reduction 150,000 yen

▶▶▶ This program allows the siblings or children (i.e., �rst degree of consanguinity), and one person within the second degree 
of consanguinity, of those enrolled in or who have graduated from a Tsujicho Group school to pay reduced fees. 

Application after enrollment / 
Determined after enrollmentSiblings/Children of Graduates Reduced Fees Program

Application period 
When applying to advance to the 
institute you will attendApplication method Not required (registered when requesting) 

Application after enrollment

Outline

Tuition reduction 350,000 yen (enrollment fee and program development fee)

Application
qualifications

The following people will be eligible
● Those who re-enrollment to a separate course after graduation
(Excluding those who re-enrollment from the Culinary Arts Course Double License Course or the Confectionery
Hygiene Master Course Double License Course, or go on to the Tsujicho Group’s France School)

Capacity No set limit (every qualified applicant will receive this)

Re-enrollment Tuition Reduction Program

Application after enrollment / 
Determined after enrollmentDouble License Tuition Reduction Program

▶▶▶ This program reduces the tuition for those applying to the Double License Course.

▶▶▶ Tuition reduction program to support students re-enrollment to another course within the Tsujicho Culinary Institute

Outline

Tuition reduction 350,000 yen (Enrollment fee and program development fee for the institute you will attend)

Application
qualifications

Those switching courses in April 2025 from the courses below.
● Culinary Arts Course Double License Course 
● Confectionery Hygiene Master Course Double License Course

Capacity No set limit (every qualified applicant will receive this)

Application period Application method Not required (registered when requesting) Filing Period
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Application after enrollment / 
Stipend determined after enrollmentScholarship for Privately Financed International Students

Outline

Stipend 48,000 yen x 12 months or 48,000 yen x 6 months (figures from the 2021 academic year)

Application
qualifications

Those international students who enroll at the following schools in the 2024 academic year and desire to 
use this program.
*See the JASSO website for details about qualifications.
● Culinary Arts and Management Course
● Confectionery Arts and Management Course

Capacity Limited numbers (JASSO will make the determination and contact us)

*Procedures for application, selection, and payment will be notified after enrollment.

Ministry of Education, Culture, Sports, Science 
and Technology★Only for international students★



日本語能力を証明する書類について
ａ． 日本語能力試験（JLPT）

【重要】以下の証明書は、いずれも写真データ不可

４つのうち、
１つを提出

原本
コピー不可

原本
コピー不可

コピー コピー

b． 日本留学試験（ＥＪＵ）

●日本国内・韓国で受験 ●それ以外の国で受験

※ 上記受験票は、日本語科目の聴解・聴読解・読解の合計が200点以上だった受験日のもの

c ．ＢＪＴビジネス日本語能力テスト

コピー コピー

成績認定書を
提出

終了レポ―トは
不可

原本
コピー不可



留学生入学案内係
〒545-0053  大阪市阿倍野区松崎町3-16-11

入学願書にご記入（ご入力）いただく皆様の個人情報は、以下の通りお取り扱いします。
1. 本校への入学選抜及び入学後の学籍管理のみに使用し、他の目的には一切使用いたしません。
2. 第三者への個人情報の提供・開示はいたしません。ただし、法令及び公的機関の命令による場合は除きます。
3. 皆様はいつでも本校に対して、本校が有している皆様の個人情報をご本人のみに開示するよう求めることができます。
4. 開示の結果、当該個人情報に誤りがある場合は、皆様は本校に対して当該個人情報の訂正または削除を要求することができます。
5. 開示、訂正または削除を要求される場合は、以下の個人情報に関する相談窓口まで文書か電話またはE-mailでご連絡ください。
6. 本校の個人情報の取り扱いについては、本校WEBサイトのトップページ下段にある『プライバシーポリシー』をご覧ください。
   （https://www.tsuji.ac.jp）
　　　
【個人情報に関するお問い合わせ窓口】
 辻調理師専門学校    個人情報保護CP事務局
 　　電話： 06-6624-1101　 E-mail： cpinfo@tsuji.ac.jp
 　　〒545-0053 大阪市阿倍野区松崎町３-１６-１１　

■ 個人情報について

■ 辻調理師専門学校

●ご注意ください
辻調理師専門学校は、 「学校法人三幸学園 辻学園調理・製菓専門学校、名古屋辻学園調理専門学校 」とは一切関係がございませんので、 
ご出願に関しては十分ご注意ください。

日本国内より   0120-24-2418　 Mail : ryugakusei@tsuji.ac.jp
日本国外より +81 6-6629-0208 GLOBAL SITE : https://www.tsuji.ac.jp/en/

  0120-24-2418

2024
入学要項
留学生入試

高度調理技術マネジメント学科
調理技術マネジメント学科
調理師本科

［ 3年制 ］

［ 2年制 ］  
［ 1年制 ］

※文部科学大臣認定 職業実践専門課程

日本料理クリエイティブ経営学科
日本料理本科

［ 2年制 ］

［1年制 ］

企業その他関係機関との連携の下、職業に必要な実践的かつ専門的な能力を育成することを目的とし、
文部科学大臣に認定された課程

文部科学大臣認定 職業実践専門課程

辻調理師専門学校
創立1960年

製菓技術マネジメント学科
製菓衛生師本科

［ 2年制 ］

［1年制 ］
※学科設置認可 申請中
　製菓衛生師養成施設指定 申請中

Tsuji Culinary Institute

日本語

한국어

繁體中文

简体中文

English 本校は、出入国在留管理庁において適正校
として選定されています。
※適正校とは、留学生の在籍管理が適正に行われていると
認められる教育機関のこと

大阪


